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9月30日(火) 9月19日(金)～10月10日(金) 秋～冬学期履修登録

10月1日(水) 10月中 [D3]博士論文題目の提出期限

[M2]修士論文題目の提出期限

10月31日(金) 大学祭準備(授業休講)

11月1日(土)～3日(月) 大学祭

11月4日(火) 大学祭後片付け(授業休講)

12月中 [D1]博士論文第1次中間発表会

12月26日(金) 12月中旬※ [D3]博士論文の提出期限

12月27日(土)

令和7年

1月4日(日)
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1月16日(金) 授業休講(大学行事のため)
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3月～4月中 [M1]修士論文中間発表会

※修士論文・博士論文の提出期限については別途案内
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履 修 要 項 

１．教育方法等 

(1) 本研究科の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という） 

によって行い、授業科目、及びその単位数は、別表Ⅰ又はⅡのとおりとする。 

(2) 前期課程授業科目の必修・選択の区分、履修方法は専攻別に別表Ⅲ(標準的コース別履修例)を参照のこと。 

２．指導教員 

学生には、その研究分野に応じて指導教員を定める。 

(1) 前期課程においては、学生１人につき２人の指導教員を定める。 

(2) 後期課程においては、学生１人につき３人の指導教員を定める。 

(3) 指導教員のうち１人を主指導教員とし、その他の指導教員を副指導教員とする。 

３．履修方法 

外国語学専攻 

１．博士前期課程 

博士前期課程での履修方法は、別表Ⅲ（標準的コース別履修例）を参照のこと。また、修了要件単位数等は以下

のとおりである。 

① 博士前期課程の学生は、在学期間中に次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（人文学と対話）」１

単位及び外国学専攻の専門教育科目のうち「専攻言語」８単位以上を含め、「専門教育科目」を計２１単位以上

を修得すること。 

(1) 研究科規程別表１に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 研究科規程別表１に定める外国学専攻の専門教育科目 

(3) 研究科規程別表１に定める他の専攻の専門教育科目 

② 博士前期課程の学生は、在学期間中に次の授業科目のうちから、「高度国際性涵養教育科目」を計２単位以

上修得すること。 

(1) 研究科規程別表１に定めるすべての高度国際性涵養教育科目 

(2) 他の研究科が高度国際性涵養教育科目として提供する科目で外国学専攻が指定する科目 
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(3) 大学院横断教育科目で外国学専攻が認める科目 

(4) リーディングプログラム科目で外国学専攻が認める科目 

(5) 国際交流科目で外国学専攻が認める科目 

③ 博士前期課程の学生は、在学期間中に次の授業科目のうちから、「高度教養教育科目」を必修の「人文学基

礎（現代の教養）」１単位を含め、計１単位以上修得すること。 

(1) 研究科規程別表１に定めるすべての高度教養教育科目 

(2) 他の研究科が高度教養教育科目として提供する科目で外国学専攻が指定する科目 

(3) 大学院横断教育科目で外国学専攻が認める科目 

(4) リーディングプログラム科目で外国学専攻が認める科目 

④ 博士前期課程の学生は、在学期間中に上記①〜③の要件を満たし、科目区分ごとに次の単位数以上を修得し

た上で、かつ、総合計３０単位以上を修得すること。履修する科目については、指導教員と相談の上選択するも

のとする。 

・専門教育科目 ２１単位以上 

・高度国際性涵養教育科目 ２単位以上 

・高度教養教育科目 １単位以上 

⑤ 他の研究科の授業科目、大学院横断教育科目、リーディングプログラム科目又は国際交流科目を履修して修

得した単位は、１０単位を超えない範囲で、④の単位数に充当することができる。希望者は当該科目を履修しよ

うとする学期の履修登録期間内に、箕面キャンパス２階の教務系事務部（以下「箕面事務部」という。）におい

て所定の手続を行うこと。 

２．博士後期課程 

博士後期課程の学生は、在学期間中に、次の授業科目のうちから、外国学専攻の専門教育科目のうち、専攻する

言語圏の授業科目8単位を含め、計８単位以上を修得すること。履修する科目については、指導教員と相談の上

選択するものとする。 

(1) 研究科規程別表２に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 研究科規程別表２に定める外国学専攻の専門教育科目 
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(3) 研究科規程別表２に定める他の専攻の専門教育科目 

４．履修及び研究計画書の提出 

(1) 学生は、毎学期始めに、指導教員の指導等に基づいて、履修授業科目を選択の上、所定の期日まで 

にKOAN で履修登録をしなければならない。 

(2) 学生は、各年次の始めに、指導教員の指導等に基づいて、研究計画を立て、所定の期日までに「研 

究計画書(所定様式)」を作成し、箕面事務部に提出しなければならない。 

(3) 学生は、各年次の所定の期日までに「研究概要報告書(所定様式)」を作成し、指導教員の確認を受 

けなければならない。 

(4) 履修登録方法等は、修学上の注意及び諸手続の《学修に関する事項》「１．履修登録について」（26 

ページ）を参照してください。 

５．履修科目の試験 

(1) 履修した授業科目の試験は、筆記試験もしくは口頭試験又は研究報告によって行うものとする。 

(2) 試験は、春〜夏学期末又は秋〜冬学期末に行う。ただし必要があるときは、臨時に行うことがある。 

６．単位の認定 

(1) 試験に合格した授業科目については、所定の単位を認定する。 

(2) 各授業科目の成績の評価は、100点を満点として次の5段階で表し、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣを合格、Ｆを 

不合格とする。 

Ｓ（90点以上） Ａ（80点以上90点未満） Ｂ（70点以上80点未満） Ｃ（60点以上70点未満） 

Ｆ（60点未満） 

７．修士論文の提出及び最終試験 

(1) 修士論文を提出しようとする学生は、１年以上在学し、所定の授業科目を30単位以上修得又は修得 

見込みで、かつ、必要な研究指導を受けていなければならない。 

(2) 修士論文題目は、主指導教員の承認を得て、あらかじめ指定する期日までに箕面事務部を通じて研 

究科長に提出しなければならない。 

(3) 最終試験は、修士論文の審査委員会が修士論文及びこれに関連のある授業科目について筆記試験又 
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は口頭試験により行い、その報告に基づいて、研究科教授会が合否を決定する。 

(4) 修士論文作成要領等は、修学上の注意及び諸手続の《学修に関する事項》「３．修士論文について」 

（27ページ）を参照してください。 

８．博士論文の提出及び最終試験 

(1) 在学中に博士論文を提出しようとする学生は、後期課程に２年以上在学し、所定の授業科目を８単 

位以上修得又は修得見込みで、必要な研究指導を受け、かつ、次項に定める基礎資格を満たしていな 

ければならない。 

(2) 前項の基礎資格は、以下の(イ及び(ロの要件を満たしていることとする。 

(イ 公的な学会の機関誌、又はそれに準ずる学会誌に１編以上の論文を掲載し、かつ、公的な学会に 

おいて、１回以上研究発表していること、又はこれと同等以上と認められる研究業績を有すること。 

(ロ 博士論文最終発表会で報告していること。 

(3) 博士論文題目は、主指導教員の承認を得て、あらかじめ指定する期日までに箕面事務部を通じて研 

究科長に提出しなければならない。 

(4) 博士論文及びその他提出書類は、あらかじめ指定する期日までに箕面事務部を通じて研究科長に提 

出しなければならない。 

(5) 最終試験は、博士論文の審査委員会が博士論文及びこれに関連のある授業科目について筆記試験又 

は口頭試験により行い、その報告に基づいて、研究科教授会が合否を決定する。 

(6) 本研究科の後期課程に３年以上在学し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた後、 

退学した者は、退学後３年以内にあっては、前項までの規定に準じて博士論文を提出し、最終試験を 

受けることができる。 

なお、論文審査及び最終試験に合格した場合は、課程博士の学位を取得することができる。 

(7) 博士論文の作成要領等については、修学上の注意及び諸手続の《学修に関する事項》「４．博士論文 

について」（28ページ）を参照してください。 

９．他の大学院又は外国の大学院等における授業科目等の履修 

(1) 研究科教授会の議を経て研究科長が教育上有益と認めるときは、学生に他の大学院又は外国の大学 
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院の授業科目を１．教育方法等⑴に定める授業科目として履修させることができる。 

(2) (1)による授業科目の履修期間は１年とする。ただし、更に期間の延長を希望する者は、１年ごとに 

期間の延長を願い出て許可を受けなければならない。 

(3) (1)により他の大学院又は外国の大学院等において授業科目等の履修をしようとする学生は、所定の 

手続きを行い、許可を得なければならない。 

(4) 修得した単位については、審査の上、３．履修方法①に定める授業科目の単位として認定すること 

ができる。 

(5) (4)による単位認定は、博士前期課程にあっては３．履修方法⑤による単位と合わせて15単位を限度 

とする。 

10．入学前の既修得単位の認定 

(1) 研究科教授会の議を経て研究科長が教育上有益と認めるときは、学生が本研究科入学前に他の大学 

院において修得した授業科目の単位を審査のうえ、本研究科において修得したものとして認定するこ 

とができる。 

(2) (1)による単位認定を受けようとする学生は、所定の手続きに従い研究科長に願い出るものとする。 

(3) (1)による単位認定は、15単位を限度とする。（ただし、９．他の大学院又は外国の大学院等における 

授業科目等の履修に定める方法により認定された単位と合わせて20単位を超えないものとする） 

11．相談教員について 

修士論文、博士論文の指導に際して、専攻内で適切な教員が見つからない場合、もしくは他専攻の教員のサポー

トが有用であると判断した場合など、必要に応じて他専攻の教員を相談教員として指導に参加させることができ

る。依頼は学生から直接要請することはせず、指導教員を通じて行うこととし、希望する教員が見つかった際

に、指導教員に相談すること。 
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別表Ⅰ

前期課程授業科目表

研究科共通

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

人文学基礎（人文学と対話） 1 ○

人文学基礎（現代の教養） 1 ○

人文学実務研究 1 ○

人文学インターンシップ 1 ○

デジタルヒューマニティーズ基礎 2 ○

デジタルヒューマニティーズ演習 1 ○

人文学とデジタル技術 2 ○

European Philosophy from the Japanese Perspective 2 ○

European History from the Japanese Perspective 2 ○

European Literature from the Japanese Perspective 2 ○

Japanese History in the World 2 ○

Japanese Literature in the World 2 ○

Japanese Art in the World 2 ○

Language, Society and Culture in Contemporary Japan 2 ○

ジェンダー・セクシュアリティ研究基礎講義 2 ○ ○

歴史学方法論講義（各論１） 2 ○ ○

歴史学方法論講義（各論２） 2 ○ ○

世界文学・文化論 2 ○

世界の言語 2 ○

世界の言語事情 2 ○

イタリア語 2 ○

ロシア語 2 ○

アイヌ語 2 ○

現代チベット語Ａ 2 ○

現代チベット語Ｂ 2 ○

古典チベット語Ａ 2 ○

古典チベット語Ｂ 2 ○

カレン語 2 ○

シャン語 2 ○

オセアニア諸語Ａ 2 ○

オセアニア諸語Ｂ 2 ○

サンスクリット語Ａ 2 ○

サンスクリット語Ｂ 2 ○

パーリ語Ａ 2 ○

パーリ語Ｂ 2 ○

ベンガル語 2 ○

ウィグル語 2 ○

カザフ語Ａ 2 ○

カザフ語Ｂ 2 ○

ヘブライ語Ａ 2 ○

ヘブライ語Ｂ 2 ○

アラム語 2 ○

アフロアジア諸語 2 ○

西アフリカ諸語Ａ 2 ○

西アフリカ諸語Ｂ 2 ○

東・南アフリカ諸語Ａ 2 ○

東・南アフリカ諸語Ｂ 2 ○

古代教会スラブ語Ａ 2 ○

古代教会スラブ語Ｂ 2 ○

ウクライナ語Ａ 2 ○

ウクライナ語Ｂ 2 ○

ポーランド語Ａ 2 ○

ポーランド語Ｂ 2 ○

リトアニア語Ａ 2 ○

リトアニア語Ｂ 2 ○

エスペラント語 2 ○

ラテン語Ａ 2 ○

ラテン語Ｂ 2 ○

セルビア語Ａ 2 ○

セルビア語Ｂ 2 ○

チェコ語Ａ 2 ○

チェコ語Ｂ 2 ○

マルタ語Ａ 2 ○

マルタ語Ｂ 2 ○

ブルガリア語Ａ 2 ○

ブルガリア語Ｂ 2 ○

英語（実践）Ⅰ 1 ○

英語（実践）Ⅱ 1 ○

アドバンスト・アカデミック・ライティング（英語） 2 ○

言語特別演習Ａ（英語） 2 ○

言語特別演習Ｂ（英語） 2 ○

言語特別演習Ａ（フランス語） 2 ○

言語特別演習Ｂ（フランス語） 2 ○

言語特別演習Ａ（ドイツ語） 2 ○

言語特別演習Ｂ（ドイツ語） 2 ○

外国学専攻

単位数 科目区分

基盤科目

外国語科目（発
展）

外国語科目（基
礎）

備考

人文学基礎科目

実務研究科目

デジタルヒューマ
ニティーズ科目

Euroculture科目

単位数 科目区分

授業科目区分
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必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

研究基礎 研究基礎 2 ○ ★

広域言語実践論ⅠＡ 2 ○

広域言語実践論ⅠＢ 2 ○

広域言語実践論ⅡＡ 2 ○

広域言語実践論ⅡＢ 2 ○

広域言語実践論ⅢＡ 2 ○

広域言語実践論ⅢＢ 2 ○

広域言語実践論ⅣＡ 2 ○

広域言語実践論ⅤＡ 2 ○

広域言語実践論ⅤＢ 2 ○

広域言語実践論ⅥＡ 2 ○

広域言語文化論ⅠＡ 2 ○

広域言語文化論ⅠＢ 2 ○

広域言語文化論ⅡＡ 2 ○

広域言語文化論ⅡＢ 2 ○

広域言語文化論ⅢＡ 2 ○

広域言語文化論ⅢＢ 2 ○

広域言語文化論ⅣＡ 2 ○

広域言語文化論ⅣＢ 2 ○

広域言語文化論ⅤＡ 2 ○

広域言語文化論ⅤＢ 2 ○

広域対照言語論ⅠＡ 2 ○

広域対照言語論ⅠＢ 2 ○

広域対照言語論ⅡＡ 2 ○

広域対照言語論ⅡＢ 2 ○

広域対照言語論ⅢＡ 2 ○

広域対照言語論ⅢＢ 2 ○

広域対照言語論ⅣＡ 2 ○

広域対照言語論ⅣＢ 2 ○

広域対照言語論ⅤＡ 2 ○

広域対照言語論ⅤＢ 2 ○

地域言語論 アジア言語構造論ⅠＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅠＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅡＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅡＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅢＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅢＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅣＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅣＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅤＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅤＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅥＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅥＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅦＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅦＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅧＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅧＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅨＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅨＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅠＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅠＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅡＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅡＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅢＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅢＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅣＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅣＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅤＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅤＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅥＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅥＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅦＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅦＢ 2 ○

アフリカ言語構造論ⅠＡ 2 ○

アフリカ言語構造論ⅠＢ 2 ○

アフリカ言語構造論ⅡＡ 2 ○

アフリカ言語構造論ⅡＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅠＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅠＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅡＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅡＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅢＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅢＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅣＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅣＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅤＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅤＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅥＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅥＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅦＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅦＢ 2 ○

広域言語論

備考区分 授業科目
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ヨーロッパ言語構造論ⅧＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅧＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅨＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅨＢ 2 ○

アメリカ言語構造論ⅠＡ 2 ○

アメリカ言語構造論ⅠＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅠＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅠＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅡＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅡＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅢＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅢＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅣＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅣＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅤＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅤＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅥＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅥＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅦＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅦＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅧＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅧＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅨＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅨＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅠＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅠＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅡＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅡＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅢＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅢＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅣＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅣＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅤＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅤＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅥＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅥＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅦＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅦＢ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅠＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅠＢ 2 ○

 ヨーロッパ言語文化表象論ⅡＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅡＢ 2 ○

 ヨーロッパ言語文化表象論ⅢＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅢＢ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅣＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅣＢ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅤＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅤＢ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅥＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅥＢ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅦＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅦＢ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅧＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅧＢ 2 ○

イギリス言語文化表象論ⅠＡ 2 ○

イギリス言語文化表象論ⅠＢ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅠＡ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅠＢ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅡＡ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅡＢ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅢＡ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅢＢ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅣＡ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅣＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅠＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅠＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅡＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅡＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅢＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅢＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅣＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅣＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅤＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅤＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅥＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅥＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅦＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅦＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅧＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅧＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅨＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅨＢ 2 ○

イギリス言語文化資源論ⅠＡ 2 ○
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イギリス言語文化資源論ⅠＢ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅠＡ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅠＢ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅡＡ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅡＢ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅢＡ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅢＢ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅣＡ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅣＢ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅤＡ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅤＢ 2 ○

アフリカ言語社会構造論ⅠＡ 2 ○

アフリカ言語社会構造論ⅠＢ 2 ○

アフリカ言語社会構造論ⅡＡ 2 ○

アフリカ言語社会構造論ⅡＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅠＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅠＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅡＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅡＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅢＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅢＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅣＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅣＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅤＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅤＢ 2 ○

アメリカ言語社会構造論ⅠＡ 2 ○

アメリカ言語社会構造論ⅠＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅠＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅠＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅡＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅡＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅢＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅢＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅣＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅣＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅤＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅤＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅥＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅥＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅦＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅦＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅧＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅧＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅠＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅠＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅡＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅡＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅢＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅢＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅣＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅣＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅤＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅤＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅥＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅥＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅦＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅦＢ 2 ○

ヨーロッバ言語社会動態論ⅧＡ 2 ○

ヨーロッバ言語社会動態論ⅧＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅨＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅨＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅩＡ 2 ○

イギリス言語社会動態論ⅠＡ 2 ○

イギリス言語社会動態論ⅠＢ 2 ○

アメリカ言語社会動態論ⅠＡ 2 ○

アメリカ言語社会動態論ⅠＢ 2 ○

現代英米政治外交史特殊研究 2 ○

英米言語社会論 2 ○

Global Area Studies A 2 ○

Global Area Studies B 2 ○

グローバル地域社会論Ａ 2 ○ ★

グローバル地域社会論Ｂ 2 ○ ★

グローバル地域研究演習Ａ 2 ○

グローバル地域研究演習Ｂ 2 ○

グローバル地域研究方法論 2 ○

言語文化資源の活用と情報処理研究 2 ○

通訳翻訳学特講Ａ 2 ○

通訳翻訳学特講Ｂ 2 ○

多言語共生社会演習 2 ○

グローバル共生実践演習 2 ○

先導的学際融合エスノグラフィー演習Ａ 2 ○

先導的学際融合エスノグラフィー演習Ｂ 2 ○

中国語特別演習Ａ 2 ○ ○

中国語特別演習Ｂ 2 ○ ○

朝鮮語特別演習Ａ 2 ○ ○

地域言語社会特論

複合領域特論

専攻言語
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朝鮮語特別演習Ｂ 2 ○ ○

モンゴル語特別演習Ａ 2 ○ ○

モンゴル語特別演習Ｂ 2 ○ ○

インドネシア語特別演習Ａ 2 ○ ○

インドネシア語特別演習Ｂ 2 ○ ○

フィリピノ語特別演習Ａ 2 ○ ○

フィリピノ語特別演習Ｂ 2 ○ ○

タイ語特別演習Ａ 2 ○ ○

タイ語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ベトナム語特別演習Ａ 2 ○ ○

ベトナム語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ビルマ語特別演習Ａ 2 ○ ○

ビルマ語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ヒンディー語特別演習Ａ 2 ○ ○

ヒンディー語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ウルドゥー語特別演習Ａ 2 ○ ○

ウルドゥー語特別演習Ｂ 2 ○ ○

アラビア語特別演習Ａ 2 ○ ○

アラビア語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ペルシア語特別演習Ａ 2 ○ ○

ペルシア語特別演習Ｂ 2 ○ ○

トルコ語特別演習Ａ 2 ○ ○

トルコ語特別演習Ｂ 2 ○ ○

スワヒリ語特別演習Ａ 2 ○ ○

スワヒリ語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ロシア語特別演習Ａ 2 ○ ○

ロシア語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ハンガリー語特別演習Ａ 2 ○ ○

ハンガリー語特別演習Ｂ 2 ○ ○

デンマーク語特別演習Ａ 2 ○ ○

デンマーク語特別演習Ｂ 2 ○ ○

スウェーデン語特別演習Ａ 2 ○ ○

スウェーデン語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ドイツ語特別演習Ａ 2 ○ ○

ドイツ語特別演習Ｂ 2 ○ ○

英語特別演習Ａ 2 ○ ○

英語特別演習Ｂ 2 ○ ○

英語特別演習Ｃ 2 ○ ○

英語特別演習Ｄ 2 ○ ○

フランス語特別演習Ａ 2 ○ ○

フランス語特別演習Ｂ 2 ○ ○

イタリア語特別演習Ａ 2 ○ ○

イタリア語特別演習Ｂ 2 ○ ○

スペイン語特別演習Ａ 2 ○ ○

スペイン語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ポルトガル語特別演習Ａ 2 ○ ○

ポルトガル語特別演習Ｂ 2 ○ ○

★印の授業科目は、他の専攻の学生が履修した場合は高度教養教育科目の単位として認定する

-13-



別表Ⅱ

後期課程授業科目表

研究科共通

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

人文学実務研究 1 ○

人文学インターンシップ 1 ○

外国学専攻

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

多言語共生社会演習

グローバル地域社会論Ａ

グローバル地域社会論Ｂ

グローバル地域研究演習Ａ

Global Area Studies A

グローバル地域研究演習Ｂ

グローバル地域研究方法論

備考

通訳翻訳学特論Ａ

通訳翻訳学特論Ｂ

備考

単位数

授業科目

広域対照言語論特別研究Ａ

ヨーロッパ・アメリカ言語社会論特別研究Ａ

広域対照言語論特別研究Ｂ

アジア・アフリカ言語構造論特別研究Ａ

ヨーロッパ・アメリカ言語社会論特別研究Ｂ

現代英米政治外交史特殊研究

英米言語社会論

単位数

Global Area Studies B

アジア・アフリカ言語構造論特別研究Ｂ

アジア・アフリカ言語社会論特別研究Ａ

アジア・アフリカ言語社会論特別研究Ｂ

グローバル共生実践演習

先導的学際融合エスノグラフィー演習Ｂ

先導的学際融合エスノグラフィー演習Ａ

科目区分

実務研究科目

科目区分

 世界文学・文化論

区分

アジア・アフリカ文化表象論特別研究Ａ

アジア・アフリカ文化表象論特別研究Ｂ

ヨーロッパ・アメリカ文化表象論特別研究Ａ

ヨーロッパ・アメリカ文化表象論特別研究Ｂ

授業科目

ヨーロッパ・アメリカ言語構造論特別研究Ａ

ヨーロッパ・アメリカ言語構造論特別研究Ｂ

言語文化資源の活用と情報処理研究
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別表Ⅲ

人文学基礎(人文学と対話) 1 1 1

人文学基礎(現代の教養) 1 1 1

人文学実務研究 1

人文学インターンシップ

デジタルヒューマニティーズ基礎 2 2

デジタルヒューマニティーズ演習 1

人文学とデジタル技術 2 2

European Philosophy from the Japanese Perspective 2

European History from the Japanese Perspective 2

European Literature from the Japanese Perspective 2

Japanese History in the World 2

Japanese Literature in the World 2

Japanese Art in the World 2

Language, Society and Culture in Contemporary Japan 2

ジェンダー･セクシュアリティ研究基礎講義 2 2

歴史学方法論講義(各論１～２) 2 2

世界文学・文化論 2

世界の言語 2

世界の言語事情 2

イタリア語

　～　ブルガリア語Ａ・Ｂ　他

英語（実践）Ⅰ

　～　言語特別演習Ｂ（ドイツ語）

中国語特別演習Ａ・Ｂ

　～　スワヒリ語特別演習Ａ・Ｂ

ロシア語特別演習Ａ・Ｂ

　～　ポルトガル語特別演習Ａ・Ｂ

広域言語実践論ⅠＡ・Ｂ～ⅥＡ・Ｂ 2 2

広域言語文化論ⅠＡ・Ｂ～ⅤＡ・Ｂ 2 2 【注2】

広域対照言語論ⅠＡ・Ｂ～ⅤＡ・Ｂ 2 2

アジア言語構造論ⅠＡ・Ｂ～XⅦＡ・Ｂ 2 2

アフリカ言語構造論ⅠＡ・Ｂ～ⅡＡ・Ｂ 2 2

アジア言語文化表象論ⅠＡ・Ｂ～XⅦＡ・Ｂ 2 2

アジア言語文化資源論ⅠＡ・Ｂ～ⅨＡ・Ｂ 2 2

アジア言語社会構造論ⅠＡ・Ｂ～ⅤＡ・Ｂ 2 2

アフリカ言語社会構造論ⅠＡ・Ｂ～ⅡＡ・Ｂ 2 2

アジア言語社会動態論ⅠＡ・Ｂ～ⅧＡ・Ｂ 2 2

ヨーロッパ言語構造論ⅠＡ・Ｂ～ⅨＡ・Ｂ 2 2

アメリカ言語構造論ⅠＡ・Ｂ 2 2

ヨーロッパ言語文化表象論ⅠＡ・Ｂ～ⅧＡ・Ｂ 2 2

イギリス言語文化表象論ⅠＡ・Ｂ 2 2

アメリカ言語文化表象論ⅠＡ・Ｂ～ⅣＡ・Ｂ 2 2

イギリス言語文化資源論ⅠＡ・Ｂ 2 2 　

ヨーロッパ言語社会構造論ⅠＡ・Ｂ～ⅤＡ・Ｂ 2 2 　

アメリカ言語社会構造論ⅠＡ・Ｂ 2 2 　

ヨーロッパ言語社会動態論ⅠＡ・Ｂ～ⅩＡ・Ｂ 2 2

イギリス言語社会動態論ⅠＡ・Ｂ 2 2

アメリカ言語社会動態論ⅠＡ・Ｂ 2 2 　

現代英米政治外交史特殊研究 2

英米言語社会論 2 2

Global Area Studies Ａ・Ｂ 2 2

グローバル地域社会論Ａ・Ｂ 2 2

グローバル地域研究演習Ａ・Ｂ 2 2

グローバル地域研究方法論 2

言語文化資源の活用と情報処理研究 2

通訳翻訳学特講Ａ・Ｂ 2 2

多言語共生社会演習 2

グローバル共生実践演習 2

先導的学際融合エスノグラフィー演習Ａ・Ｂ 2 2

【注1】　「専攻言語」は、専攻する言語圏の知識を身につけ、高度な言語運用能力を高めるために、同一言語を1年次と2年次にわたって繰り返し履修する。

【注2】　専攻語ロシア語は、ロシア語特別演習Ａ・Ｂに加え、広域言語文化論ⅠＡ・Ｂを選択必修科目とする。

　①専門教育科目

　②高度国際性涵養教育科目

　③高度教養教育科目

　総合計 上記①～③の条件を満たし、かつ、総合計３０単位以上を修得すること。

在学中に人文学基礎(人文学と対話)１単位、選択必修科目（専攻言語）８単位を含め、
計２１単位以上修得すること。

在学中に大阪大学大学院人文学研究科規程の別表１に定めるすべての高度国際性涵養教育科
目、他の研究科が高度国際性涵養教育科目として提供する科目で外国学専攻が指定する科
目、大学院横断教育科目で外国学専攻が認める科目、リーディングプログラム科目で外国学
専攻が認める科目、 国際交流科目で外国学専攻が認める科目のうち２単位以上修得するこ
と。
なお、選択必修科目（専攻言語）８単位のうち２単位分を高度国際性涵養教育科目の単位と
して充当することができる。（※その場合、上記専門教育科目としての修得単位数は６単位
となる。）

人文学基礎(現代の教養)１単位を修得すること。

指
導
に
よ
り
選
択

選
択

選
択

必ず同じ言語で8単位履修する
こと。（修得単位のうち2単位
を高度国際性涵養教育科目の単
位として充当することができ
る。※下記②に留意）

2 2
（8）

【注1】

指
導
に
よ
り
選
択

2 2
（8）

【注1】

研究基礎（外国学専攻） 2

春～夏
学期

秋～冬
学期

必修
（選択必修）

選択 必修
（選択必修）

選択

外国語科目
（発展）

複

合

領

域

特
論

研究基礎

標準的コース別履修例（外国学専攻 博士前期課程）

授業科目
単位数

アジア・アフリカ
言語文化コース

ヨーロッパ・アメリカ
言語文化コース

備考

人文学基礎
科目

実務研究
科目

地
域
言
語
論

地

域

言

語

社
会

特

論

専
攻
言
語

広

域

言

語

論

デジタル
ヒューマニ
ティーズ

指
導
に
よ
り
選
択

1または2 1または2

外国語科目
（基礎） 2 2

E

u

r

o

c

u

l

t

u

r

e

科

目

基盤科目

指
導
に
よ
り
選
択

1
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年
次

学
期

プログラム 内 容 等 手続 提出先
提出期限

又は
実施期間

履修登録
主指導教員と相談のうえ、学
務情報システム（KOAN）か
らWeb登録する

院生→←主指導教員
４月１日〜
４月22日

「研究計画書」の提
出

１年次の研究計画の作成
院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部 ４月中

履修登録
主指導教員と相談のうえ、学
務情報システム（KOAN）か
らWeb登録する

院生→←主指導教員
９月19日〜
10月10日

「修士論文構想」の
提出

A4判、横40字、縦30行、横
書2,000字程度で作成

院生→主指導教員 主指導教員 １０月中

「研究概要報告書」
の提出

1年次の研究概要の報告
院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部 ２月中

中間発表会 修士論文に関する発表
院生→←主指導教員

  ↓
    箕面事務部

３〜４月中

予備審査面接
中間発表を終えた者に対して
教員が面接

院生→←主指導教員
  ↓

    箕面事務部
３〜４月中

「研究計画書」の提
出

２年次の研究計画の作成
院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部 ４月中

履修登録
主指導教員と相談のうえ、学
務情報システム（KOAN）か
らWeb登録する

院生→←主指導教員
４月１日〜
４月22日

修士論文テーマの決
定及び修士論文概要
の提出

書式等は指導教員の指示に従
うこと

院生→←主指導教員 主指導教員 ６月中

最終発表会
修士論文のテーマと概要を提
出した者が修士論文について
最終発表を行う

院生→←主指導教員
  ↓

    箕面事務部

９月上旬〜
１０月上旬

履修登録
主指導教員と相談のうえ、学
務情報システム（KOAN）か
らWeb登録する

院生→←主指導教員
９月19日〜
10.月10日

「修士論文題目」の
提出

最終発表会を終えた者が修士
論文題目届を提出

院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部 １０月中

「修士論文」の提出
学位申請書、修士論文要旨、
修士論文の提出

院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部
12月下旬〜

1月初旬
※別途案内

「研究概要報告書」
の提出

２年次の研究概要の報告
院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部 ２月中

①博士前期課程研究指導プログラム（４月入学者）

春
～
夏
学
期

秋
～
冬
学
期

1

春
～
夏
学
期

2

秋
～
冬
学
期
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年
次

学
期

プログラム 内 容 等 手続 提出先
提出期限

又は
実施期間

履修登録
主指導教員と相談のうえ、学務情報システム（KOAN）
からWeb登録する

院生→←主指導教員
４月１日〜
４月22日

「研究計画書」の提出 １年次の研究計画の作成
院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部 ４月中

院生→←主指導教員

３年次の「博士
論文題目届」提
出時迄に終えて

いること

履修登録
主指導教員と相談のうえ、学務情報システム（KOAN）
からWeb登録する

院生→←主指導教員
９月19日〜
10.月10日

「博士論文構想」の提出 A4判、横40字、縦30行、横書2,000字程度で作成 院生→主指導教員 主指導教員 １０月中

第１次中間発表会 指導教員の指示により発表会を行う
院生→←主指導教員

  ↓
    箕面事務部

１２月中

「研究概要報告書」の提出 1年次の研究概要の報告
院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部 ２月中

「研究計画書」の提出 ２年次の研究計画の作成
院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部 ４月中

履修登録
主指導教員と相談のうえ、学務情報システム（KOAN）
からWeb登録する

院生→←主指導教員
４月１日〜
４月22日

「博士論文のテーマ、論文概
要」の提出

博士論文のテーマの決定、論文概要の提出。書式等は主
指導教員の指示に従うこと

院生→←主指導教員 主指導教員 ６月中

予備審査面接 実施計画及び実施済報告書は主指導教員が行う
院生→←主指導教員

  ↓
    箕面事務部

９月〜
１０月中

第２次中間発表会 指導教員の指示により発表会を行う
院生→←主指導教員

  ↓
    箕面事務部

９月〜
１０月中

履修登録
主指導教員と相談のうえ、学務情報システム（KOAN）
からWeb登録する

院生→←主指導教員
９月19日〜
10.月10日

「研究概要報告書」の提出 ２年次の研究概要の報告
院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部 ２月中

「研究計画書」の提出 ３年次の研究計画の作成
院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部 ４月中

履修登録
主指導教員と相談のうえ、学務情報システム（KOAN）
からWeb登録する

院生→←主指導教員
４月１日〜
４月22日

最終発表会
指導教員の指示により発表会を行う(発表及びドラフト
を指導教員に提出する)

院生→←主指導教員
  ↓

    箕面事務部
７月下旬

履修登録
主指導教員と相談のうえ、学務情報システム（KOAN）
からWeb登録する

院生→←主指導教員
９月19日〜
10.月10日

「博士論文題目届」の提出 ※単位修得退学を予定している者は必ず提出のこと
院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部
10月中

又は翌年の
４月中

「博士論文」等の提出
学位申請書、博士論文、日本語及び外国語要旨、履歴
書、研究業績書等の提出
※単位修得退学を希望する者は、学位申請書のみ提出

院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部

12月初旬〜
12月中旬

又は翌年の
６月初旬〜
６月中旬

※別途案内

「研究概要報告書」の提出 ３年次の研究概要の報告
院生→←主指導教員
 ↓
箕面事務部

箕面事務部 ２月中

春
～
夏
学
期

3

秋
～
冬
学
期

②博士後期課程研究指導プログラム（４月入学者）

1

春
～
夏
学
期

秋
～
冬
学
期

春
～
夏
学
期

学術誌等への論文発表又はこれと同等以上の研究業績等

2

秋
～
冬
学
期
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人文学研究科外国学専攻 学位プログラム「外国学」 

教育目標 
 
【博士前期課程】 

大阪大学および人文学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「外国学」は、最先端かつ高度な専
門性と深い学識、教養・デザイン力・国際性を身につけ、社会の多様な分野のリーダーとして活躍し得
る人材を育成します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 

世界の諸言語とそれを基底とする社会と文化に関する理論と実践にわたる教授・研究を通じて、専攻
する言語に関する 4 技能（読む、聞く、話す、書く）の高い運用能力と、世界の言語圏についての最先
端かつ高度な専門性と深い学識に基づいた、新たな学問的な知見を提起する能力を育成します。 
○高度な教養 

既存の学問領域を超え、世界の諸言語とそれを基底とする社会と文化の全体像を理解するのに求めら
れる異文化理解についての高度な教養と現代にふさわしい高度な情報リテラシーを備え、その方法論に
習熟し、異文化を複眼的、立体的に捉え、多角的に評価できる人材を育成します。また、「人文学林」で
の他専攻の言語学、文学、歴史学等、人文社会科学諸分野のディシプリンの成果を応用できる高度な教
養を備えた人材を育成します。 
○高度な国際性 

世界の諸言語について、高度な言語運用能力をもち、微妙なニュアンスの違いを理解し、異文化間の
豊かなコミュニケーションを実らせることのできる人材を育成します。 
○高度なデザイン力 

世界の諸言語とそれを基底とする社会と文化についての深い学識、異文化理解についての幅広い教養
と高度な言語運用能力を基礎に、世界の諸言語や社会・文化の成り立ちと現況に鋭い洞察力をもつとと
もに、現代世界が直面する新しく多様な課題を提起し、解決の道筋を創造的に構想できる人材を育成し
ます。       
○独自の教育目標 

専攻する言語（中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、フィリピン語、タイ語、ベトナム語、
ビルマ語、ヒンディー語、ウルドゥー語、アラビア語、ペルシア語、トルコ語、スワヒリ語、ロシア語、
ハンガリー語、ドイツ語、デンマーク語、スウェーデン語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン
語、ポルトガル語）について、4 技能（読む、聞く、話す、書く）にわたって高い言語運用能力をもち、
高度な学問的内容をもつ長い文章や発表などを理解し、複雑な学問的主張を流暢に表現する能力を涵養
します。 
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【博士後期課程】 
大阪大学および人文学研究科の教育目標のもと、学位プログラム「外国学」は、最先端かつ高度な専

門性と深い学識、教養・デザイン力・国際性を身につけ、社会の多様な分野のリーダーとして活躍し得
る人材を育成します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
世界の諸言語とそれを基底とする社会と文化に関する理論と実践にわたる教授・研究を通じて、世界 

の言語圏についての最先端かつ高度な専門性と深い学識に基づいた、新たな学問的な知見を提起する能
力を持った自立した研究者ならびに高度専門職業人を育成します。 
○高度な教養 

既存の学問領域を越え、世界の諸言語とそれを基底とする社会と文化の全体像を理解するのに求めら
れる異文化理解についての領域横断的で高度な教養と現代にふさわしい高度な情報リテラシーを備え、
その方法論に習熟し、異文化を学際的観点から複眼的・立体的に捉え、多角的に評価できる人材を育成
します。 
○高度な国際性 

世界の諸言語について、高度な言語運用能力をもち、微妙なニュアンスの違いを理解し、異文化間の
豊かなコミュニケーションを実らせることのできる人材を育成します。海外の研究者と積極的に連携し
ながら研究を進め、専門とする言語による研究発表をするなど、世界で活躍する国際性豊かで有為な人
材を育成します。 
○高度なデザイン力 

世界の諸言語とそれを基底とする社会と文化についての深い学識、異文化理解についての幅広い教養
と高度な言語運用能力を基礎に、世界の諸言語や社会・文化の成り立ちと現況に鋭い洞察力をもつとと
もに、現代世界が直面する新しく多様な課題を提起し、解決の道筋を創造的に構想できる人材を育成し
ます。諸言語の資料をもとに、言語とその地域が抱える課題の本質が何かを見通すことのできる視点を
涵養するため、人文社会科学諸分野のディシプリンの成果を応用しつつ、専攻する言語での資料を駆使
しながら持論を展開できるような高度なデザイン力を持つ人材を育成します。 
○独自の教育目標 

専攻する言語（中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、フィリピン語、タイ語、ベトナム語、
ビルマ語、ヒンディー語、ウルドゥー語、アラビア語、ペルシア語、トルコ語、スワヒリ語、ロシア語、
ハンガリー語、ドイツ語、デンマーク語、スウェーデン語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン
語、ポルトガル語）について、4 技能（読む、聞く、話す、書く）にわたって高い言語運用能力をもち、
高度な学問的内容をもつ長い文章や発表などを理解し、複雑な学問的主張を流暢に表現する能力を涵養
します。今後ますます社会のグローバル化の進展が予想され、実際には格差や分断が顕在化する状況に
あります。こうした状況を生み出す根幹には何があるのかを探求し、言語や文化の差異を超えて相互理
解を促進することのできる、多様な分野のリーダーとして活躍する人材を育成します。 
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卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
【博士前期課程】 

大阪大学および人文学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「外国学」は、以下に
示す世界の諸言語と文化に関する最先端かつ高度な専門性と深い学識、教養・デザイン力・国際性およ
び高い言語運用能力を身につけ、所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終試験に合格した学生に、
修士（言語文化学）の学位を授与します。 
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・専攻する地域の言語について、最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけている。 
・専攻する地域の文化事象について、最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけている。 
・専攻する地域の歴史社会について、最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけている。 
○高度な教養 
・世界の言語、文化、社会について既存の学問分野を越えた学際的で幅広い知識を有している。 
・異文化の言語・文化の全体像を理解するための方法について、高度な情報リテラシーを基盤とし、既

存の学問分野を越えた学際的で幅広い学識と知見を身につけている。 
○高度な国際性 
・高度な外国語の運用能力を駆使して、言語や文化の壁を越え異なる文化を深く理解できる。 
・高度な外国語の運用能力を駆使して、言語や文化の壁を越えて交流することができる。 
○高度なデザイン力 
・世界の言語、文化、社会が直面する新たな本質的かつ複雑多様な課題を発見できる。 
・グローバルな視野に立って、世界が直面する課題について、多面的かつ柔軟に考えることができる。 
・専攻語の能力と、言語圏についての深い学識を活用し、的確なデータ・文献資料収集を通して、世界

が直面する問題の解決への道筋を構想できる能力を身につけている。 
○独自の学習目標 
専攻する言語（中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、フィリピン語、タイ語、ベトナム語、
ビルマ語、ヒンディー語、ウルドゥー語、アラビア語、ペルシア語、トルコ語、スワヒリ語、ロシア語、
ハンガリー語、ドイツ語、デンマーク語、スウェーデン語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン
語、ポルトガル語）について、4 技能（読む、聞く、話す、書く）にわたって高い言語運用能力を有す
る。  
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【博士後期課程】 
大阪大学および人文学研究科のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「外国学」は、以下に

示す世界の諸言語と文化に関する最先端かつ高度な専門性と深い学識、教養・デザイン力・国際性およ
び高い言語運用能力を身につけ、所定の単位を修得し、学位論文の審査及び最終試験に合格した学生に、
博士（言語文化学）の学位を授与します。  
 
○最先端かつ高度な専門性と深い学識 
・専攻する地域の言語について、最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけている。 
・専攻する地域の文化事象について、最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけている。 
・専攻する地域の歴史社会について、最先端かつ高度な専門性と深い学識を身につけている。                                   
・世界の多様な言語文化のうち、特定のテーマについて、最新の先行研究を参考にしつつ、データや文

献などの資料を的確に収集し、正確に読解・分析することができる深い学識を身につけている。 
○高度な教養 
・世界の言語、文化、社会について既存の学問分野を越えた学際的で幅広い知識を有している。 
・異文化の言語・文化の全体像を理解するための方法について、高度な情報リテラシーを基盤とし、既

存の学問分野を越えた学際的で幅広い学識と知見を身につけている。 
・自身が対象とする専門分野・地域について、その基礎となる地域文化の特徴や、普遍的な問題点を理

解できる高度な教養を有している。 
○高度な国際性 
・高度な外国語の運用能力を駆使して、言語や文化の壁を越え異なる文化を深く理解できる。 
・高度な外国語の運用能力を駆使して、言語や文化の壁を越えて交流することができる。 
・言語やその地域を研究対象としながら、言語や文化の差異を超えて世界で活躍できる。 
○高度なデザイン力 
・世界の言語、文化、社会が直面する新たな本質的かつ複雑多様な課題を発見できる。 
・グローバルな視野に立って、世界が直面する課題について、多面的かつ柔軟に考えることができる。 
・専攻語の高度な運用能力と、言語圏についての深い学識を活用し、的確なデータ・文献資料収集を通

して世界が直面する問題の解決への道筋を構想できる能力を身につけている。 
・独創性・実証性・論理性・明確性等の要件を満たしつつ、自らの専門分野についての問題設定を独創

的に構想するとともに、論文執筆においては一貫した論理性と実証性、明確性を満たすことのできる
能力を持つ。 

○独自の学習目標 
専攻する言語（中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、フィリピン語、タイ語、ベトナム語、
ビルマ語、ヒンディー語、ウルドゥー語、アラビア語、ペルシア語、トルコ語、スワヒリ語、ロシア語、
ハンガリー語、ドイツ語、デンマーク語、スウェーデン語、英語、フランス語、イタリア語、スペイン
語、ポルトガル語）について、4 技能（読む、聞く、話す、書く）にわたって高い言語運用能力を有し、
高度な諸言語の文献を精確に読解し、世界での最先端の研究成果を視野に入れながら研究を進めること
ができる。  
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

大阪大学および人文学研究科のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「外国学」は、学習
目標に定める知識や技能を修得させるべく、体系的かつ多様な科目の授業及び学位論文の作成等に対す
る指導によって行います。また、授業科目の単位認定は、筆記試験、口頭試験もしくは研究報告によっ
て行います。 
 
【博士前期課程】 
＜教育課程編成の考え方＞ 

外国学専攻の前期課程は、24 の専攻言語の専門性の高い科目群の他に、広域言語論、地域言語社会
特論、複合領域特論、関連研究言語の科目群や、人文学研究科共通の科目を設け、これらを履修するこ
とで専門領域に関するより広い視野を持ち、多面的な考察ができるように、多様な科目を提供します。
また、海外留学や海外研修を積極的に推奨します。                                          
・専攻言語︓専攻する言語の知識を得るとともに、4 技能（読む、聞く、話す、書く）にわたる高い運

用能力を涵養するための授業科目群。（独自の学習目標） 
・地域言語論︓専攻する言語圏の言語、文化表象、歴史と社会についての専門的な知識を涵養するため

の授業科目群。（最先端かつ高度な専門性と深い学識、高度な教養） 
・広域言語論︓グローバルな観点から専攻する言語圏の言語と文化を捉える力を養うための授業科目

群。（高度な国際性、高度な教養） 
・地域言語社会特論︓専攻する言語圏の言語と文化の特定の課題に関する研究を行う授業科目群。（高

度なデザイン力） 
・複合領域特論︓多様な領域にまたがるテーマを研究する授業科目群。（高度なデザイン力） 
・関連研究言語︓専攻言語以外の言語に関する知識を得るための授業科目群。（高度な国際性） 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 

授業の形式は、学生自身による問題解決型の学習を取り入れ、各専門教育科目の教授内容に合わせ、
講義、演習等の多様な手法で行います。また、高度教養教育科目ならびに国際性涵養教育科目をそれぞ
れ１単位以上修得させます。 

学生の研究指導は、前期課程の学生には各専攻言語の教員を中心に 2 名の教員が担当します。専門
科目は演習や実習の形式で行いますが、人文学研究科の必修科目として「人文学」の基礎知識を学ぶ
「人文学基礎（人文学と対話）」をはじめとする大学院共通科目を履修することによって、より幅広い
教養を身につけることができるように設定されています。  
 
＜学修成果の評価方法＞ 

各授業科目においては、シラバス等に記載されている学習目標の達成度に従い、成績評価の方法（試
験や課題、レポートなど）を用いて評価します。修士論文においては、中間発表等を通じて、研究の進
展についての評価を行います。また、学位申請のために提出された論文については、複数の教員による
口頭試問が実施され、主題選択の妥当性、論述の明晰さ、資料・文献調査の適切性、主張の独自性など
を総合的に判断し、学修成果について評価します。 
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【博士後期課程】 
＜教育課程編成の考え方＞ 

ディプロマ・ポリシーに掲げた知識や技能を涵養するために、体系的で多様な科目を開設し、学位論
文の作成に関する指導を行います。また、海外留学や海外研修を積極的に推奨します。 
・専攻科目︓専攻する言語圏の先端的な知識を身につけるための授業科目群。（独自の学習目標） 
・地域言語社会特論︓専攻する言語圏の言語と文化の特定の課題に関する研究を行う授業科目群。（最

先端かつ高度な専門性と深い学識、高度な教
養）                                                       

・複合領域特論︓多様な領域にまたがるテーマを研究する授業科目群。（高度なデザイン力、高度な国
際性） 

 
＜学修内容及び学修方法＞ 

授業の形式は、学生自身による問題解決型の学習を取り入れ、各専門教育科目の教授内容に合わせ、
講義、演習等の多様な手法で行います。  

学生の研究指導は、専攻言語を問わない教員 3 名による研究指導体制を取ります。専門科目は演習
や実習の形式で行います。  
 
＜学修成果の評価方法＞ 

各授業科目においては、シラバス等に記載されている学習目標の達成度に従い、成績評価の方法（試
験や課題、レポートなど）を用いて評価します。博士論文においては、執筆中の論文の中間発表等を通
じて、研究の進展についての評価を行います。また、学位申請のために提出された論文については、複
数の教員による口頭試問が実施され、主題選択の妥当性、論述の明晰さ、資料・文献調査の適切性、主
張の独自性などを総合的に判断し、学修成果について評価します。  
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修学上の注意及び諸手続き 

≪修学に関する事項≫ 

１．掲示について 
 学生に対して行う必要な伝達事項は、人文学研究科のKOANの掲示板に掲示するので、絶えず
注意しておくこと。 
２．学期の区分について 
 学期の区分は４学期制とする。詳細は学年暦を参照のこと。（試験は授業時間内に適宜行う。） 
３．授業時間割について 
 授業時間の区切りは次のとおりである。 

時限 授業時間 
第１時限 ８：50〜10：20 
第２時限 10：30〜12：00 
第３時限 13：30〜15：00 
第４時限 15：10〜16：40 
第５時限 16：50〜18：20 
第６時限 18：30〜20：00 

４．気象警報発表時等における授業の取扱いについて 
（1）気象警報時の取扱い 
  大阪府「豊中市・吹田市・茨木市・箕面市のいずれか又はこれらの市を含む地域」に「暴風

警報」又は「当別警報＊」が発表された場合、授業を休講とします。 
 ＊「特別警報」については内容を限定せず、すべての「特別警報」を対象とします。 
 (2) 公共交通機関の運休時の取扱い 
  災害により、通学路線のうち以下の公共交通機関のいずれかが運行の休止又は運転の見合

せ（以下、「運休」という。）となった場合（一部区間の運休を含む）、当該キャンパスで開
講する授業を休講とします。 

 ①豊中キャンパス 阪急電車（宝塚線：梅田−宝塚間）又は 
          大阪モノレール（全線） 
 ②吹田キャンパス 阪急電車（千里線：梅田/天神橋筋六丁目−北千里間）又は 
          大阪モノレール（全線） 
 ③箕面キャンパス 大阪メトロ（御堂筋線（北大阪急行路線含む）：梅田−千里中央間）又は 
          大阪モノレール（全線） 
  ただし、事故等による一時的な運転見合せについては、休講とはしません。 
(3) 気象警報又は公共交通機関運休の解除時の取扱い 
  気象警報又は公共交通機関の運休が解除された場合の取扱いは次のとおりとします。 
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警報・運休解除時間 授業の取扱い 
午前６時以前に解除された場合 全日授業実施 
午前９時以前に解除された場合 午後授業実施 

午前９時を経過しても解除されない場合 全日授業休業 
 ＊解除の確認は、テレビ・ラジオ・インターネット等の報道によるものとします。 
(4) 地震発生時の取扱い 
  大阪府「豊中市・吹田市・茨木市・箕面市」のいずれかで震度５強以上の地震が発生した場
合、その日の授業を休講とします。ただし、地震の発生が午後５時１５分以降の場合は、翌日
の授業も休講とします。 

 また、地震が当該地域以外で発生した場合又は震度５強未満の場合は、公共交通機関の運行
状況に応じて対応することとし、上記(2)の取扱いに従うこととします。 

(5) 災害に伴う避難勧告又は避難指示発令時の取扱い 
  大阪府「豊中市・吹田市・茨木市・箕面市」のいずれかの市から、災害に伴う被害勧告又は
避難指示（以下「避難勧告等」という。）が発令された地域（以下「避難地域」という。）に
おいては、授業を休講とする場合があります。 

(6) その他 
 １．この取扱いに該当しないため授業を実施する場合であっても、学生の皆さんの居住地域又
は通学経路にある地域で、上記(1)と同様の気象警報が発表された場合、上記(4)と同様の地震
が発生した場合、上記(2)以外の公共交通機関が運休した場合やむを得ない事情により授業を
欠席した場合は履修上不利益とならないよう配慮しますので、申し出て下さい。 
２．気象警報の発表、公共交通機関の運休又は避難勧告等の発令が事前に予想される場合、又
は緊急に休講措置の必要が生じた場合は、大学ホームページ又はKOANにおいて通知します。 
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≪学修に関する事項≫ 

１．履修登録について 
⑴ 履修登録方法 

１．人文学研究科規程に定める履修方法及び指導教員の指導等に基づいて、あらかじめシラ
バスを参照し、時間割コードを調べておくこと。 

２．学務情報システム（KOAN）にログインし、履修登録・登録状況照会メニューから登録
する。 

３．人文学研究科以外の授業科目を履修する場合は、指導教員の承認を得たのち、当該授業
担当教員の承諾を得ておくこと。 

４．登録期間中は、登録済の授業科目の変更も可能である。 
５．他専攻、他研究科の授業科目、リーディングプログラム科目又は国際交流科目を履修

し、その単位を修了要件の単位として認定を希望する場合は、「他専攻、他研究科等授業科 
目単位認定願」を箕面事務部教務係に提出すること。 
※学務情報システム（ＫＯＡＮ）について 

大阪大学の学務情報システムは、Knowledge of Osaka university Academic Nucleus の頭
文字をとってKOAN と愛称で呼ばれています。 
インターネットを通じて授業科目の履修登録や成績照会などができます。 
また、休講情報や掲示板サービスもあり、携帯電話サイトも利用できます。 
ＫＯＡＮの起動方法は以下のとおりです。 

１．Web ブラウザを起動する。 
２．https://my.osaka-u.ac.jp/ にアクセスする。 
３．全学IT 認証のログイン画面が表示されます。 
４．「大阪大学個人 ID」と「パスワード」でログインする。 

 
２．研究指導について 
博士前期課程 
⑴ 研究指導教員 

主指導教員１名、副指導教員１名、計２名の指導教員により研究指導が行われる。 
研究計画書に記載された指導教員は、専攻会議で正式に決定される。なお、予定の指導教員

と異なる決定があった場合は、あらためて履修計画書を正式決定された指導教員に提出し直す
こと。 
⑵ 研究指導プログラム 

博士前期課程では「博士前期課程研究指導プログラム」（16ページ参照）のように研究指導
が行われる。それぞれの時期に行われる研究指導プログラムを修了しなければ次のプログラム
へ進めないので、十分に注意して定められた時期に必ず必要な手続を行い、研究指導を受ける
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こと。 
博士後期課程 
⑴ 研究指導教員 

主指導教員１名、副指導教員２名、計３名の指導教員により研究指導が行われる。 
⑵ 研究指導プログラム 

博士後期課程では「博士後期課程研究指導プログラム」（17ページ参照 ）のように研究指
導が行われる。それぞれの時期に行われる研究指導プログラムを修了しなければ次のプログラ
ムへ進めないので、十分に注意して定められた時期に必ず必要な手続を行い、研究指導を受け
ること。 
 
３．修士論文について 
①修士論文題目届 
⑴ 最終発表会を終えた者は、修士論文を提出しようとする年の指定された日までに主指導教員
の承認を得た「修士論文題目届」を提出しなければならない。この届出がなされていない場合
は、修士論文を作成しても受理されないので、特に注意すること。 
⑵ 箕面事務部配付の所定用紙により、主指導教員の確認を得たうえで箕面事務部へ提出するこ
と。 
②学位申請書 
⑴ 箕面事務部配付の所定用紙を使用すること。 
⑵ 修士論文提出時に１部提出すること。 
③修士論文 
⑴ Ａ４判の用紙を使用し、縦方向、横書きで作成すること。ただし、特段の必要があり、指導
教員が必要と認めた場合は、縦書きで作成することも可とする。 
⑵ 使用言語、執筆枚数、記入要領は主指導教員の指示に従うこと。 
⑶ 正１部、副３部の計４部を指定された日までに箕面事務部に提出すること。表紙及び製本方
法は箕面事務部の指示に従うこと。 
④修士論文の要旨 
⑴ 修士論文を日本語で執筆する者は、主指導教員の指定する外国語で執筆すること。 
修士論文を外国語で執筆する者は、日本語で執筆すること。 
⑵ Ａ４判の用紙を縦方向で使用し、横書きで、日本語要旨の場合は2,000文字以内で執筆する
こと。 
また、外国語要旨の場合は500語程度を目安とし、主指導教員の指示に従うこと。 
⑶ 正１部、副３部の計４部提出すること。 
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４．博士論文について 
①博士論文題目届 
⑴ 最終発表会を終えた者は、指定された日までに主指導教員の承認を得た「博士論文題目届」
を提出しなければならない。この届出がなされていない場合は、博士論文を作成しても受理さ
れないので、特に注意すること。 
⑵ 所定用紙により、主指導教員の確認を得たうえで箕面事務部に提出すること。 
②博士論文 
⑴ Ａ４判の紙を使用し、縦方向、横書きで作成すること。ただし、特段の必要があり、指導教
員が必要と認めた場合は、縦書きで作成することも可とする。 
⑵ 使用言語、執筆枚数は主指導教員の指示に従うこと。 
外国語：30行／１頁（１行65ストロークを目安とする。） 
日本語：30行／１頁（１行40字を目安とする。） 
※縦書きとする場合 
・Ａ４判の紙を使用し、縦方向で作成する。 
・各頁は２段組みとし、各段30字・23行を目安とする。 
⑶ 日本語要旨・外国語要旨を付けること。日本語要旨は4000字程度、外国語要旨は1000語程
度で、書式は本文に準ずる。（ただし、論文が縦書きの場合も、要旨については横書きで作成
すること。） 
⑷ その他、適宜主指導教員の指示に従うこと。 
⑸ 正１部、副５部の計６部を提出すること。表紙及び製本方法は箕面事務部の指示に従うこ
と。 
③その他の提出書類 
⑴ 学位申請書(所定の様式)１部 
⑵ 履歴書(所定の様式)６部 
⑶ 研究業績書(所定の様式)６部 
⑷ 博士論文のインターネット公表（大学機関リポジトリ掲載）確認書（所定の様式）１部 
※本研究科において、全文の公表の可否又は保留とする判断を行う。 
 
５．授業科目の試験における留意事項について 

人文学研究科の授業科目の試験等において次の不正行為を行った者については、教育課程上
の処分として、原則当該学期に履修した人文学研究科の全授業科目の成績を無効とするほか、
大阪大学大学院学則の規定に基づき懲戒処分を行うことがあるので、留意すること。 
⑴ 持込を許可されたテキスト、ノート、辞書等以外のものを使用した場合 
⑵ カンニングペーパーの使用等カンニングとみなされる行為を行った場合 
⑶ 代人受験とみなされる行為を行った場合 
⑷ その他試験監督者の指示に従わない場合 
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⑸ 授業担当教員が成績評価の対象として求めるレポート等の提出物において、他人の論文、著
作、レポート、ウェブサイト、インターネット投稿、講義配布物（公表・未公表を問わな
い。）の一部又は全部を剽窃した場合 
 
６．修士論文及び博士論文作成に際しての留意事項について 

修士論文及び博士論文（以下この項において「学位論文」という。）の作成に際して、他人
の文章の一部又は全部を引用する場合は、必ずその出典を明記し、自分の書いた文章でないこ
とを明示する必要がある。 

提出された学位論文において出典の記載がない場合は、盗用する意図の有無にかかわらず剽
窃とみなし、教育課程上の処分として、原則提出された論文を不合格とするほか、大阪大学大
学院学則の規定に基づき懲戒処分を行うことがあるので、留意すること。 
 

≪その他の手続き及び提出書類≫ 

１．証明書類の発行について 
⑴ 学生証 
(ｱ) 学生証は常に携帯し、本学職員の請求を受けたときはいつでもこれを提示すること。 
(ｲ) 修了、退学、除籍となったとき又は有効期限が経過したときは直ちに学生証を返却するこ
と。 
(ｳ) 標準年限（前期課程は２年、後期課程は３年）を超えて在学する者については、新年度４
月に、有効期限が１年間延長された学生証が発行されるので、古い学生証と交換で受け取るこ
と。 
(ｴ) 汚損、紛失などの理由により、学生証の再発行を受けようとする者は、学生センターで再
発行申請をすること。 
(ｵ) 姓名等、記載事項に変更が生じたときは、直ちに申し出ること。 
⑵ 証明書自動発行機で発行できる証明書 
証明書が必要となった場合は、学内に設置されている証明書自動発行機で発行することができ
ます。 
(ｱ) 学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証） 
(ｲ) 在学証明書 
(ｳ) 成績証明書 
(ｴ) 修了見込み証明書（最終学年の博士前期課程学生のみ） 
(ｵ) 健康診断証明書 
詳細は、大阪大学ホームページをご覧ください。 
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 https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/certificates/testifier.html 
 
２．休学・復学・退学・留学の願出について 

休学・復学・退学・留学を願い出ようとする者は、必ず事前（原則として異動希望日の２か
月前の２０日）に、理由を具し、所定の様式により箕面事務部を通じて研究科長に願い出るこ
と。 

なお、病気の理由による休学・復学・退学の場合は医師の診断書を添付すること。 
 
３．住所、姓名、保護者連絡先等の変更届について 

住所、保護者連絡先等の変更が生じたときは、KOAN にアクセスし、新住所を入力するこ
と。 

姓名の変更が生じたときは、速やかに所定の様式により箕面事務部を通じて研究科長に届け
出ること。 
 
４．諸手続き窓口及び各種相談体制 
授業料や奨学金、進路・就職相談等の各種窓口を掲載しています。 
詳細は、大阪大学ホームページをご覧ください。 

 https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/life/contact 
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教授 准教授 講師 助教
外国人教員

（特任教員）
深尾 葉子 鈴木 慎吾 池田 晋 郭 修静
林 初梅 中田 聡美 李 佳
今泉 秀人 劉 文兵

岸田 文隆 岩井 亮雄 趙 瑜美
酒井 裕美

今岡 良子 ﾋﾞｬﾝﾊﾞｼﾞｬﾌﾞ ﾄｩﾌﾞｼﾝﾄｩｸﾞｽ
中嶋 善輝

原 真由子 松村 智雄 ｼﾝﾃｨｱ ﾌｨｴﾝﾃｨｱﾆ
菅原 由美
宮原 曉 矢元 貴美 白石 奈津子 ﾙｲｽﾞ ﾌﾘｰﾀﾞ ｼﾞｮｲｱﾝｼﾞｪﾘｶ ｵﾗｲ

宮脇 聡史
タイ語 村上 忠良 日向 伸介 ﾗｯﾀﾅｰｾﾘｰｳｫﾝ ｾﾝﾃｨｱﾝ ﾊﾟｰｻﾎﾟﾝ ﾋﾟｳﾎﾟｰﾁｬｲ 

清水 政明 ﾌｧﾝ ﾃｨ ﾐｨ ﾛｱﾝ 近藤 美佳 ｸﾞｪﾝ ﾃｨ ｱｲ ﾃｨｴﾝ

井上 さゆり 池田 一人 ﾃｯﾃｯ
大塚 行誠

長崎 広子 西岡 美樹 虫賀 幹華 ｽｨﾝｸﾞ ｳﾞｪｰﾀﾞ ﾌﾟﾗｶｰｼｭ

山根 聡 宮本 隆史 ｽﾞｨﾔｰｳﾙ ﾊｻﾝ
北田 信
近藤 久美子 福田 義昭 ｱｯｻﾞ ｼﾌﾞﾙ ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ ｱﾌﾞﾙｲﾗｰ

依田 純和
仲尾 周一郎

ペルシア語 竹原 新 ｼﾞｪｲ  ﾍﾞﾍﾅﾑ 中村 菜穂 ｻｲｰﾃﾞｨｰ ｳﾞｪﾙﾉｽﾌｧｰﾃﾞﾗｰﾆ ｻﾗ

大澤 孝 宮下 遼 海野 典子 ｱｸﾊﾞｲ ｵｶﾝ ﾊﾙｸ

小森 淳子 宮﨑 久美子 ｲｻｸ ｻﾞｲﾅﾌﾞ ｶｯｽ
竹村 景子

上原 順一 ﾎﾟﾄﾞﾘｽｶﾔ ｳﾞｧﾚﾘﾔ
藤原 克美
髙橋 健一郎
横井 幸子
岡本 真理 江口 清子 ﾍﾟｼｭﾃｨ ﾌﾞﾘｷﾞｯﾀ

石黒 暢 大辺 理恵 青木 加奈子 ｼｭﾙｽ ﾗｳﾘﾂ ｺｰﾌｨｸｽ

高橋 美恵子 南澤 佑樹 ｻｰｳﾞｧ ﾊｼｪﾐ ﾁｮﾝｺﾞﾗﾙｰ
古谷 大輔
進藤 修一 北岡 志織 酒詰 悠太 ﾗｯﾍﾟ  ｷﾞﾄﾞ
中川 裕之 濵田 洋輔
大津 智彦 岡本 太助 藤山 一樹 近藤 佑樹 ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ ﾜｯﾂ
中村 未樹 伊藤 孝治 ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ ｼｮｰﾝ ﾃｨﾓｼｰ
畑田 美緒 ｱﾃﾞﾘｱ ﾙｲｽﾞ ﾌｧﾙｸ

岡田 友和 栗原 唯 ﾃﾞｭｼﾞｮ ﾀﾞﾆｴﾙ
篠原 学

イタリア語 菊池 正和 柴田 瑞枝 ﾎﾟｯﾂｨ ｶﾙﾛ ｴﾄﾞｱﾙﾄﾞ
ﾍﾞﾙﾃｯﾘ ｼﾞｭﾘｵ ｱﾝﾄﾆｵ
長谷川 信弥 川口 正通 ﾍﾟﾚｽ ﾙｲｽ ﾓﾆｶ
中本 香
松本 健二
岡本 淳子

鳥居 玲奈 鳥越 慎太郎 後藤 恵 ｱｷﾁ ﾃﾞｾﾞﾝ ﾛｼﾞｪﾘｵ
坂東 照啓

（2025年4月1日予定）

トルコ語

ヨーロッ
パ・アメ
リカ言語
文化コー
ス

デンマーク語

スペイン語

外国学専攻 研究指導／授業担当教員
コース／専攻言語

ア ジ ア ・
ア フ リ カ
言 語 文 化
コース

モンゴル語

インドネシア語

スワヒリ語

中国語

アラビア語

ウルドゥー語

フィリピン語

ビルマ語

朝鮮語

ヒンディー語

ベトナム語

スウェーデン語

ポルトガル語

英語

ドイツ語

ハンガリー語

ロシア語

フランス語
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■大学が独自に設定する科目

広域言語実践論ⅠＡ 2
広域言語実践論ⅠＢ 2
広域言語実践論ⅢＡ 2
広域言語実践論ⅢＢ 2
広域対照言語論ⅠＡ 2
広域対照言語論ⅠＢ 2
アジア言語構造論ⅠＡ 2
アジア言語構造論ⅠＢ 2
アジア言語文化表象論ⅠＡ 2
アジア言語文化表象論ⅠＢ 2
アジア言語文化表象論ⅡＡ 2
アジア言語文化表象論ⅡＢ 2
アジア言語文化資源論ⅡＡ 2
アジア言語文化資源論ⅡＢ 2
アジア言語社会動態論ⅡＡ 2
アジア言語社会動態論ⅡＢ 2
学校実施研究A 2
学校実施研究B 2
中国語特別演習Ａ 2 2
中国語特別演習Ｂ 2 2
広域言語実践論ⅣＡ 2
広域言語文化論ⅠＡ 2
広域言語文化論ⅠＢ 2
広域言語文化論ⅣＡ 2
広域言語文化論ⅣＢ 2
広域対照言語論ⅡＡ 2
広域対照言語論ⅡＢ 2
ヨーロッパ言語構造論ⅠＡ 2
ヨーロッパ言語構造論ⅠＢ 2
ヨーロッパ言語文化表象論ⅠＡ 2
ヨーロッパ言語文化表象論ⅠＢ 2
ヨーロッパ言語社会構造論ⅠＡ 2
ヨーロッパ言語社会構造論ⅠＢ 2
ヨーロッパ言語社会動態論ⅥＡ 2
ヨーロッパ言語社会動態論ⅥＢ 2
学校実施研究A 2
学校実施研究B 2

中国語 24

 教育職員免許状を取得するために必要な科目・単位数、免許状交付の申請手続き等の詳細は、教職課
程ブックレット又は大阪大学ホームページ（「学生生活・学生支援」→「就職・進学情報」→「教職免
許・課程」→「教職課程」）で確認してください。

教育職員免許状の取得について

 専修免許状を取得しようとする場合は、学部の課程で一種免許状に必要な単位を全て充足した上で、
大学院で「大学が独自に設定する科目」を24単位修得しなければなりません。人文学研究科外国学専攻
で認定している「大学が独自に設定する科目」は以下の表のとおりです。

備
考

合
計 選択単位数 必修単位数

単
位
数

左記に対応する授業科目免許教科
最低修得単位数

ロシア語 24

こ
れ
ら
18
科
目
よ
り

10
科
目
20
単
位
選
択
必
修

こ
れ
ら
17
科
目
よ
り

12
科
目
24
単
位
選
択
必
修
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広域言語文化論ⅡＡ 2
広域言語文化論ⅡＢ 2
広域対照言語論ⅢＡ 2
広域対照言語論ⅢＢ 2
広域対照言語論ⅣＡ 2
広域対照言語論ⅣＢ 2
ヨーロッパ言語構造論ⅦＡ 2
ヨーロッパ言語構造論ⅦＢ 2
ヨーロッパ言語社会動態論ⅢＡ 2
ヨーロッパ言語社会動態論ⅢＢ 2
ヨーロッパ言語社会動態論ⅨＡ 2
ヨーロッパ言語社会動態論ⅨＢ 2
ヨーロッパ言語社会動態論ⅩＡ 2
ドイツ語特別演習Ａ 2
ドイツ語特別演習Ｂ 2
学校実施研究A 2
学校実施研究B 2
広域言語実践論ⅡＡ 2
広域言語実践論ⅡＢ 2
広域言語文化論ⅢＡ 2
広域言語文化論ⅢＢ 2
イギリス言語文化表象論ⅠＡ 2
イギリス言語文化表象論ⅠＢ 2
アメリカ言語文化表象論ⅠＡ 2
アメリカ言語文化表象論ⅠＢ 2
アメリカ言語文化表象論ⅡＡ 2
アメリカ言語文化表象論ⅡＢ 2
イギリス言語文化資源論ⅠＡ 2
イギリス言語文化資源論ⅠＢ 2
イギリス言語社会動態論ⅠＡ 2
イギリス言語社会動態論ⅠＢ 2
学校実施研究A 2
学校実施研究B 2
英語特別演習Ａ 2 2
英語特別演習Ｂ 2 2
英語特別演習Ｃ 2 2
英語特別演習Ｄ 2 2
広域言語実践論ⅤＡ 2 2
広域言語実践論ⅤＢ 2 2
広域言語実践論ⅥＡ 2 2
広域対照言語論ⅤＡ 2 2
広域対照言語論ⅤＢ 2 2
ヨーロッパ言語文化表象論ⅤＡ 2 2
ヨーロッパ言語文化表象論ⅤＢ 2 2
アメリカ言語文化表象論ⅢＡ 2 2
アメリカ言語文化表象論ⅢＢ 2 2
ヨーロッパ言語社会構造論ⅣＡ 2 2
ヨーロッパ言語社会構造論ⅣＢ 2 2
ヨーロッパ言語社会動態論ⅤＡ 2 2
ヨーロッパ言語社会動態論ⅤＢ 2 2
スペイン語特別演習Ａ 2 2
スペイン語特別演習Ｂ 2 2
学校実施研究A 2 2
学校実施研究B 2 2

※専修免許状取得のための必要単位（24単位）には、重複履修により修得した単位を含めることはでき
ません。
 例えば、免許教科「英語」の場合、1年次に「イギリス言語文化資源論ⅠＡ」の単位を修得し、2年次
にも同じ「イギリス言語文化資源論ⅠＡ」の単位を修得しても、専修免許状取得のための必要単位に含
めることができるのは2単位のみとなります。

ドイツ語 24

英語 24

スペイン語 24

こ
れ
ら
17
科
目
よ
り

12
科
目
24
単
位
選
択
必
修

こ
れ
ら
16
科
目
よ
り

8
科
目
16
単
位
選
択
必
修
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学術交流協定に基づく外国の大学への留学について 
人文学研究科は以下の海外の大学との間で、学生交流の覚書を締結し、相互に学生の派遣と受け入れを

行う協定を結んでいます。（外国学専攻又は日本学専攻(応用日本学コース)教員がコンタクトパーソンを

している大学）※網かけは日本学専攻(応用日本学コース)の協定校 

北京語言大学 中国 テヘラン大学 イラン 
上海外国語大学 中国 エジプト日本科学技術大学 エジプト 
大連理工大学 中国 ウラル連邦大学 ロシア 
国立台湾師範大学 台湾 プラハ・カレル大学 チェコ 
ウダヤナ大学 インドネシア ソフィア大学 ブルガリア 
アンダラス大学 インドネシア タリン大学 エストニア 
アル・ラニーリ国立イスラーム大学 インドネシア タラス・シェフチェンコ記念キエフ国立大学 ウクライナ 
コーンケーン大学 タイ サマルカンド国立大学 ウズベキスタン 

シラパコーン大学 タイ ストックホルム大学 スウェーデン 
ランシット大学 タイ ルンド大学 スウェーデン 
マヒドン大学 タイ ベルゲン大学 ノルウェー 
カセサート大学 タイ カーロリ・ガシュパールカルビン派大学 ハンガリー 
泰日工業大学 タイ セゲド大学 ハンガリー 
ハノイ大学 ベトナム ハイデルベルク大学 ドイツ 
ホアセン大学 ベトナム フランクフルト応用科学大学 ドイツ 
ハノイ師範大学 ベトナム ヴェネツィア・カフォスカリ大学 イタリア 
ホーチミン市師範大学 ベトナム ミラノ大学 イタリア 
ヤンゴン外国語大学 ミャンマー トリノ大学 イタリア 
デリー大学 インド フルミネンセ連邦大学 ブラジル 

※その他、大学間交流協定校157校あり（2025年2月1日現在） 
１ 学生の派遣期間は原則として１年以内です。 

２ 派遣された大学での授業料は原則として免除されます。 

３ 派遣された大学で修得した単位は審査の上、履修要項にあるとおり定められた範囲内で本研究科で修

得した単位として認定されます。 

４ 派遣希望者の選考は本研究科で行い、最終決定は派遣先の大学が行います。 

５ 派遣人数など詳細については箕面事務部教務係に問い合わせてください。 
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コミュニケーションデザイン科目及び CO デザイン科目について 
 

■教育プログラムの目的 
  

大阪大学は、高等教育における新しい教育の目標として〈高度汎用力〉の育成を掲げてい
ます。CO デザインセンターは人をつなぎ、知識をつなぎながら、ともに創出する力を身に
つけるための学部・研究科横断型の新しい高度教養・高度汎用力育成プログラムの研究開発
と教育にあたっています。 
 「コミュニケーションデザイン科目」は、対話することを通して、課題を発見し、ともに
その解決をめざし、社会のなかで実践するための基礎的な教育プログラムとして学部生、大
学院生を対象に開講されています。 
 また、「CO デザイン科目」は、さまざまな現実の社会課題の解決を目指したアドバンス
ト・プログラムとして、より系統的に社会実践力を修養するための科目群として大学院学生
を対象に開かれています。 
 
 
■コミュニケーションデザイン科目及び CO デザイン科目の修得単位について 
 
  コミュニケーションデザイン科目及び CO デザイン科目が修了要件単位に算入できる

か否かについては、各研究科によって取り扱いが異なりますので、履修に際しては、事前
に指導教員や所属研究科の教務担当窓口に必ず相談してください。 

  
 
■履修手続方法について 
 
 コミュニケーションデザイン科目と CO デザイン科目の履修登録は、全学で統一された 
「他部局科目の履修登録期間」内に KOAN（学務情報システム）から行ってください

（https://koan.osaka-u.ac.jp）。 
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■大学院副専攻プログラム、大学院等高度副プログラムについて 

 

大阪大学では、大学院教育における高度教養教育の更なる展開に向けて導入された「学際融合・社会連

携を指向した双翼型大学院教育システム（Double-Wing Academic Architecture、DWAA）」を推進してお

り、その一環として、大学院に入学した学生を中心に、学生が所属する主専攻の教育課程以外の教育プロ

グラムを履修できる「大学院副専攻プログラム」、「大学院等高度副プログラム」を提供しています。 
「主専攻の学修と並行して、用意されたプログラム科目を効果的に受講することで、学際的・俯瞰的な

視点や複眼的視野を養うことを目的としています。 

 どちらのプログラムも、教育目標に沿った一定のまとまりのある授業科目で構成されており、各プログ

ラムが定める要件を満たすことで、当該プログラムの修了認定証が交付されます。 

 

 なお、２０２５年度は「大学院副専攻プログラム」２２プログラム、「大学院等高度副プログラム」５１

プログラムが実施されます。 

 

また、「大学院等高度副プログラム」のうち、一部のプログラムは「大学院科目等履修生高度プログラム」

として、社会人に対しても提供されています。 

 

各プログラムの詳細については、以下のURLもしくはQRコードからご参照ください。 

※大学院の新入生にはプログラムのパンフレットを別途配布します。 

 https://itgp.osaka-u.ac.jp/program/program-category/fukupro/  
 
 
 
■高度教養モジュールについて 

 ２０２５年度より高度教養モジュールが創設されます。高度教養モジュールとは、あるテーマのもとに

組み合わされた科目群を指します。上述の副専攻プログラム・高度副プログラムより要件単位が少なく比

較的修得しやすい科目群です。副専攻プログラム・高度副プログラム履修の第一歩として大学院生の皆さ

んの履修をお待ちしております。 
 詳細についてはQRコードからご参照ください。 
 
 
 
■学際融合教育科目について 

本学における横断型教育（学部・研究科の枠を超えた学び）の、より一層の充実を目指して、複眼的視

野を涵養するための授業科目として「学際融合教育科目」を設置しています。学際融合教育科目は、全学

の大学院学生に開講していますので、興味のある方は是非履修してみてください。 

※学際融合教育科目は、大学院横断教育科目の科目区分の一つとして開講しています。 

詳細については、それぞれのシラバスを参照してください。 

※履修登録は、全学で統一された「他部局科目の履修登録期間」内にKOAN（学務情報システム）から行ってく 

 ださい（https://koan.osaka-u.ac.jp）。 

※大学院横断教育科目の単位認定についての取り扱いは、研究科によって対応が異なります。修了要件 

への算入可否については、事前に指導教員や所属研究科の教務担当窓口に確認してください。 

 

詳細については、QRコードからご参照ください。 
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■大阪大学大学院学則 

以下 URL・QR コードからご確認ください。 

https://www.osaka-u.ac.jp/kitei/reiki_honbun/u035RG00000002.html 

 
 

■大阪大学学位規程 

以下 URL・QR コードからご確認ください。 

https://www.osaka-u.ac.jp/kitei/reiki_honbun/u035RG00000093.html 

 
 

■大阪大学学部学則 

以下 URL・QR コードからご確認ください。 

https://www.osaka-u.ac.jp/kitei/reiki_honbun/u035RG00000001.html 
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大阪大学大学院人文学研究科規程 

 

（趣旨及び目的） 

第１条 この規程は、大阪大学大学院学則（以下「学則」という。）に基づき、大阪大学大学院人文学研

究科（以下「本研究科」という。）における必要な事項を定めるものとする。 

２ 本研究科は、多様な個人及び社会集団が生み出してきた言語、事物、思考、習慣等の精神文化及び

物質文化の両面にわたる人間の営為を探求する人文学研究を継承しつつ、専門性にとらわれることな

く領域横断的で柔軟に発想する能力並びに現代社会のグローバル化及び情報化に即応した最新の技術

を活用する力を身に付けることにより、現代にふさわしい人文学をデザインし、今日的課題に果敢に

挑戦し、そこで得られた知見を世界に向けて発信し得る人材を養成することを目的とする。 

（課程及び専攻） 

第２条 本研究科の課程は、博士課程とする。 

２ 博士課程は、これを前期２年の課程（以下「前期課程」という。）及び後期３年の課程（以下「後期

課程」という。）に区分する。 

３ 本研究科に、次の専攻を置く。 

人文学専攻 

言語文化学専攻 

外国学専攻 

日本学専攻 

芸術学専攻 

（コース） 

第３条 各専攻（言語文化学専攻を除く。）に、次のコースを置く。 

人文学専攻 

哲学コース、グローバルヒストリー・地理学コース、文学コース、比較・対照言語学コース 

外国学専攻 

アジア・アフリカ言語文化コース、ヨーロッパ・アメリカ言語文化コース 

日本学専攻 

基盤日本学コース、応用日本学コース 

芸術学専攻 

アート・メディア論コース、美学・文芸学コース、音楽学・演劇学コース、日本東洋美術史・西洋

美術史コース 

（入学） 

第４条 本研究科に入学を志願する者については、研究科長が研究科教授会（以下「教授会」という。）

の議を経て選考する。 

（教育方法） 

第５条 本研究科の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」と

いう。）によって行う。 

２ 前項に規定する授業科目は、講義、演習若しくは実習のいずれかにより又はこれらの併用により行

うものとし、単位の計算は、次のとおりとする。 

(1) 講義は１５時間をもって１単位とする 
(2) 演習は１５時間又は３０時間をもって１単位とする。 
(3) 実習は３０時間又は４５時間をもって１単位とする。 
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(4) １の授業科目について、講義、演習又は実習のうち２以上の方法の併用により行う場合について

は、その組み合わせに応じ、前３号に規定する基準を考慮して定める時間の授業をもって１単位と

する。 
（指導教員） 

第６条 学生には、その研究分野、在籍するコース等に応じて指導教員を定める。 

２ 学生には、前項に定める指導教員のほか、必要に応じて副指導教員を定める。 

３ 指導教員及び副指導教員は教授とする。ただし、教授会の議を経て研究科長が必要と認めたときは、

准教授又は専任講師をもって代えることができる。 

４ 前３項に定めるもののほか、指導教員及び副指導教員に関し必要な事項は、別に定める。 

（前期課程の授業科目及び単位数） 

第７条 前期課程の授業科目、単位数及び必修・選択の区分等は、別表１のとおりとする。 

２ 前項の授業科目の配当年次、授業時間数及び授業の方法等は、教授会の議を経て別に定める。 

（後期課程の授業科目及び単位数） 

第８条 後期課程の授業科目、単位数及び必修・選択の区分等は、別表２のとおりとする。 

２ 前項の授業科目の配当年次、授業時間数及び授業の方法等は、教授会の議を経て別に定める。 

（前期課程の履修方法等） 

第９条 前期課程の学生は、必要な研究指導を受けるほか、別表３に定める履修方法により、３０単位

以上を修得しなければならない。 

２ 前期課程の学生は、研究科長が教育上有益と認めるときは、他の専攻若しくは他の研究科の授業科

目、大学院横断教育科目、リーディングプログラム科目又は国際交流科目を履修することができる。 

３ 前項の規定により履修した授業科目について修得した単位は、第５条第１項に規定する授業科目と

して単位認定を行うとともに、別表３の定めるところにより、第１項に規定する単位に充当すること

ができる。 

（後期課程の履修方法等） 

第１０条 後期課程の学生は、必要な研究指導を受けるほか、別表４に定める履修方法により、８単位

以上を修得しなければならない。 

２ 後期課程の学生は、研究科長が教育上有益と認めるときは、他の専攻若しくは他の研究科の授業科

目、大学院横断教育科目、リーディングプログラム科目又は国際交流科目を履修することができる。 

３ 前項の規定により履修した授業科目について修得した単位は、第５条第１項に規定する授業科目と

して単位認定を行うとともに、別表４の定めるところにより、第１項に規定する単位に充当すること

ができる。 

（履修及び研究計画の届出） 

第１１条 学生は、授業科目を履修し、かつ、研究指導を受けるため、指導教員の指示に基づき、毎学

年の始めの所定の期日までに、履修計画及び研究計画を定め、届け出なければならない。 

（履修科目の試験） 

第１２条 第５条第１項に規定する授業科目の試験は、筆記試験若しくは口頭試験又は研究報告によっ

て行うものとする。 

２ 前項の規定による試験は、学期末、学年末その他授業科目担当教員の都合等により適当な時期に行

う。 

（単位の授与） 

第１３条 前条の規定による試験に合格した授業科目については、所定の単位を授与する。 

（研究指導） 
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第１４条 第５条第１項に規定する研究指導を受けたことの認定は、研究概要の報告に基づき指導教員

が行う。 

２ 学生は、学年ごとに研究指導を受け、毎学年末に研究概要を報告しなければならない。 

３ 前２項に定めるもののほか、研究指導に関し必要な事項は、別に定める。 

（長期にわたる課程の履修） 

第１５条 学生が職業を有していること等の事情により、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計

画的に教育課程を履修し、課程を修了することを希望する旨を申し出たときは、研究科長は、その計

画的な履修を認めることができる。 

２ 前項の規定により計画的な履修を許可する学生に関し必要な事項は、別に定める。 

（他の大学院等又は外国の大学院等における学修等及び単位等の認定） 

第１６条 教授会の議を経て研究科長が教育上有益と認めるときは、学生に他の大学院又は外国の大学

院の授業科目を第５条第１項に規定する授業科目として履修させることができる。 

２ 教授会の議を経て研究科長が教育上有益と認めるときは、学生に他の大学院等又は外国の大学院等

において研究指導を受けさせることができる。 

３ 前項の規定による研究指導を受ける期間は１年とする。ただし、前期課程の学生が研究指導を受け

る場合を除き、必要があるときは１年ごとに期間の延長を願い出て許可を得なければならない。 

４ 前３項の規定に基づき、授業科目を履修し、又は研究指導を受けようとする学生は、あらかじめ所

定の手続によって申請し、許可を得なければならない。 

５ 前項の規定により、授業科目の履修を許可された学生が修得した単位は、審査の上、これを第９条

第１項又は第１０条第１項に規定する授業科目の単位として認定することができる。 

６ 第４項の規定により、研究指導を受けることを許可された学生は、審査の上、これを第５条第１項

に規定する研究指導として認定することができる。 

７ 第５項の規定により、第９条第１項又は第１０条１項に規定する授業科目として認定することがで

きる単位は、１５単位を超えないものとする。 

８ 教授会の議を経て研究科長が教育上有益と認めるときは、学生が行う学校教育法第１０５条の規定

により大学院が編成する特別の課程（履修資格を有する者が、同法第１０２条第１項の規定により大

学院に入学することができる者であるものに限る。次条において同じ。）における学修を、第５条第１

項に規定する授業科目の履修とみなし、審査の上、これを第９条第１項又は第１０条第１項に規定す

る授業科目の単位として認定することができる。 

９ 前項の規定により修得したものとして認定し、第９条第１項又は第１０条第１項に規定する授業科

目の単位に充当することのできる単位は、第７項に規定する単位と合わせて１５単位を超えないもの

とする。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第１７条 教授会の議を経て研究科長が教育上有益と認めるときは、学生が本研究科入学前に大学院に

おいて修得した授業科目の単位（大学院設置基準（昭和４９年文部省令第２８号）第１５条において

準用する大学設置基準（昭和３８年文部省令第２８号）第３１条第１項に規定する科目等履修生及び

同条第２項に規定する特別の課程履修生として修得した単位を含む。）を審査の上、本研究科において

修得したものとして認定することができる。 

２ 前項の規定により修得したものとして認定し、第９条第１項又は第１０条第１項に規定する授業科

目の単位に充当することのできる単位は、１５単位を超えないものとし、前条第７項及び第９項に規

定する単位と合わせて２０単位を超えないものとする。 

（学位論文の提出） 
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第１８条 修士論文を提出しようとする学生は、前期課程に１年以上在学し、第９条第１項に規定する

単位を修得又は修得見込みで、かつ、必要な研究指導を受けていなければならない。ただし、在学期

間１年をもって第９条第１項に規定する単位を修得し得る者で、教授会の議を経て研究科長が優れた

研究業績を上げたものと認めた学生については、この限りでない。 

２ 博士論文を提出しようとする学生は、後期課程に２年以上在学し、第１０条第１項に規定する単位

を修得又は修得見込みで、かつ、必要な研究指導を受けていなければならない。ただし、修士課程又

は前期課程における在学期間（２年を限度とする。）と後期課程における在学期間を合計して３年以上

で、かつ、後期課程の在学期間が２年以内となる在学期間をもって第１０条第１項に規定する単位を

修得し得る者及び入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められ後期課程

に入学し、１年以上２年以内となる当該課程の在学期間をもって第１０条第１項に規定する単位を修

得し得る者で、教授会の議を経て研究科長が優れた研究業績を上げたものと認めた学生については、

この限りでない。 

３ 学位論文の題目は、指導教員の承認を得て、あらかじめ指定する期日までに研究科長に届け出なけ

ればならない。 

４ 学位論文は、あらかじめ指定する期日までに研究科長に提出しなければならない。 

５ 芸術学専攻に在籍する学生は、学則第１５条第１項に規定する特定の課題についての研究の成果を、

修士論文に代えて提出することができるものとし、次条第１項に規定する修士論文の審査は、当該研

究の成果に対して、これを行うものとする。 

６ 博士論文の提出に当たっては、あらかじめ博士論文の提出の可否を審査する予備審査に合格してい

なければならない。 

７ 学位論文及び予備審査に関し必要な事項は、別に定める。 

（学位論文の審査及び最終試験） 

第１９条 修士論文の審査及び最終試験は、教授会において委嘱する教授２名以上又は教授１名及び准

教授１名の２名以上の委員からなる審査委員会がこれを行う。 

２ 博士論文の審査及び最終試験は、教授会において委嘱する教授２名を含む３名以上の委員からなる

審査委員会がこれを行う。 

３ 学位論文の審査に当たって必要があるときは、教授会の議を経て、他の大学院等の教員等の協力を

得ることができる。 

４ 前期課程の最終試験は、第９条第１項に規定する単位を修得し、研究指導の認定を受け、かつ、修

士論文を提出した者について行う。 

５ 後期課程の最終試験は、第１０条第１項に規定する単位を修得し、研究指導の認定を受け、かつ、

博士論文を提出した者について行う。 

６ 最終試験は、審査した学位論文及びこれに関連のある授業科目について、筆記試験又は口頭試験に

より行う。 

７ 学位論文及び最終試験の合否は、審査委員会の議を経て、教授会が審議のうえ議決する。 

（特別研究学生） 

第２０条 他の大学院又は外国の大学院に在学する学生で本研究科において研究指導を受けようとする

者は、所定の手続により研究科長に願い出るものとする。 

２ 前項の規定による出願者については、選考の上、特別研究学生として入学を許可する。 

３ 特別研究学生の在学期間は、１年以内とする。ただし、研究上必要があり引き続き在学を希望する

者は、１年を超えない範囲で研究科長に期間の延長を願い出て、許可を得なければならない。 

（特別聴講学生） 
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第２１条 他の大学院等又は外国の大学院等に在学する学生で、本研究科の授業科目を履修しようとす

る者は、所定の手続により研究科長に願い出るものとする。 

２ 前項の規定による出願者については、選考の上、特別聴講学生として入学を許可する。 

３ 特別聴講学生の在学期間は、履修する授業科目所定の授業期間とする。 

４ 特別聴講学生が履修する授業科目の試験及び単位の授与については、第１２条及び第１３条の規定

を準用する。 

（科目等履修生） 

第２２条 本研究科の授業科目中１又は複数の授業科目を履修しようとする者は、所定の手続により研

究科長に願い出るものとする。 

２ 前項の規定による出願者については、選考の上、科目等履修生として入学を許可する。 

３ 科目等履修生として入学することができる者は、別に定める。 

４ 科目等履修生の入学時期は、春学期又は秋学期の始めとする。 

５ 科目等履修生の在学期間は、履修する授業科目所定の授業期間とする。ただし、引き続き在学し、

授業科目の履修を希望する者は、研究科長に願い出て許可を受けた場合に限り、期間を延長すること

ができる。 

６ 科目等履修生が履修する授業科目の試験及び単位の授与については、第１２条及び第１３条の規定

を準用する。 

（研究生） 

第２３条 本研究科において特定事項について攻究しようとする者は、所定の手続により研究科長に願

い出るものとする。 

２ 前項の規定による出願者については、選考の上、研究生として入学を許可する。 

３ 研究生として入学することができる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 修士の学位を有する者 

(2) 教授会の議を経て、研究科長が前号と同等以上の学力があると認めた者 

４ 前項の規定にかかわらず、教授会の議を経て、研究科長が認めたときは、大学又は専門職大学を卒

業した者若しくはこれと同等以上の学力がある者を研究生として入学させることができる。 

５ 研究生の入学時期は、学年の始めとする。ただし、特別の事情があるときは、この限りでない。 

６ 研究生の在学期間は１年以内とする。ただし、研究上必要があり引き続き在学を希望する者は、１

年を超えない範囲で研究科長に期間の延長を願い出て、許可を得なければならない。 

（規程外事項の処理） 

第２４条 この規程に定めるもののほか、本研究科に関する必要な事項は、教授会の議を経て、研究科

長が定める。 

 

附 則 
この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 
この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この改正は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 令和６年３月３１日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び令和６年４月１日以後において

在学者の属する年次に転入学又は再入学する者については、改正後の別表１の規定にかかわらず、な

お従前の例による。 
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３ 前項の場合における改正前の別表１の適用については、研究科共通のデジタルヒューマニティーズ

科目の授業科目に 

「  デジタルヒューマニティーズ演習   １ ○   
 

」 

を、人文学専攻の哲学コースの授業科目に 

「 臨床哲学講義Ⅰ    ２  ○ ○  臨床哲学分野 」 

を、人文学専攻のグローバルヒストリー・地理学コースの授業科目に 

「 東南アジア史演習Ⅰ‐１  ２  ○   東洋史学分野  

 東南アジア史演習Ⅰ‐２  ２  ○    

 東南アジア史修士論文作成演習 I‐１  ２  ○    

 東南アジア史修士論文作成演習 I‐２  ２  ○   」 

を、人文学専攻の文学コースの授業科目に 

「 英文学史講義Ⅳ    ２  ○ ○  テクスト表現論英米文

学分野 

 

 英文学作品研究演習Ⅱ‐１  ２  ○    

 英文学作品研究演習Ⅱ‐２  ２  ○   」 

を、日本学専攻の基盤日本学コースの授業科目に 

「 文化財学講義    ２  ○ ○  考古学分野  

 近世文学論講義    ２  ○ ○  日本文学・日本語史学分

野 

 

 近世文学論演習    ４  ○    

 現代日本語学講義Ⅰ‐３  ２  ○ ○  基盤日本語学分野  

 現代日本語学講義Ⅰ‐４  ２  ○ ○  」 

を、芸術学専攻のアート・メディア論コースの授業科目に 

「 実践芸術論演習Ⅰ‐１  ２  ○   アート・メディア論分野  

 実践芸術論演習Ⅰ‐２  ２  ○    

 アーツ・プラクシス演習Ⅰ‐１  ２  ○    

 アーツ・プラクシス演習Ⅰ‐２  ２  ○   」 

を、芸術学専攻の音楽学・演劇学コースの授業科目に 

「 演劇学演習Ⅳ‐１    ２  ○   音楽学・演劇学分野  

 演劇学演習Ⅳ‐２    ２  ○   」 

を、それぞれ加えるものとする。 

附 則 

１ この改正は、令和７年４月１日から施行する。 

２ 令和７年３月３１日現在在学中の者（以下「在学者」という。）及び令和７年４月１日以後において

在学者の属する年次に転入学又は再入学する者については、改正後の別表１及び別表３の規定にかか

わらず、なお従前の例による。 

３ 前項の場合における改正前の別表１の適用については、研究科共通のデジタルヒューマニティーズ

科目の授業科目に 

「  人文学とデジタル技術   ２ ○   
 

」 

を、研究科共通の言語特別演習の授業科目に 

「 言語特別演習Ａ（英語）   ２  ○  
 

 

 言語特別演習Ｂ（英語）   ２  ○   

 言語特別演習Ａ（フランス語）   ２  ○   
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 言語特別演習Ｂ（フランス語）   ２  ○   

 言語特別演習Ａ（ドイツ語）   ２  ○   

 言語特別演習Ｂ（ドイツ語）   ２  ○   

 言語特別演習Ａ（日本語）   ２  ○   

 言語特別演習Ｂ（日本語）   ２  ○  」 

を、研究科共通の外国語科目１の授業科目に 

「 英語（実践）Ⅰ   １ ○ 
 

 
 

 

 英語（実践）Ⅱ   １ ○ 
 

  

 アドバンスト・アカデミック・ライティング（英語）   ２ ○ 
 

 」 

を、人文学専攻の哲学コースの授業科目に 

「  臨床哲学講義Ⅱ  ２  ○ ○  臨床哲学分野 」 

を、人文学専攻のグローバルヒストリー・地理学コースの授業科目に 

「 人文地理学演習Ⅰ‐１  ２  ○   人文地理学分野  

 人文地理学演習Ⅰ‐２  ２  ○    

 人文地理学演習Ⅱ‐１  ２  ○    

 人文地理学演習Ⅱ‐２  ２  ○    

 東南アジア史演習Ⅰ‐３  ２  ○   東洋史学分野  

 東南アジア史演習Ⅰ‐４  ２  ○    

 東南アジア文献学演習Ⅰ‐１  ２  ○    

 東南アジア文献学演習Ⅰ‐２  ２  ○    

 東南アジア文献学演習Ⅰ‐３  ２  ○    

 東南アジア文献学演習Ⅰ‐４  ２  ○   」 

を、人文学専攻の比較・対照言語学コースの授業科目に 

「  理論言語学演習  ２  ○   比較・対照言語学分野 」 

を、外国学専攻の複合領域特論の授業科目に 

「 先導的学際融合エスノグラフィー演習Ａ  ２ 
 

○ 
 

 
 

 

 先導的学際融合エスノグラフィー演習Ｂ  ２ 
 

○ 
 

 」 

を、日本学専攻の基盤日本学コースの授業科目に 

「  日本文学論講義  ２  ○ ○  日本文学・日本語史学分野 」 

を、芸術学専攻のアート・メディア論コースの授業科目に 

「 映像メディア論講義Ⅵ  ２ 
 

○ ○  アート・メディア論分野  

 映像メディア論演習Ⅵ  ２ 
 

○ 
 

 」 

を、芸術学専攻の音楽学・演劇学コースの授業科目に 

「 音楽学講義Ⅲ‐１  ２  ○ ○  音楽学・演劇学分野  

 音楽学講義Ⅲ‐２  ２  ○ ○   

 音楽学講義Ⅲ‐３  ２  ○ ○   

 音楽学演習Ⅲ‐１  ２  ○ 
 

  

 音楽学演習Ⅲ‐２  ２  ○ 
 

  

 音楽学演習Ⅳ  ２  ○ 
 

 」 

を、それぞれ加えるものとし、外国学専攻の専攻言語の全授業科目について 

「  
  ２   ○   」 
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とあるのは、 

「  
  ２  ○ ○    」 

と、「知のジムナスティックス」とあるのは、「知のジムナスティックスプログラム」と、それぞれ読

み替えるものとする。 

４ 第２項の場合における改正前の別表３の適用については、外国学専攻の表の専門教育科目の項中 

「  専門教育科目 次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（人

文学と対話）」１単位及び外国学専攻の専門教育科

目のうち「専攻言語」８単位以上を含め、計２１単

位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 別表１に定める外国学専攻の専門教育科目 

(3) 別表１に定める他の専攻の専門教育科目 」 

とあるのは、 

「  専門教育科目 次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（人

文学と対話）」１単位及び外国学専攻の専門教育科

目のうち「専攻言語」８単位以上を含め、計２１単

位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 別表１に定める外国学専攻の専門教育科目 

(3) 別表１に定める他の専攻の専門教育科目 

なお、別表１に定める研究科共通の外国語科目２の

授業科目の単位を修得した場合、専門教育科目の単

位として算入する。 」 

と読み替えるものとする。 
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別表１

前期課程授業科目表

研究科共通

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

人文学基礎（人文学と対話） 1 ○

人文学基礎（現代の教養） 1 ○

人文学実務研究 1 ○

人文学インターンシップ 1 ○

デジタルヒューマニティーズ基礎 2 ○

デジタルヒューマニティーズ演習 1 ○

人文学とデジタル技術 2 ○

European Philosophy from the Japanese Perspective 2 ○

European History from the Japanese Perspective 2 ○

European Literature from the Japanese Perspective 2 ○

Japanese History in the World 2 ○

Japanese Literature in the World 2 ○

Japanese Art in the World 2 ○

Language, Society and Culture in Contemporary Japan 2 ○

ジェンダー・セクシュアリティ研究基礎講義 2 ○ ○

歴史学方法論講義（各論１） 2 ○ ○

歴史学方法論講義（各論２） 2 ○ ○

 世界文学・文化論 2 ○

世界の言語 2 ○

世界の言語事情 2 ○

イタリア語 2 ○

ロシア語 2 ○

アイヌ語 2 ○

現代チベット語Ａ 2 ○

現代チベット語Ｂ 2 ○

古典チベット語Ａ 2 ○

古典チベット語Ｂ 2 ○

カレン語 2 ○

シャン語 2 ○

オセアニア諸語Ａ 2 ○

オセアニア諸語Ｂ 2 ○

サンスクリット語Ａ 2 ○

サンスクリット語Ｂ 2 ○

パーリ語Ａ 2 ○

パーリ語Ｂ 2 ○

ベンガル語 2 ○

ウィグル語 2 ○

カザフ語Ａ 2 ○

カザフ語Ｂ 2 ○

ヘブライ語Ａ 2 ○

ヘブライ語Ｂ 2 ○

アラム語 2 ○

アフロアジア諸語 2 ○

西アフリカ諸語Ａ 2 ○

西アフリカ諸語Ｂ 2 ○

東・南アフリカ諸語Ａ 2 ○

東・南アフリカ諸語Ｂ 2 ○

古代教会スラブ語Ａ 2 ○

古代教会スラブ語Ｂ 2 ○

ウクライナ語Ａ 2 ○

ウクライナ語Ｂ 2 ○

ポーランド語Ａ 2 ○

ポーランド語Ｂ 2 ○

リトアニア語Ａ 2 ○

リトアニア語Ｂ 2 ○

エスペラント語 2 ○

ラテン語Ａ 2 ○

ラテン語Ｂ 2 ○

セルビア語Ａ 2 ○

セルビア語Ｂ 2 ○

チェコ語Ａ 2 ○

チェコ語Ｂ 2 ○

マルタ語Ａ 2 ○

マルタ語Ｂ 2 ○

ブルガリア語Ａ 2 ○

ブルガリア語Ｂ 2 ○

英語（実践）Ⅰ 1 ○

英語（実践）Ⅱ 1 ○

アドバンスト・アカデミック・ライティング（英語） 2 ○

言語特別演習Ａ（英語） 2 ○

言語特別演習Ｂ（英語） 2 ○

言語特別演習Ａ（フランス語） 2 ○

言語特別演習Ｂ（フランス語） 2 ○

言語特別演習Ａ（ドイツ語） 2 ○

言語特別演習Ｂ（ドイツ語） 2 ○

人文学専攻

Euroculture科目

備考

人文学基礎科目

実務研究科目

デジタルヒューマ
ニティーズ科目

基盤科目

単位数 科目区分

授業科目区分

外国語科目（発
展）

外国語科目（基
礎）
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必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

アジア・アフリカ諸語Ⅰ‐１ 1 ○

アジア・アフリカ諸語Ⅰ‐２ 1 ○

ヨーロッパ諸語１ 1 ○

ヨーロッパ諸語２ 1 ○

古典語Ⅰ 2 ○

古典語Ⅱ 2 ○

哲学哲学史講義Ⅰ 2 ○ ○ 哲学哲学史分野

哲学哲学史講義Ⅱ 2 ○ ○

哲学哲学史演習Ⅰ 2 ○

哲学哲学史演習Ⅱ 2 ○

現代哲学講義Ⅰ 2 ○ ○

現代哲学講義Ⅱ 2 ○ ○

現代哲学演習Ⅰ 2 ○

現代哲学演習Ⅱ 2 ○

言語哲学講義Ⅰ 2 ○ ○

言語哲学講義Ⅱ 2 ○ ○

言語哲学演習Ⅰ 2 ○

言語哲学演習Ⅱ 2 ○

認識論講義 2 ○ ○

認識論演習 2 ○

存在論講義Ⅰ 2 ○ ○

存在論講義Ⅱ 2 ○ ○

存在論演習 2 ○

哲学哲学史修士論文作成演習 2 ○

科学技術社会論講義Ⅰ 2 ○ ○ 科学技術社会論分野

科学技術社会論講義Ⅱ 2 ○ ○

科学技術思想史講義Ⅰ 2 ○ ○

科学技術思想史講義Ⅱ 2 ○ ○

科学技術社会論演習Ⅰ 2 ○

科学技術社会論演習Ⅱ 2 ○

科学技術思想史演習Ⅰ 2 ○

科学技術思想史演習Ⅱ 2 ○

科学技術社会論修士論文作成演習Ⅰ 2 ○

科学技術社会論修士論文作成演習Ⅱ 2 ○

倫理学講義 2 ○ ○ 臨床哲学分野

倫理学演習Ⅰ 2 ○

倫理学演習Ⅱ 2 ○

倫理学演習Ⅲ 2 ○

臨床哲学講義 2 ○ ○

臨床哲学講義Ⅰ 2 ○ ○

臨床哲学講義Ⅱ 2 ○ ○

臨床哲学演習 2 ○

ジェンダー・セクシュアリティ研究基礎演習 2 ○

社会哲学講義 2 ○ ○

社会哲学演習 2 ○

臨床哲学修士論文作成演習 2 ○

哲学対話法Ⅰ 2 ○

哲学対話法Ⅱ 2 ○

漢籍資料学演習 2 ○ 中国哲学分野

中国哲学演習Ⅰ 2 ○

中国哲学演習Ⅱ 2 ○

中国哲学講義Ⅰ 2 ○ ○

中国哲学講義Ⅱ 2 ○ ○

中国哲学修士論文作成演習 4 ○

インド学・仏教学講義 2 ○ ○ インド学・仏教学分野

インド学・仏教学演習Ⅰ 2 ○

インド学・仏教学演習Ⅱ 2 ○

インド学修士論文作成演習 2 ○

仏教学修士論文作成演習 2 ○

インド学講義 2 ○ ○

インド学演習 2 ○

仏教学講義 2 ○ ○

仏教学演習 2 ○

人文地理学講義Ⅰ 2 ○ ○ 人文地理学分野

人文地理学講義Ⅱ 2 ○ ○

人文地理学講義Ⅲ‐１ 2 ○ ○

人文地理学講義Ⅲ‐２ 2 ○ ○

人文地理学講義Ⅲ‐３ 2 ○ ○

人文地理学演習 2 ○

人文地理学演習Ⅰ‐１ 2 ○

人文地理学演習Ⅰ‐２ 2 ○

人文地理学演習Ⅱ‐１ 2 ○

人文地理学演習Ⅱ‐２ 2 ○

自然地理学講義 2 ○ ○

地誌学講義 2 ○ ○

人文地理学修士論文作成演習 4 ○

地域文化空間論講義 2 ○ ○

人間・環境関係論講義 2 ○ ○

東洋史講義 2 ○ ○ 東洋史学分野

東洋史総合演習 2 ○

東アジア史講義Ⅰ‐１ 2 ○ ○

東アジア史演習Ⅰ‐１ 2 ○

専攻共通

区分 授業科目 備考

哲学コース

単位数 科目区分

グローバルヒスト
リー・地理学コー
ス
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東アジア史演習Ⅰ‐２ 2 ○

東アジア史演習Ⅰ‐３ 2 ○

東アジア史演習Ⅰ‐４ 2 ○

東アジア史リサーチ演習Ⅰ‐１ 2 ○

東アジア史リサーチ演習Ⅰ‐２ 2 ○

東アジア史リサーチ演習Ⅰ‐３ 2 ○

東アジア史リサーチ演習Ⅰ‐４ 2 ○

東アジア史講義Ⅱ‐１ 2 ○ ○

東アジア史演習Ⅱ‐１ 2 ○

東アジア史演習Ⅱ‐２ 2 ○

東アジア史演習Ⅱ‐３ 2 ○

東アジア史演習Ⅱ‐４ 2 ○

東アジア文献学演習Ⅱ‐１ 2 ○

東アジア文献学演習Ⅱ‐２ 2 ○

東アジア文献学演習Ⅱ‐３ 2 ○

東アジア文献学演習Ⅱ‐４ 2 ○

中央ユーラシア史講義Ⅰ‐１ 2 ○ ○

中央ユーラシア史演習Ⅰ‐１ 2 ○

中央ユーラシア史演習Ⅰ‐２ 2 ○

中央ユーラシア史演習Ⅰ‐３ 2 ○

中央ユーラシア史演習Ⅰ‐４ 2 ○

中央ユーラシア文献学演習Ⅰ‐１ 2 ○

中央ユーラシア文献学演習Ⅰ‐２ 2 ○

中央ユーラシア文献学演習Ⅰ‐３ 2 ○

中央ユーラシア文献学演習Ⅰ‐４ 2 ○

東南アジア史演習Ⅰ‐１ 2 ○

東南アジア史演習Ⅰ‐２ 2 ○

東南アジア史演習Ⅰ‐３ 2 ○

東南アジア史演習Ⅰ‐４ 2 ○

東南アジア文献学演習Ⅰ‐１ 2 ○

東南アジア文献学演習Ⅰ‐２ 2 ○

東南アジア文献学演習Ⅰ‐３ 2 ○

東南アジア文献学演習Ⅰ‐４ 2 ○

東洋史修士論文作成演習Ⅰ 2 ○

東洋史修士論文作成演習Ⅱ 2 ○

中央ユーラシア史修士論文作成演習Ⅰ 2 ○

東南アジア史修士論文作成演習 I‐１ 2 ○

東南アジア史修士論文作成演習 I‐２ 2 ○

世界史演習Ⅲ 2 ○

歴史学方法論講義（概論） 2 ○ ○

西洋古代史講義 2 ○ ○ 西洋史学分野

西洋古代史リサーチ演習１ 2 ○

西洋古代史リサーチ演習２ 2 ○

西洋古代史リサーチ演習３ 2 ○

西洋古代史リサーチ演習４ 2 ○

西洋古代史資料講読演習１ 2 ○

西洋古代史資料講読演習２ 2 ○

西洋古代史資料講読演習３ 2 ○

西洋古代史資料講読演習４ 2 ○

西洋中世史講義 2 ○ ○

西洋中世史リサーチ演習１ 2 ○

西洋中世史リサーチ演習２ 2 ○

西洋中世史リサーチ演習３ 2 ○

西洋中世史リサーチ演習４ 2 ○

西洋中世史資料講読演習１ 2 ○

西洋中世史資料講読演習２ 2 ○

西洋中世史資料講読演習３ 2 ○

西洋中世史資料講読演習４ 2 ○

西洋近世史講義 2 ○ ○

西洋近世史リサーチ演習１ 2 ○

西洋近世史リサーチ演習２ 2 ○

西洋近世史リサーチ演習３ 2 ○

西洋近世史リサーチ演習４ 2 ○

西洋近世史資料講読演習１ 2 ○

西洋近世史資料講読演習２ 2 ○

西洋近世史資料講読演習３ 2 ○

西洋近世史資料講読演習４ 2 ○

西洋近現代史講義Ⅰ 2 ○ ○

西洋近現代史講義Ⅱ‐１ 2 ○ ○

西洋近現代史講義Ⅱ‐２ 2 ○ ○

西洋近現代史リサーチ演習Ⅰ‐１ 2 ○

西洋近現代史リサーチ演習Ⅰ‐２ 2 ○

西洋近現代史リサーチ演習Ⅱ‐１ 2 ○

西洋近現代史リサーチ演習Ⅱ‐２ 2 ○

西洋近現代史演習１ 2 ○

西洋近現代史演習２ 2 ○

世界史講義Ⅰ 2 ○ ○

世界史講義Ⅱ 2 ○ ○

世界史リサーチ演習１ 2 ○

世界史リサーチ演習２ 2 ○

世界史演習Ⅱ‐１ 2 ○

世界史演習Ⅱ‐２ 2 ○

西洋史演習 1 ○

西洋史修士論文作成演習 2 ○

歴史学方法論講義（概論） 2 ○ ○
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世界史演習Ⅰ 4 ○

グローバルヒストリー・地理学入門 2 ○

グローバルセミナー演習１ 2 ○

グローバルセミナー演習２ 2 ○

歴史・地理教育インターンシップ 1 ○

中国文学講義Ⅰ 2 ○ ○ テクスト表現論中国文学分野

中国文学講義Ⅱ 2 ○ ○

中国文学演習Ⅰ 2 ○

中国文学演習Ⅱ 2 ○

中国文学修士論文作成演習Ⅰ 2 ○

中国文学修士論文作成演習Ⅱ 2 ○

英文学作品研究演習 4 ○ テクスト表現論英米文学分野

英文学史講義Ⅰ 2 ○ ○

英文学史講義Ⅱ‐１ 2 ○ ○

英文学史講義Ⅱ‐２ 2 ○ ○

英文学史講義Ⅲ 2 ○ ○

英文学史講義Ⅳ 2 ○ ○

英文学作品研究演習Ⅰ‐１ 2 ○

英文学作品研究演習Ⅰ‐２ 2 ○

英文学作品研究演習Ⅱ‐１ 2 ○

英文学作品研究演習Ⅱ‐２ 2 ○

アメリカ文学史講義Ⅰ 2 ○ ○

アメリカ文学史講義Ⅱ‐１ 2 ○ ○

アメリカ文学史講義Ⅱ‐２ 2 ○ ○

アメリカ文学作品研究演習Ⅰ‐１ 2 ○

アメリカ文学作品研究演習Ⅰ‐２ 2 ○

アメリカ文学作品研究演習Ⅱ‐１ 2 ○

アメリカ文学作品研究演習Ⅱ‐２ 2 ○

イギリス文化史講義 2 ○ ○

アメリカ文化史講義 2 ○ ○

英文学作品研究修士論文作成演習 2 ○

アメリカ文学作品研究修士論文作成演習 2 ○

ドイツ語学演習 2 ○ テクスト表現論ドイツ文学分野

ドイツ語文学講義 2 ○ ○

ドイツ語文学演習 2 ○

ドイツ語文学テクスト論講義 2 ○ ○

ドイツ語文学テクスト論演習 2 ○

ドイツ文化・芸術論講義 2 ○ ○

ドイツ文化・芸術論演習 2 ○

中欧文化論講義 2 ○ ○

中欧文化論演習 2 ○

ドイツ文学・思想論講義 2 ○ ○

ドイツ文学・思想論演習 2 ○

ドイツ語文学修士論文作成演習 2 ○

フランス文学講義１ 2 ○ ○ テクスト表現論フランス文学分野

フランス文学講義２ 2 ○ ○

フランス文学演習Ⅰ‐１ 2 ○

フランス文学演習Ⅰ‐２ 2 ○

フランス文学演習Ⅱ‐１ 2 ○

フランス文学演習Ⅱ‐２ 2 ○

フランス文学演習 4 ○

フランス語学講義１ 2 ○ ○

フランス語学講義２ 2 ○ ○

フランス語学演習１ 2 ○

フランス語学演習２ 2 ○

フランス文学史講義１ 2 ○ ○

フランス文学史講義２ 2 ○ ○

フランス文学史演習１ 2 ○

フランス文学史演習２ 2 ○

フランス文学作品研究講義１ 2 ○ ○

フランス文学作品研究講義２ 2 ○ ○

フランス文学作品研究演習１ 2 ○

フランス文学作品研究演習２ 2 ○

フランス文学作品研究演習 4 ○

フランス文学作品研究修士論文作成演習 2 ○

テクスト環境論講義 2 ○ ○ テクスト環境論分野

テクスト環境論演習 2 ○

文化翻訳論演習 2 ○

文学テクスト論講義 2 ○ ○

文学テクスト論演習 2 ○

理論文学研究演習 2 ○

テクスト実践論演習 2 ○

物語越境論講義 2 ○ ○

物語越境論演習 2 ○

比較文学比較文化論講義 2 ○ ○

比較文学比較文化論演習 2 ○

比較文学研究講義 2 ○ ○

比較文学研究演習 2 ○

テクスト分析講義 2 ○ ○

テクスト分析演習 2 ○

テクスト環境論修士論文作成演習 2 ○

英語学講義Ⅰ 2 ○ ○ 比較・対照言語学分野

英語学講義Ⅱ 2 ○ ○

英語学演習Ⅰ 2 ○

英語学演習Ⅱ 2 ○

文学コース

比較・対照言語学
コース
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比較・対照言語学修士論文作成演習 2 ○

比較言語学講義 2 ○ ○

英語史講義 2 ○ ○

理論言語学講義 2 ○ ○

理論言語学演習 2 ○

機能言語学演習 2 ○

対照言語学講義 2 ○ ○

英語史演習 2 ○

英語音声学講義 2 ○ ○

対照言語学演習 2 ○

言語文化学専攻

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

1 ○

1 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

外国学専攻

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

研究基礎 研究基礎 2 ○ ★

広域言語実践論ⅠＡ 2 ○

広域言語実践論ⅠＢ 2 ○

広域言語実践論ⅡＡ 2 ○

広域言語実践論ⅡＢ 2 ○

広域言語実践論ⅢＡ 2 ○

広域言語実践論ⅢＢ 2 ○

広域言語実践論ⅣＡ 2 ○

認知レトリック論研究Ｂ

言語特別演習Ａ（日本語）

言語技術研究Ａ

言語技術研究Ｂ

言語統計学Ｂ

第二言語教育実践研究Ａ

超領域文化論Ｂ

ジェンダー論Ａ

言語文化形成論Ａ

言語文化形成論Ｂ

グローバリゼーション論Ａ

グローバリゼーション論Ｂ

史的言語研究Ｂ

言語統計学Ａ

翻訳研究Ａ

表象文化論Ａ

第二言語教育方法論Ｂ

応用言語学研究Ａ

第二言語研究法Ｂ

心理言語学Ｂ

翻訳研究Ｂ

コミュニケーション論Ａ

コミュニケーション論Ｂ

語用論研究Ａ

語用論研究Ｂ

超領域文化論Ａ

備考

心理言語学Ａ

第二言語教育方法論Ａ

研究実践基礎

研究発表演習

区分 授業科目

言語文化比較交流論Ａ

言語文化比較交流論Ｂ

表象文化論Ｂ

第二言語教育実践研究Ｂ

単位数 科目区分

言語文化共生論Ａ

言語文化共生論Ｂ

言語認知科学論Ｂ

認知言語学研究Ａ

認知言語学研究Ｂ

理論言語学Ａ

理論言語学Ｂ

応用言語学研究Ｂ

第二言語研究法Ａ

認知意味理論研究Ａ

認知意味理論研究Ｂ

認知レトリック論研究Ａ

言語特別演習Ｂ（日本語）

社会言語学研究Ａ

社会言語学研究Ｂ

単位数 科目区分

授業科目

第二言語社会・文化研究Ａ

第二言語社会・文化研究Ｂ

史的言語研究Ａ

ジェンダー論Ｂ

広域言語論

デジタルヒューマニティーズＡ

デジタルヒューマニティーズＢ

言語認知科学論Ａ

備考
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広域言語実践論ⅤＡ 2 ○

広域言語実践論ⅤＢ 2 ○

広域言語実践論ⅥＡ 2 ○

広域言語文化論ⅠＡ 2 ○

広域言語文化論ⅠＢ 2 ○

広域言語文化論ⅡＡ 2 ○

広域言語文化論ⅡＢ 2 ○

広域言語文化論ⅢＡ 2 ○

広域言語文化論ⅢＢ 2 ○

広域言語文化論ⅣＡ 2 ○

広域言語文化論ⅣＢ 2 ○

広域言語文化論ⅤＡ 2 ○

広域言語文化論ⅤＢ 2 ○

広域対照言語論ⅠＡ 2 ○

広域対照言語論ⅠＢ 2 ○

広域対照言語論ⅡＡ 2 ○

広域対照言語論ⅡＢ 2 ○

広域対照言語論ⅢＡ 2 ○

広域対照言語論ⅢＢ 2 ○

広域対照言語論ⅣＡ 2 ○

広域対照言語論ⅣＢ 2 ○

広域対照言語論ⅤＡ 2 ○

広域対照言語論ⅤＢ 2 ○

地域言語論 アジア言語構造論ⅠＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅠＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅡＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅡＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅢＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅢＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅣＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅣＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅤＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅤＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅥＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅥＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅦＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅦＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅧＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅧＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅨＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅨＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅠＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅠＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅡＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅡＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅢＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅢＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅣＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅣＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅤＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅤＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅥＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅥＢ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅦＡ 2 ○

アジア言語構造論ⅩⅦＢ 2 ○

アフリカ言語構造論ⅠＡ 2 ○

アフリカ言語構造論ⅠＢ 2 ○

アフリカ言語構造論ⅡＡ 2 ○

アフリカ言語構造論ⅡＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅠＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅠＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅡＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅡＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅢＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅢＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅣＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅣＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅤＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅤＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅥＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅥＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅦＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅦＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅧＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅧＢ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅨＡ 2 ○

ヨーロッパ言語構造論ⅨＢ 2 ○

アメリカ言語構造論ⅠＡ 2 ○

アメリカ言語構造論ⅠＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅠＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅠＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅡＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅡＢ 2 ○
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アジア言語文化表象論ⅢＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅢＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅣＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅣＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅤＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅤＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅥＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅥＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅦＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅦＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅧＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅧＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅨＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅨＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅠＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅠＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅡＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅡＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅢＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅢＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅣＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅣＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅤＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅤＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅥＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅥＢ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅦＡ 2 ○

アジア言語文化表象論ⅩⅦＢ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅠＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅠＢ 2 ○

 ヨーロッパ言語文化表象論ⅡＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅡＢ 2 ○

 ヨーロッパ言語文化表象論ⅢＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅢＢ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅣＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅣＢ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅤＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅤＢ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅥＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅥＢ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅦＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅦＢ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅧＡ 2 ○

ヨーロッパ言語文化表象論ⅧＢ 2 ○

イギリス言語文化表象論ⅠＡ 2 ○

イギリス言語文化表象論ⅠＢ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅠＡ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅠＢ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅡＡ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅡＢ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅢＡ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅢＢ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅣＡ 2 ○

アメリカ言語文化表象論ⅣＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅠＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅠＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅡＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅡＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅢＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅢＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅣＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅣＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅤＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅤＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅥＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅥＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅦＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅦＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅧＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅧＢ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅨＡ 2 ○

アジア言語文化資源論ⅨＢ 2 ○

イギリス言語文化資源論ⅠＡ 2 ○

イギリス言語文化資源論ⅠＢ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅠＡ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅠＢ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅡＡ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅡＢ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅢＡ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅢＢ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅣＡ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅣＢ 2 ○

アジア言語社会構造論ⅤＡ 2 ○
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アジア言語社会構造論ⅤＢ 2 ○

アフリカ言語社会構造論ⅠＡ 2 ○

アフリカ言語社会構造論ⅠＢ 2 ○

アフリカ言語社会構造論ⅡＡ 2 ○

アフリカ言語社会構造論ⅡＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅠＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅠＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅡＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅡＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅢＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅢＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅣＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅣＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅤＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会構造論ⅤＢ 2 ○

アメリカ言語社会構造論ⅠＡ 2 ○

アメリカ言語社会構造論ⅠＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅠＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅠＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅡＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅡＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅢＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅢＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅣＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅣＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅤＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅤＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅥＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅥＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅦＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅦＢ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅧＡ 2 ○

アジア言語社会動態論ⅧＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅠＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅠＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅡＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅡＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅢＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅢＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅣＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅣＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅤＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅤＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅥＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅥＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅦＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅦＢ 2 ○

ヨーロッバ言語社会動態論ⅧＡ 2 ○

ヨーロッバ言語社会動態論ⅧＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅨＡ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅨＢ 2 ○

ヨーロッパ言語社会動態論ⅩＡ 2 ○

イギリス言語社会動態論ⅠＡ 2 ○

イギリス言語社会動態論ⅠＢ 2 ○

アメリカ言語社会動態論ⅠＡ 2 ○

アメリカ言語社会動態論ⅠＢ 2 ○

現代英米政治外交史特殊研究 2 ○

英米言語社会論 2 ○

Global Area Studies A 2 ○

Global Area Studies B 2 ○

グローバル地域社会論Ａ 2 ○ ★

グローバル地域社会論Ｂ 2 ○ ★

グローバル地域研究演習Ａ 2 ○

グローバル地域研究演習Ｂ 2 ○

グローバル地域研究方法論 2 ○

言語文化資源の活用と情報処理研究 2 ○

通訳翻訳学特講Ａ 2 ○

通訳翻訳学特講Ｂ 2 ○

多言語共生社会演習 2 ○

グローバル共生実践演習 2 ○

先導的学際融合エスノグラフィー演習Ａ 2 ○

先導的学際融合エスノグラフィー演習Ｂ 2 ○

中国語特別演習Ａ 2 ○ ○

中国語特別演習Ｂ 2 ○ ○

朝鮮語特別演習Ａ 2 ○ ○

朝鮮語特別演習Ｂ 2 ○ ○

モンゴル語特別演習Ａ 2 ○ ○

モンゴル語特別演習Ｂ 2 ○ ○

インドネシア語特別演習Ａ 2 ○ ○

インドネシア語特別演習Ｂ 2 ○ ○

フィリピノ語特別演習Ａ 2 ○ ○

フィリピノ語特別演習Ｂ 2 ○ ○

タイ語特別演習Ａ 2 ○ ○

タイ語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ベトナム語特別演習Ａ 2 ○ ○

地域言語社会特論

複合領域特論

専攻言語
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ベトナム語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ビルマ語特別演習Ａ 2 ○ ○

ビルマ語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ヒンディー語特別演習Ａ 2 ○ ○

ヒンディー語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ウルドゥー語特別演習Ａ 2 ○ ○

ウルドゥー語特別演習Ｂ 2 ○ ○

アラビア語特別演習Ａ 2 ○ ○

アラビア語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ペルシア語特別演習Ａ 2 ○ ○

ペルシア語特別演習Ｂ 2 ○ ○

トルコ語特別演習Ａ 2 ○ ○

トルコ語特別演習Ｂ 2 ○ ○

スワヒリ語特別演習Ａ 2 ○ ○

スワヒリ語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ロシア語特別演習Ａ 2 ○ ○

ロシア語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ハンガリー語特別演習Ａ 2 ○ ○

ハンガリー語特別演習Ｂ 2 ○ ○

デンマーク語特別演習Ａ 2 ○ ○

デンマーク語特別演習Ｂ 2 ○ ○

スウェーデン語特別演習Ａ 2 ○ ○

スウェーデン語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ドイツ語特別演習Ａ 2 ○ ○

ドイツ語特別演習Ｂ 2 ○ ○

英語特別演習Ａ 2 ○ ○

英語特別演習Ｂ 2 ○ ○

英語特別演習Ｃ 2 ○ ○

英語特別演習Ｄ 2 ○ ○

フランス語特別演習Ａ 2 ○ ○

フランス語特別演習Ｂ 2 ○ ○

イタリア語特別演習Ａ 2 ○ ○

イタリア語特別演習Ｂ 2 ○ ○

スペイン語特別演習Ａ 2 ○ ○

スペイン語特別演習Ｂ 2 ○ ○

ポルトガル語特別演習Ａ 2 ○ ○

ポルトガル語特別演習Ｂ 2 ○ ○

★印の授業科目は、他の専攻の学生が履修した場合は高度教養教育科目の単位として認定する

日本学専攻

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

Basic Academic Skills for Humanities 1 2 ○ ○

Basic Academic Skills for Humanities 2 2 ○ ○

Advanced Academic Skills for Humanities 1 2 ○ ○

Advanced Academic Skills for Humanities 2 2 ○ ○

Introduction to Contemporary Japanese Studies 1 2 ○ ○

Introduction to Contemporary Japanese Studies 2 2 ○ ○

Issues in Contemporary Japanese Studies 1 2 ○ ○

Issues in Contemporary Japanese Studies 2 2 ○ ○

アジア・アフリカ諸語Ⅰ‐１ 1 ○

アジア・アフリカ諸語Ⅰ‐２ 1 ○

ヨーロッパ諸語１ 1 ○

ヨーロッパ諸語２ 1 ○

古典語Ⅰ 2 ○

古典語Ⅱ 2 ○

現代日本学講義 2 ○ ○ 現代日本学分野

日本の文化と思想講義 2 ○ ○

日本の社会と歴史講義 2 ○ ○

日本の地域と民俗講義 2 ○ ○

日本のジェンダーと表象講義 2 ○ ○

現代日本学演習 2 ○

フィールドワーク演習 2 ○

オーラルヒストリー演習 2 ○

思想史文献講読演習 2 ○

表象資料分析演習 2 ○

現代日本学修士論文作成演習 2 ○

歴史学方法論講義（概論） 2 ○ ○ 日本史学分野

世界史演習Ⅰ 4 ○

歴史資料論演習 2 ○

日本古代史講義 2 ○ ○

日本古代史演習 4 ○

日本古代史演習 2 ○

日本中世史講義Ⅰ 2 ○ ○

日本中世史講義Ⅱ 2 ○ ○

日本中世史演習Ⅰ 4 ○

日本中世史演習Ⅱ 4 ○

日本中世史演習Ⅰ‐１ 2 ○

日本中世史演習Ⅰ‐２ 2 ○

日本中世史演習Ⅱ 2 ○

日本近世史講義 2 ○ ○

日本近世史演習 4 ○

日本近世史演習１ 2 ○

区分 授業科目

専攻共通

備考

単位数

基盤日本学コース

科目区分
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日本近世史演習２ 2 ○

日本近世史演習３ 2 ○

日本近代史講義 2 ○ ○

日本近代史演習 4 ○

日本文化史講義Ⅰ 2 ○ ○

日本文化史講義Ⅱ 2 ○ ○

アーカイブズ学講義 2 ○ ○

アーカイブズ学演習 2 ○

アーカイブズ・マネジメント論講義 2 ○ ○

日本史修士論文作成演習Ⅰ 4 ○

日本史修士論文作成演習Ⅱ 4 ○

日本史修士論文作成演習Ⅲ 4 ○

日本史修士論文作成演習Ⅳ 4 ○

日本史修士論文作成演習Ⅴ 4 ○

考古学講義 2 ○ ○ 考古学分野

考古学演習１ 2 ○

考古学演習２ 2 ○

日本考古学講義１ 2 ○ ○

日本考古学講義２ 2 ○ ○

日本考古学演習 2 ○

比較考古学講義 2 ○ ○

比較考古学演習 2 ○

考古資料論講義１ 2 ○ ○

考古資料論講義２ 2 ○ ○

考古資料論演習１ 2 ○

考古資料論演習２ 2 ○

文化財学講義 2 ○ ○

文化財学演習 2 ○

考古学修士論文作成演習 2 ○

中古文学論講義 2 ○ ○ 日本文学・日本語史学分野

中古文学論演習 4 ○

中世文学論講義 2 ○ ○

中世文学論演習 4 ○

近世文学論講義 2 ○ ○

近世文学論演習 4 ○

近現代文学論講義Ⅰ 2 ○ ○

近現代文学論演習Ⅰ 4 ○

近現代文学論講義Ⅱ 2 ○ ○

近現代文学論演習Ⅱ 4 ○

日本文学論講義 2 ○ ○

日本文学修士論文作成演習 2 ○

国語史講義 2 ○ ○

国語史演習 4 ○

国語学講義 2 ○ ○

国語学演習 4 ○

国語学修士論文作成演習 2 ○

中国文学講義Ⅰ 2 ○ ○

中国文学演習Ⅰ 2 ○

比較文学比較文化論講義 2 ○ ○

比較文学比較文化論演習 2 ○

テクスト分析講義 2 ○ ○

テクスト分析演習 2 ○

現代日本語学講義Ⅰ‐１ 2 ○ ○ 基盤日本語学分野

現代日本語学講義Ⅰ‐２ 2 ○ ○

現代日本語学講義Ⅰ‐３ 2 ○ ○

現代日本語学講義Ⅰ‐４ 2 ○ ○

現代日本語学演習Ⅰ‐１ 2 ○

現代日本語学演習Ⅰ‐２ 2 ○

現代日本語学講義Ⅱ‐１ 2 ○ ○

現代日本語学講義Ⅱ‐２ 2 ○ ○

現代日本語学講義Ⅱ‐３ 2 ○ ○

現代日本語学講義Ⅱ‐４ 2 ○ ○

現代日本語学演習Ⅱ 2 ○

現代日本語学講義Ⅲ‐１ 2 ○ ○

現代日本語学講義Ⅲ‐２ 2 ○ ○

現代日本語学演習Ⅲ‐１ 2 ○

現代日本語学演習Ⅲ‐２ 2 ○

社会言語学講義Ⅰ‐１ 2 ○ ○

社会言語学講義Ⅰ‐２ 2 ○ ○

社会言語学演習Ⅰ 4 ○

社会言語学講義Ⅱ‐１ 2 ○ ○

社会言語学講義Ⅱ‐２ 2 ○ ○

社会言語学演習Ⅱ 4 ○

語用論講義 2 ○ ○

語用論演習１ 2 ○

語用論演習２ 2 ○

語用論演習３ 2 ○

現代日本語学修士論文作成演習Ⅰ 4 ○

現代日本語学修士論文作成演習Ⅱ 4 ○

現代日本語学修士論文作成演習Ⅲ 4 ○

社会言語学修士論文作成演習Ⅰ 4 ○

社会言語学修士論文作成演習Ⅱ 4 ○

語用論修士論文作成演習 4 ○

比較日本学研究総論 2 ○ 比較日本学分野

比較日本文化研究Ⅰ 2 ○

応用日本学コース
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比較日本文化研究Ⅱ 2 ○

比較日本文化研究Ⅲ 2 ○

比較日本文化研究Ⅳ 2 ○

比較日本文化研究Ⅴ 2 ○

比較日本文化研究Ⅵ 2 ○

比較日本文化研究Ⅶ 2 ○

比較日本文化研究Ⅷ 2 ○

比較日本学研究指導Ａ 2 ○

比較日本学研究指導Ｂ 2 ○

応用日本語学研究総論 2 ○ 応用日本語学分野

日本語学研究Ⅰ 2 ○

日本語学研究Ⅱ 2 ○

日本語学研究Ⅲ 2 ○

日本語学研究Ⅳ 2 ○

日本語学研究Ⅴ 2 ○

日本語学研究Ⅵ 2 ○

日本語学研究Ⅶ 2 ○

日本語学研究Ⅷ 2 ○

日本語学研究Ⅸ 2 ○

言語学研究Ⅰ 2 ○

言語学研究Ⅱ 2 ○

応用日本語学研究指導Ａ 2 ○

応用日本語学研究指導Ｂ 2 ○

日本語教育学研究総論 2 ○ 日本語教育学分野

日本語教育学研究Ⅰ 2 ○

日本語教育学研究Ⅱ 2 ○

日本語教育学研究Ⅲ 2 ○

日本語教育学研究Ⅳ 2 ○

日本語教育学研究Ⅴ 2 ○

日本語教育学研究Ⅵ 2 ○

日本語教育学研究Ⅶ 2 ○

日本語教育学研究指導Ａ 2 ○

日本語教育学研究指導Ｂ 2 ○

芸術学専攻

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

アジア・アフリカ諸語Ⅰ‐１ 1 ○

アジア・アフリカ諸語Ⅰ‐２ 1 ○

ヨーロッパ諸語１ 1 ○

ヨーロッパ諸語２ 1 ○

古典語Ⅰ 2 ○

古典語Ⅱ 2 ○

映像メディア論講義Ⅴ 2 ○ ○ アート・メディア論分野

映像メディア論演習Ⅴ 2 ○

映像メディア論講義Ⅵ 2 ○ ○

映像メディア論演習Ⅵ 2 ○

メディア文化論講義Ⅲ 2 ○ ○

メディア文化論演習Ⅲ 2 ○

メディア文化論演習Ⅵ‐１ 2 ○

メディア文化論演習Ⅵ‐２ 2 ○

メディア文化論講義Ⅶ 2 ○ ○

メディア文化論演習Ⅶ 2 ○

メディア論演習 2 ○

芸術環境論講義Ⅱ‐１ 2 ○ ○

芸術環境論講義Ⅱ‐２ 2 ○ ○

芸術環境論講義Ⅷ 2 ○ ○

芸術環境論演習Ⅱ‐１ 2 ○

芸術環境論演習Ⅱ‐２ 2 ○

実践芸術論演習Ⅰ‐１ 2 ○

実践芸術論演習Ⅰ‐２ 2 ○

身体メディア論講義Ⅳ 2 ○ ○

身体メディア論演習Ⅳ 2 ○

アート・メディア論修了研究演習１ 2 ○

アート・メディア論修了研究演習２ 2 ○

アート・メディア史講義 2 ○ ○

空間メディア論講義Ⅰ 2 ○ ○

空間メディア論演習Ⅰ 2 ○

空間メディア論演習Ⅵ 4 ○

アート・プロデュース論演習 2 ○

アーツ・プラクシス演習Ⅰ‐１ 2 ○

アーツ・プラクシス演習Ⅰ‐２ 2 ○

アーツ・プラクシス演習 2 ○

芸術計画論演習 2 ○

美学講義Ⅱ 2 ○ ○ 美学・文芸学分野

美学講義Ⅲ 2 ○ ○

美学演習Ⅱ‐１ 2 ○

美学演習Ⅱ‐２ 2 ○

芸術学講義Ⅰ‐１ 2 ○ ○

芸術学講義Ⅰ‐２ 2 ○ ○

芸術学講義Ⅳ 2 ○ ○

芸術学演習Ⅰ‐１ 2 ○

芸術学演習Ⅰ‐２ 2 ○

芸術学演習Ⅱ 2 ○

専攻共通

美学・文芸学コー
ス

区分 授業科目

アート・メディア
論コース

単位数 科目区分

備考
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美学修士論文作成演習１ 2 ○

美学修士論文作成演習２ 2 ○

文芸学講義Ⅰ 2 ○ ○

文芸学講義Ⅱ 2 ○ ○

文芸学演習Ⅰ‐１ 2 ○

文芸学演習Ⅰ‐２ 2 ○

文芸学演習Ⅱ‐１ 2 ○

文芸学演習Ⅱ‐２ 2 ○

西洋古典学講義Ⅰ 2 ○ ○

西洋古典学講義Ⅱ 2 ○ ○

西洋古典学演習Ⅰ‐１ 2 ○

西洋古典学演習Ⅰ‐２ 2 ○

西洋古典学演習Ⅱ‐１ 2 ○

西洋古典学演習Ⅱ‐２ 2 ○

文芸学講義Ⅲ‐１ 2 ○ ○

文芸学講義Ⅲ‐２ 2 ○ ○

文芸学修士論文作成演習 4 ○

音楽学講義Ⅰ 2 ○ ○ 音楽学・演劇学分野

音楽学講義Ⅱ‐１ 2 ○ ○

音楽学講義Ⅱ‐２ 2 ○ ○

音楽学講義Ⅲ‐１ 2 ○ ○

音楽学講義Ⅲ‐２ 2 ○ ○

音楽学講義Ⅲ‐３ 2 ○ ○

実践音楽学講義 2 ○ ○

実践音楽学演習 2 ○

応用音楽学講義 2 ○ ○

応用音楽学演習 2 ○

音楽学演習Ⅰ‐１ 2 ○

音楽学演習Ⅰ‐２ 2 ○

音楽学演習Ⅰ‐３ 2 ○

音楽学演習Ⅱ‐１ 2 ○

音楽学演習Ⅱ‐２ 2 ○

音楽学演習Ⅱ‐３ 2 ○

音楽学演習Ⅱ‐４ 2 ○

音楽学演習Ⅱ‐５ 2 ○

音楽学演習Ⅲ 2 ○

音楽学演習Ⅲ‐１ 2 ○

音楽学演習Ⅲ‐２ 2 ○

音楽学演習Ⅳ 2 ○

音楽学修士論文作成演習１ 2 ○

音楽学修士論文作成演習２ 2 ○

演劇学講義Ⅰ‐１ 2 ○ ○

演劇学講義Ⅰ‐２ 2 ○ ○

演劇学講義Ⅱ‐１ 2 ○ ○

演劇学講義Ⅱ‐２ 2 ○ ○

演劇学講義Ⅲ‐１ 2 ○ ○

演劇学講義Ⅳ‐１ 2 ○ ○

演劇学演習Ⅰ‐１ 2 ○

演劇学演習Ⅰ‐２ 2 ○

演劇学演習Ⅱ‐１ 2 ○

演劇学演習Ⅱ‐２ 2 ○

演劇学演習Ⅲ‐１ 2 ○

演劇学演習Ⅳ‐１ 2 ○

演劇学演習Ⅳ‐２ 2 ○

演劇学演習Ⅴ‐１ 2 ○

演劇学演習Ⅴ‐２ 2 ○

演劇学修士論文作成演習Ⅰ‐１ 2 ○

演劇学修士論文作成演習Ⅰ‐２ 2 ○

演劇学修士論文作成演習Ⅱ‐１ 2 ○

演劇学修士論文作成演習Ⅱ‐２ 2 ○

日本美術史見学演習１ 4 ○ 日本東洋美術史・西洋美術史分野

日本美術史見学演習２ 4 ○

日本美術史演習Ⅰ 2 ○

日本美術史演習Ⅱ‐１ 2 ○

日本美術史演習Ⅱ‐２ 2 ○

日本美術史演習Ⅲ‐１ 2 ○

日本美術史演習Ⅲ‐２ 2 ○

東洋美術史演習Ⅰ‐１ 2 ○

東洋美術史演習Ⅰ‐２ 4 ○

日本美術史講義Ⅰ 2 ○ ○

日本美術史講義Ⅱ‐１ 2 ○ ○

日本美術史講義Ⅱ‐２ 2 ○ ○

日本美術史講義Ⅲ 2 ○ ○

東洋美術史講義Ⅰ‐１ 2 ○ ○

東洋美術史講義Ⅰ‐２ 2 ○ ○

日本東洋美術史修士論文作成演習１ 2 ○

日本東洋美術史修士論文作成演習２ 2 ○

西洋美術史講義Ⅰ 2 ○ ○

西洋美術史講義Ⅱ‐１ 2 ○ ○

西洋美術史講義Ⅱ‐２ 2 ○ ○

西洋美術史講義Ⅲ 2 ○ ○

西洋美術史演習Ⅰ 2 ○

西洋美術史演習Ⅱ‐１ 2 ○

西洋美術史演習Ⅱ‐２ 2 ○

西洋美術史演習Ⅱ‐３ 2 ○

日本東洋美術史・
西洋美術史コース

音楽学・演劇学
コース
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西洋美術史演習Ⅱ‐４ 2 ○

西洋美術史演習Ⅲ‐１ 2 ○

西洋美術史演習Ⅲ‐２ 2 ○

西洋美術史演習Ⅲ‐３ 2 ○

西洋美術史演習Ⅳ 2 ○

西洋美術史講義V 2 ○ ○

西洋美術史修士論文作成演習１ 2 ○

西洋美術史修士論文作成演習２ 2 ○

知のジムナスティックスプログラム

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

世界の中のアジア史 2 〇

グローバルフィロソフィー 2 〇

グローバル・アジア研究Ⅰ 2 〇

グローバル・アジア研究Ⅱ 2 〇

グローバル・アジア研究Ⅲ 2 〇

広域アジア史Ⅰ 2 〇

広域アジア史Ⅱ 2 〇

広域アジア史Ⅲ 2 〇

広域アジア史Ⅳ 2 〇

広域アジア史Ⅴ 2 〇

アジアの思想史Ⅰ 2 〇

アジアの思想史Ⅱ 2 〇

アジアの思想史Ⅲ 2 〇

アジアの思想史Ⅳ 2 〇

アジアの芸術史 2 〇

アジアの文化と社会Ⅰ 2 〇

アジアの文化と社会Ⅱ 2 〇

中国語圏文学Ⅰ 2 〇

中国語圏文学Ⅱ 2 〇

中国語圏文学Ⅲ 2 〇

中国語圏文学Ⅳ 2 〇

中国語圏文学Ⅴ 2 〇

中国の文化と社会Ⅰ 2 〇

中国の文化と社会Ⅱ 2 〇

中国の文化と社会Ⅲ 2 〇

ヨーロッパの哲学Ⅰ 2 〇

ヨーロッパの哲学Ⅱ 2 〇

ヨーロッパの哲学Ⅲ 2 〇

ヨーロッパの哲学Ⅳ 2 〇

ヨーロッパの哲学Ⅴ 2 〇

ヨーロッパの哲学Ⅵ 2 〇

ヨーロッパの歴史Ⅰ 2 〇

ヨーロッパの歴史Ⅱ 2 〇

ヨーロッパの歴史Ⅲ 2 〇

ヨーロッパの文学Ⅰ 2 〇

ヨーロッパの文学Ⅱ 2 〇

ヨーロッパの文学Ⅲ 2 〇

ヨーロッパの文学Ⅳ 2 〇

ヨーロッパの文学Ⅴ 2 〇

ヨーロッパの文学Ⅵ 2 〇

ヨーロッパの文学Ⅶ 2 〇

ヨーロッパの文学Ⅷ 2 〇

ヨーロッパの文学Ⅸ 2 〇

ヨーロッパの文学Ⅹ 2 〇

ヨーロッパの文学ⅩⅠ 2 〇

ヨーロッパの文学ⅩⅡ 2 〇

ヨーロッパの文学ⅩⅢ 2 〇

ヨーロッパの芸術Ⅰ 2 〇

ヨーロッパの芸術Ⅱ 2 〇

ヨーロッパの芸術Ⅲ 2 〇

ヨーロッパの芸術Ⅳ 2 〇

ヨーロッパの現代Ⅰ 2 〇

ヨーロッパの現代Ⅱ 2 〇

ヨーロッパの現代Ⅲ 2 〇

ヨーロッパの現代Ⅳ 2 〇

グローバル・アジ
ア・スタディーズ
科目

グローバル・ユー
ロ・スタディーズ
科目

大学院副専攻プログラム（マルチリン
ガル・エキスパート養成プログラム）

大学院副専攻プログラム（マルチリン
ガル・エキスパート養成プログラム）

科目区分単位数

備考区分 授業科目
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別表２

後期課程授業科目表

研究科共通

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

人文学実務研究 1 ○

人文学インターンシップ 1 ○

人文学専攻

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

哲学哲学史特殊講義Ⅰ 2 ○ 哲学哲学史分野

哲学哲学史特殊講義Ⅱ 2 ○

哲学哲学史特殊演習Ⅰ 2 ○

哲学哲学史特殊演習Ⅱ 2 ○

現代哲学特殊講義Ⅰ 2 ○

現代哲学特殊講義Ⅱ 2 ○

現代哲学特殊演習Ⅰ 2 ○

現代哲学特殊演習Ⅱ 2 ○

言語哲学特殊講義Ⅰ 2 ○

言語哲学特殊講義Ⅱ 2 ○

言語哲学特殊演習Ⅰ 2 ○

言語哲学特殊演習Ⅱ 2 ○

認識論特殊講義 2 ○

認識論特殊演習 2 ○

存在論特殊講義Ⅰ 2 ○

存在論特殊講義Ⅱ 2 ○

存在論特殊演習 2 ○

哲学哲学史博士論文作成演習 2 ○

科学技術社会論特殊講義Ⅰ 2 ○ 科学技術社会論分野

科学技術社会論特殊講義Ⅱ 2 ○

科学技術思想史特殊講義Ⅰ 2 ○

科学技術思想史特殊講義Ⅱ 2 ○

科学技術社会論特殊演習Ⅰ 2 ○

科学技術社会論特殊演習Ⅱ 2 ○

科学技術思想史特殊演習Ⅰ 2 ○

科学技術思想史特殊演習Ⅱ 2 ○

科学技術社会論博士論文作成演習Ⅰ 2 ○

科学技術社会論博士論文作成演習Ⅱ 2 ○

倫理学特殊講義 2 ○ 臨床哲学分野

倫理学特殊演習Ⅰ 2 ○

倫理学特殊演習Ⅱ 2 ○

倫理学特殊演習Ⅲ 2 ○

臨床哲学特殊講義 2 ○

臨床哲学特殊講義Ⅰ 2 ○

臨床哲学特殊演習 2 ○

臨床哲学特殊講義Ⅱ 2 ○

ジェンダー・セクシュアリティ研究基礎特殊講義 2 ○

ジェンダー・セクシュアリティ研究基礎特殊演習 2 ○

社会哲学特殊講義 2 ○

社会哲学特殊演習 2 ○

臨床哲学博士論文作成演習 2 ○

哲学対話法特殊Ⅰ 2 ○

哲学対話法特殊Ⅱ 2 ○

漢籍資料学特殊演習 2 ○ 中国哲学分野

中国哲学特殊演習Ⅰ 2 ○

中国哲学特殊演習Ⅱ 2 ○

中国哲学特殊講義Ⅰ 2 ○

中国哲学特殊講義Ⅱ 2 ○

中国哲学博士論文作成演習 4 ○

インド学・仏教学特殊講義 2 ○ インド学・仏教学分野

インド学・仏教学特殊演習Ⅰ 2 ○

インド学・仏教学特殊演習Ⅱ 2 ○

インド学博士論文作成演習 2 ○

仏教学博士論文作成演習 2 ○

インド学特殊講義 2 ○

インド学特殊演習 2 ○

仏教学特殊講義 2 ○

仏教学特殊演習 2 ○

古典語Ⅰ 2 ○

人文地理学特殊講義Ⅰ 2 ○ 人文地理学分野

人文地理学特殊講義Ⅱ 2 ○

人文地理学特殊講義Ⅲ‐１ 2 ○

人文地理学特殊講義Ⅲ‐２ 2 ○

人文地理学特殊講義Ⅲ‐３ 2 ○

人文地理学特殊演習 2 ○

人文地理学特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

人文地理学特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

人文地理学特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

人文地理学特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

地誌学特殊講義 2 ○

区分 授業科目

単位数 科目区分

実務研究科目

グローバルヒスト
リー・地理学コース

区分 授業科目

単位数 科目区分

哲学コース

備考

備考
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人文地理学博士論文作成演習 4 ○

地域文化空間論特殊講義 2 ○

人間・環境関係論特殊講義 2 ○

東洋史特殊講義 2 ○ 東洋史学分野

東洋史総合特殊演習 2 ○

東アジア史特殊講義Ⅰ‐１ 2 ○

東アジア史特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

東アジア史特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

東アジア史特殊演習Ⅰ‐３ 2 ○

東アジア史特殊演習Ⅰ‐４ 2 ○

東アジア史特殊講義Ⅱ‐１ 2 ○

東アジア史特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

東アジア史特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

東アジア史特殊演習Ⅱ‐３ 2 ○

東アジア史特殊演習Ⅱ‐４ 2 ○

東アジア文献学特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

東アジア文献学特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

東アジア文献学特殊演習Ⅱ‐３ 2 ○

東アジア文献学特殊演習Ⅱ‐４ 2 ○

中央ユーラシア史特殊講義Ⅰ‐１ 2 ○

中央ユーラシア史特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

中央ユーラシア史特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

中央ユーラシア史特殊演習Ⅰ‐３ 2 ○

中央ユーラシア史特殊演習Ⅰ‐４ 2 ○

中央ユーラシア文献学特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

中央ユーラシア文献学特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

中央ユーラシア文献学特殊演習Ⅰ‐３ 2 ○

中央ユーラシア文献学特殊演習Ⅰ‐４ 2 ○

東南アジア史特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

東南アジア史特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

東南アジア史特殊演習Ⅰ‐３ 2 ○

東南アジア史特殊演習Ⅰ‐４ 2 ○

東南アジア文献学特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

東南アジア文献学特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

東南アジア文献学特殊演習Ⅰ‐３ 2 ○

東南アジア文献学特殊演習Ⅰ‐４ 2 ○

東洋史博士論文作成演習 2 ○

世界史特殊演習Ⅲ 2 ○

歴史学方法論特殊講義（概論） 2 ○

西洋古代史特殊講義 2 ○ 西洋史学分野

西洋古代史特殊演習１ 2 ○

西洋古代史特殊演習２ 2 ○

西洋古代史特殊演習３ 2 ○

西洋古代史特殊演習４ 2 ○

西洋古代史資料講読特殊演習１ 2 ○

西洋古代史資料講読特殊演習２ 2 ○

西洋古代史資料講読特殊演習３ 2 ○

西洋古代史資料講読特殊演習４ 2 ○

西洋中世史特殊講義 2 ○

西洋中世史特殊演習１ 2 ○

西洋中世史特殊演習２ 2 ○

西洋中世史特殊演習３ 2 ○

西洋中世史特殊演習４ 2 ○

西洋中世史資料講読特殊演習１ 2 ○

西洋中世史資料講読特殊演習２ 2 ○

西洋中世史資料講読特殊演習３ 2 ○

西洋中世史資料講読特殊演習４ 2 ○

西洋近世史特殊講義 2 ○

西洋近世史特殊演習１ 2 ○

西洋近世史特殊演習２ 2 ○

西洋近世史特殊演習３ 2 ○

西洋近世史特殊演習４ 2 ○

西洋近世史資料講読特殊演習１ 2 ○

西洋近世史資料講読特殊演習２ 2 ○

西洋近世史資料講読特殊演習３ 2 ○

西洋近世史資料講読特殊演習４ 2 ○

西洋近現代史特殊講義Ⅰ 2 ○

西洋近現代史特殊講義Ⅱ‐１ 2 ○

西洋近現代史特殊講義Ⅱ‐２ 2 ○

西洋近現代史特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

西洋近現代史特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

西洋近現代史特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

西洋近現代史特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

世界史特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

世界史特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

世界史特殊演習Ⅳ‐１ 2 ○

世界史特殊演習Ⅳ‐２ 2 ○

西洋史特殊演習 1 ○

西洋史博士論文作成演習 2 ○

歴史学方法論特殊講義（概論） 2 ○

世界史特殊演習Ⅰ 4 ○

グローバルセミナー特殊演習１ 2 ○

グローバルセミナー特殊演習２ 2 ○

歴史学方法論特殊講義（各論１） 2 ○

歴史学方法論特殊講義（各論２） 2 ○

中国文学特殊講義Ⅰ 2 ○ テクスト表現論中国文学分野

中国文学特殊講義Ⅱ 2 ○

文学コース
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中国文学特殊演習Ⅰ 2 ○

中国文学特殊演習Ⅱ 2 ○

中国文学博士論文作成演習Ⅰ 2 ○

中国文学博士論文作成演習Ⅱ 2 ○

英文学作品研究特殊演習 4 ○ テクスト表現論英米文学分野

英文学史特殊講義Ⅰ 2 ○

英文学史特殊講義Ⅱ‐１ 2 ○

英文学史特殊講義Ⅱ‐２ 2 ○

英文学史特殊講義Ⅲ 2 ○

英文学史特殊講義Ⅳ 2 ○

英文学作品研究特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

英文学作品研究特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

英文学作品研究特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

英文学作品研究特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

アメリカ文学史特殊講義Ⅰ 2 ○

アメリカ文学史特殊講義Ⅱ‐１ 2 ○

アメリカ文学史特殊講義Ⅱ‐２ 2 ○

アメリカ文学作品研究特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

アメリカ文学作品研究特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

アメリカ文学作品研究特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

アメリカ文学作品研究特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

イギリス文化史特殊講義 2 ○

アメリカ文化史特殊講義 2 ○

英文学作品研究博士論文作成演習 2 ○

アメリカ文学作品研究博士論文作成演習 2 ○

ドイツ語学特殊演習 2 ○ テクスト表現論ドイツ文学分野

ドイツ語文学特殊講義 2 ○

ドイツ語文学特殊演習 2 ○

ドイツ語文学テクスト論特殊講義 2 ○

ドイツ語文学テクスト論特殊演習 2 ○

ドイツ文化・芸術論特殊講義 2 ○

ドイツ文化・芸術論特殊演習 2 ○

中欧文化論特殊講義 2 ○

中欧文化論特殊演習 2 ○

ドイツ文学・思想論特殊講義 2 ○

ドイツ文学・思想論特殊演習 2 ○

ドイツ語文学博士論文作成演習 2 ○

フランス文学特殊講義１ 2 ○ テクスト表現論フランス文学分野

フランス文学特殊講義２ 2 ○

フランス文学特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

フランス文学特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

フランス文学特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

フランス文学特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

フランス文学特殊演習 4 ○

フランス語学特殊講義１ 2 ○

フランス語学特殊講義２ 2 ○

フランス語学特殊演習１ 2 ○

フランス語学特殊演習２ 2 ○

フランス文学史特殊講義１ 2 ○

フランス文学史特殊講義２ 2 ○

フランス文学史特殊演習１ 2 ○

フランス文学史特殊演習２ 2 ○

フランス文学作品研究特殊講義１ 2 ○

フランス文学作品研究特殊講義２ 2 ○

フランス文学作品研究特殊演習１ 2 ○

フランス文学作品研究特殊演習２ 2 ○

フランス文学作品研究特殊演習 4 ○

フランス文学作品研究博士論文作成演習 2 ○

テクスト環境論特殊講義 2 ○ テクスト環境論分野

テクスト環境論特殊演習 2 ○

文化翻訳論特殊演習 2 ○

文学テクスト論特殊講義 2 ○

文学テクスト論特殊演習 2 ○

理論文学研究特殊演習 2 ○

テクスト実践論特殊演習 2 ○

物語越境論特殊講義 2 ○

物語越境論特殊演習 2 ○

比較文学比較文化論特殊講義 2 ○

比較文学比較文化論特殊演習 2 ○

比較文学研究特殊講義 2 ○

比較文学研究特殊演習 2 ○

テクスト分析特殊講義 2 ○

テクスト分析特殊演習 2 ○

テクスト環境論博士論文作成演習 2 ○

英語学講義Ⅰ 2 ○ 比較・対照言語学分野

英語学講義Ⅱ 2 ○

英語学演習Ⅰ 2 ○

英語学演習Ⅱ 2 ○

比較・対照言語学博士論文作成演習 2 ○

比較言語学講義 2 ○

英語史講義 2 ○

理論言語学講義 2 ○

理論言語学演習 2 ○

機能言語学演習 2 ○

対照言語学講義 2 ○

英語史演習 2 ○

英語音声学講義 2 ○

比較・対照言語学
コース
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対照言語学演習 2 ○

言語文化学専攻

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

外国学専攻

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

2 ○

日本学専攻

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

専攻共通 Advanced Academic Skills for Humanities 1 2 ○

Advanced Academic Skills for Humanities 2 2 ○

Issues in Contemporary Japanese Studies 1 2 ○

Issues in Contemporary Japanese Studies 2 2 ○

現代日本学特殊講義 2 ○ 現代日本学分野

日本の文化と思想特殊講義 2 ○

日本の社会と歴史特殊講義 2 ○

日本の地域と民俗特殊講義 2 ○

日本のジェンダーと表象特殊講義 2 ○

現代日本学特殊演習 2 ○

フィールドワーク特殊演習 2 ○

オーラルヒストリー特殊演習 2 ○

思想史文献講読特殊演習 2 ○

表象資料分析特殊演習 2 ○

現代日本学博士論文作成演習 2 ○

歴史学方法論特殊講義（概論） 2 ○ 日本史学分野

世界史特殊演習Ⅰ 4 ○

日本古代史特殊講義 2 ○

日本古代史特殊演習 4 ○

日本古代史特殊演習 2 ○

日本中世史特殊講義Ⅰ 2 ○

アジア・アフリカ文化表象論特別研究Ａ

アジア・アフリカ文化表象論特別研究Ｂ

ヨーロッパ・アメリカ文化表象論特別研究Ａ

ヨーロッパ・アメリカ文化表象論特別研究Ｂ

ヨーロッパ・アメリカ言語構造論特別研究Ａ

ヨーロッパ・アメリカ言語構造論特別研究Ｂ

基盤日本学コース

科目区分

 世界文学・文化論

グローバル共生実践演習

先導的学際融合エスノグラフィー演習Ａ

備考

現代英米政治外交史特殊研究

英米言語社会論

Global Area Studies B

科目区分単位数

授業科目

広域対照言語論特別研究Ａ

区分 授業科目

単位数

ヨーロッパ・アメリカ言語社会論特別研究Ａ

広域対照言語論特別研究Ｂ

アジア・アフリカ言語構造論特別研究Ａ

アジア・アフリカ言語構造論特別研究Ｂ

アジア・アフリカ言語社会論特別研究Ａ

アジア・アフリカ言語社会論特別研究Ｂ

グローバル地域研究演習Ｂ

グローバル地域研究方法論

言語文化資源の活用と情報処理研究

ヨーロッパ・アメリカ言語社会論特別研究Ｂ

理論言語学特別研究Ａ

理論言語学特別研究Ｂ

史的言語特別研究Ａ

史的言語特別研究Ｂ

デジタルヒューマニティーズ特別研究Ａ

デジタルヒューマニティーズ特別研究Ｂ

通訳翻訳学特論Ａ

通訳翻訳学特論Ｂ

多言語共生社会演習

先導的学際融合エスノグラフィー演習Ｂ

グローバル地域社会論Ａ

グローバル地域社会論Ｂ

グローバル地域研究演習Ａ

Global Area Studies A

備考

言語認知科学特別研究Ａ

言語認知科学特別研究Ｂ

備考

表象文化論特別研究Ａ

表象文化論特別研究Ｂ

コミュニケーション論特別研究Ａ

コミュニケーション論特別研究Ｂ

第二言語教育学特別研究Ａ

第二言語教育学特別研究Ｂ

授業科目

単位数 科目区分

超領域文化論特別研究Ａ

超領域文化論特別研究Ｂ
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日本中世史特殊講義Ⅱ 2 ○

日本中世史特殊演習Ⅰ 4 ○

日本中世史特殊演習Ⅱ 4 ○

日本中世史特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

日本中世史特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

日本中世史特殊演習Ⅱ 2 ○

日本近世史特殊講義 2 ○

日本近世史特殊演習 4 ○

日本近代史特殊講義 2 ○

日本近代史特殊演習 4 ○

日本文化史特殊講義Ⅰ 2 ○

日本文化史特殊講義Ⅱ 2 ○

日本史博士論文作成演習Ⅰ 4 ○

日本史博士論文作成演習Ⅱ 4 ○

日本史博士論文作成演習Ⅲ 4 ○

日本史博士論文作成演習Ⅳ 4 ○

日本史博士論文作成演習Ⅴ 4 ○

考古学特殊講義 2 ○ 考古学分野

考古学特殊演習１ 2 ○

考古学特殊演習２ 2 ○

日本考古学特殊講義１ 2 ○

日本考古学特殊講義２ 2 ○

日本考古学特殊演習 2 ○

比較考古学特殊講義 2 ○

比較考古学特殊演習 2 ○

考古資料論特殊講義１ 2 ○

考古資料論特殊講義２ 2 ○

考古資料論特殊演習１ 2 ○

考古資料論特殊演習２ 2 ○

文化財学特殊講義 2 ○

文化財学特殊演習 2 ○

考古学博士論文作成演習 2 ○

中古文学論特殊講義 2 ○ 日本文学・日本語史学分野

中古文学論特殊演習 4 ○

中世文学論特殊講義 2 ○

中世文学論特殊演習 4 ○

近世文学論特殊講義 2 ○

近世文学論特殊演習 4 ○

近現代文学論特殊講義Ⅰ 2 ○

近現代文学論特殊演習Ⅰ 4 ○

近現代文学論特殊講義Ⅱ 2 ○

近現代文学論特殊演習Ⅱ 4 ○

日本文学論特殊講義 2 ○

日本文学博士論文作成演習 2 ○

国語史特殊講義 2 ○

国語史特殊演習 4 ○

国語学特殊講義 2 ○

国語学特殊演習 4 ○

国語学博士論文作成演習 2 ○

現代日本語学特殊講義Ⅰ 2 ○ 基盤日本語学分野

現代日本語学特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

現代日本語学特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

現代日本語学特殊講義Ⅱ‐１ 2 ○

現代日本語学特殊講義Ⅱ‐２ 2 ○

現代日本語学特殊講義Ⅲ‐１ 2 ○

現代日本語学特殊講義Ⅲ‐２ 2 ○

現代日本語学特殊演習Ⅲ‐１ 2 ○

現代日本語学特殊演習Ⅲ‐２ 2 ○

社会言語学特殊講義Ⅰ‐１ 2 ○

社会言語学特殊講義Ⅰ‐２ 2 ○

社会言語学特殊演習Ⅰ 4 ○

社会言語学特殊講義Ⅱ‐１ 2 ○

社会言語学特殊講義Ⅱ‐２ 2 ○

社会言語学特殊演習Ⅱ 4 ○

語用論特殊講義 2 ○

語用論特殊演習１ 2 ○

語用論特殊演習２ 2 ○

語用論特殊演習３ 2 ○

現代日本語学博士論文作成演習Ⅰ 4 ○

現代日本語学博士論文作成演習Ⅱ 4 ○

現代日本語学博士論文作成演習Ⅲ 4 ○

社会言語学博士論文作成演習Ⅰ 4 ○

社会言語学博士論文作成演習Ⅱ 4 ○

語用論博士論文作成演習 4 ○

比較日本学特別研究Ａ 2 ○ 比較日本学分野

比較日本学特別研究Ｂ 2 ○

日本語学特別研究Ａ 2 ○ 応用日本語学分野

日本語学特別研究Ｂ 2 ○

対照言語学特別研究Ａ 2 ○

対照言語学特別研究Ｂ 2 ○

日本語教育学特別研究Ａ 2 ○ 日本語教育学分野

日本語教育学特別研究Ｂ 2 ○

芸術学専攻

応用日本学コース

科目区分単位数
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必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

映像メディア論特殊講義Ⅴ 2 ○ アート・メディア論分野

映像メディア論特殊演習Ⅴ 2 ○

映像メディア論特殊講義Ⅵ 2 ○

映像メディア論特殊演習Ⅵ 2 ○

メディア文化論特殊講義Ⅲ 2 ○

メディア文化論特殊演習Ⅲ 2 ○

メディア文化論特殊演習Ⅵ-1 2 ○

メディア文化論特殊演習Ⅵ-2 2 ○

メディア文化論特殊講義Ⅶ 2 ○

メディア文化論特殊演習Ⅶ 2 ○

芸術環境論特殊講義Ⅱ‐１ 2 ○

芸術環境論特殊講義Ⅱ‐２ 2 ○

芸術環境論特殊講義Ⅷ 2 ○

芸術環境論特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

芸術環境論特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

実践芸術論特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

実践芸術論特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

身体メディア論特殊講義Ⅳ 2 ○

身体メディア論特殊演習Ⅳ 2 ○

空間メディア論特殊講義Ⅰ 2 ○

空間メディア論特殊演習Ⅰ 2 ○

空間メディア論特殊演習Ⅵ 4 ○

メディア論特殊演習 2 ○

アート・メディア史特殊講義 2 ○

アート・プロデュース論特殊演習 2 ○

アーツ・プラクシス特殊演習 2 ○

アーツ・プラクシス特殊演習Ⅰ-１ 2 ○

アーツ・プラクシス特殊演習Ⅰ-２ 2 ○

芸術計画論特殊演習 2 ○

アート・メディア論博士論文作成演習１ 2 ○

アート・メディア論博士論文作成演習２ 2 ○

美学特殊講義Ⅱ 2 ○ 美学・文芸学分野

美学特殊講義Ⅲ 2 ○

美学特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

美学特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

芸術学特殊講義Ⅰ‐１ 2 ○

芸術学特殊講義Ⅰ‐２ 2 ○

芸術学特殊講義Ⅳ 2 ○

芸術学特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

芸術学特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

芸術学特殊演習Ⅱ 2 ○

美学博士論文作成演習１ 2 ○

美学博士論文作成演習２ 2 ○

文芸学特殊講義Ⅰ 2 ○

文芸学特殊講義Ⅱ 2 ○

文芸学特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

文芸学特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

文芸学特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

文芸学特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

西洋古典学特殊講義Ⅰ 2 ○

西洋古典学特殊講義Ⅱ 2 ○

西洋古典学特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

西洋古典学特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

西洋古典学特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

西洋古典学特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

文芸学特殊講義Ⅲ‐１ 2 ○

文芸学特殊講義Ⅲ‐２ 2 ○

文芸学博士論文作成演習 4 ○

音楽学特殊講義Ⅰ 2 ○ 音楽学・演劇学分野

音楽学特殊講義Ⅱ‐１ 2 ○

音楽学特殊講義Ⅱ‐２ 2 ○

音楽学特殊講義Ⅲ‐１ 2 ○

音楽学特殊講義Ⅲ‐２ 2 ○

音楽学特殊講義Ⅲ‐３ 2 ○

実践音楽学特殊講義 2 ○

実践音楽学特殊演習 2 ○

応用音楽学特殊講義 2 ○

応用音楽学特殊演習 2 ○

音楽学特殊演習Ⅰ 2 ○

音楽学特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

音楽学特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

音楽学特殊演習Ⅱ‐３ 2 ○

音楽学特殊演習Ⅲ 2 ○

音楽学特殊演習Ⅲ‐１ 2 ○

音楽学特殊演習Ⅲ‐２ 2 ○

音楽学特殊演習Ⅳ 2 ○

音楽学博士論文作成演習１ 2 ○

音楽学博士論文作成演習２ 2 ○

演劇学博士論文作成演習Ⅰ‐１ 2 ○

演劇学博士論文作成演習Ⅰ‐２ 2 ○

演劇学博士論文作成演習Ⅱ‐１ 2 ○

演劇学博士論文作成演習Ⅱ‐２ 2 ○

演劇学特殊講義Ⅰ‐１ 2 ○

演劇学特殊講義Ⅰ‐２ 2 ○

授業科目

音楽学・演劇学コー
ス

美学・文芸学コース

区分

アート・メディア論
コース

備考
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演劇学特殊講義Ⅱ‐１ 2 ○

演劇学特殊講義Ⅱ‐２ 2 ○

演劇学特殊講義Ⅲ‐１ 2 ○

演劇学特殊講義Ⅳ‐１ 2 ○

演劇学特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

演劇学特殊演習Ⅰ‐２ 2 ○

演劇学特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

演劇学特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

演劇学特殊演習Ⅲ‐１ 2 ○

演劇学特殊演習Ⅳ‐１ 2 ○

演劇学特殊演習Ⅳ‐２ 2 ○

演劇学特殊演習Ⅴ‐１ 2 ○

演劇学特殊演習Ⅴ‐２ 2 ○

日本美術史見学特殊演習１ 4 ○ 日本東洋美術史・西洋美術史分野

日本美術史見学特殊演習２ 4 ○

東洋美術史特殊演習Ⅰ‐１ 2 ○

東洋美術史特殊演習Ⅰ‐２ 4 ○

日本美術史特殊演習Ⅰ 2 ○

日本美術史特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

日本美術史特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

日本美術史特殊演習Ⅲ‐１ 2 ○

日本美術史特殊演習Ⅲ‐２ 2 ○

日本美術史特殊講義Ⅰ 2 ○

日本美術史特殊講義Ⅱ‐１ 2 ○

日本美術史特殊講義Ⅱ‐２ 2 ○

日本美術史特殊講義Ⅲ 2 ○

東洋美術史特殊講義Ⅰ‐１ 2 ○

東洋美術史特殊講義Ⅰ‐２ 2 ○

日本東洋美術史博士論文作成演習１ 2 ○

日本東洋美術史博士論文作成演習２ 2 ○

西洋美術史特殊講義Ⅰ 2 ○

西洋美術史特殊講義Ⅱ‐１ 2 ○

西洋美術史特殊講義Ⅱ‐２ 2 ○

西洋美術史特殊講義Ⅲ 2 ○

西洋美術史特殊講義Ⅳ 2 ○

西洋美術史特殊講義V 2 ○

西洋美術史特殊演習Ⅰ 2 ○

西洋美術史特殊演習Ⅱ‐１ 2 ○

西洋美術史特殊演習Ⅱ‐２ 2 ○

西洋美術史特殊演習Ⅱ‐３ 2 ○

西洋美術史特殊演習Ⅱ‐４ 2 ○

西洋美術史特殊演習Ⅲ‐１ 2 ○

西洋美術史特殊演習Ⅲ‐２ 2 ○

西洋美術史特殊演習Ⅲ‐３ 2 ○

西洋美術史特殊演習Ⅳ 2 ○

西洋美術史博士論文作成演習１ 2 ○

西洋美術史博士論文作成演習２ 2 ○

知のジムナスティックスプログラム

必修
選択
必修

選択
専門教育
科目

高度国際
性涵養教
育科目

高度教養
教育科目

科学技術文明論概論 1 ○

グローバルフィロソフィー特殊演習 2 ○

グローバルヒストリー特殊演習 2 ○

言語科学概論 2 ○

言語科学基礎１Ａ（音・単語の科学） 1 ○

言語科学基礎１Ｂ（音・単語の科学） 1 ○

言語科学基礎２Ａ（文構造の科学） 1 ○

言語科学基礎２Ｂ（文構造の科学） 1 ○

言語科学基礎３Ａ（意味と文脈の科学） 1 ○

言語科学基礎３Ｂ（意味と文脈の科学） 1 ○

言語科学基礎４Ａ（言語とこころの科学） 1 ○

言語科学基礎４Ｂ（言語とこころの科学） 1 ○

言語研究実践基礎 1 ○

グローバル日本学への招待 1 ○

国際学術研修 2 ○

アーツ・ベースト・リサーチ 1 ○

リサーチ・ベースト・アート 1 ○

人文社会科学系オ
ナー大学院プログラ
ム科目

科学技術文明論ユニット

言語科学ユニット

グローバル日本学ユニット

アーツ・ベースト・リサーチユニット

区分 授業科目

単位数 科目区分

備考

日本東洋美術史・西
洋美術史コース
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別表３ 

 

前期課程の履修方法 

 

人文学専攻 

区分 修得単位数等 

専門教育科目 次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（人文学と対話）」１単位

及び各コースの定めるところにより指定する各専門分野における「修士論

文作成演習（東洋史学分野においては「東アジア史リサーチ演習」を含

む。）」２単位以上を含め、計２１単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 別表１に定める人文学専攻の専門教育科目 

(3) 別表１に定める他の専攻の専門教育科目 

高度国際性涵養教育科目 次の授業科目のうちから、計２単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定めるすべての高度国際性涵養教育科目 

(2) 他の研究科が高度国際性涵養教育科目として提供する科目で人文学

専攻が指定する科目 

(3) リーディングプログラム科目で人文学専攻が認める科目 

(4) 国際交流科目で人文学専攻が認める科目 

高度教養教育科目 次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（現代の教養）」１単位を

含め、計１単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定めるすべての高度教養教育科目 

(2) 他の研究科が高度教養教育科目として提供する科目で人文学専攻が

指定する科目 

(2) 大学院横断教育科目で人文学専攻が認める科目 

(3) リーディングプログラム科目で人文学専攻が認める科目 

合計修得単位数 上記の要件をすべて満たしたうえで、専門教育科目、高度国際性涵養教育

科目及び高度教養教育科目の３つの区分の総修得単位数が３０単位以上

とならなければならない。 

 

言語文化学専攻 

区分 修得単位数等 

専門教育科目 次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（人文学と対話）」１単位、

「研究実践基礎」１単位、「研究発表演習」１単位の計３単位及び言語文

化学専攻の専門教育科目１４単位以上を含め、計２１単位以上を修得する

こと。 

(1) 別表１に定める研究科共通の専門教育科目 
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(2) 別表１に定める言語文化学専攻の専門教育科目 

(3) 別表１に定める他の専攻の専門教育科目 

高度国際性涵養教育科目 次の授業科目のうちから、計２単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定めるすべての高度国際性涵養教育科目 

(2) 他の研究科が高度国際性涵養教育科目として提供する科目で言語文

化学専攻が指定する科目 

(3) リーディングプログラム科目で言語文化学専攻が認める科目 

(4) 国際交流科目で言語文化学専攻が認める科目 

高度教養教育科目 次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（現代の教養）」１単位を

含め、計１単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定めるすべての高度教養教育科目 

(2) 他の研究科が高度教養教育科目として提供する科目で言語文学専攻

が指定する科目 

(2) 大学院横断教育科目で言語文化学専攻が認める科目 

(3) リーディングプログラム科目で言語文化学専攻が認める科目 

合計修得単位数 上記の要件をすべて満たしたうえで、専門教育科目、高度国際性涵養教育

科目及び高度教養教育科目の３つの区分の総修得単位数が３０単位以上

とならなければならない。 

 

外国学専攻 

区分 修得単位数等 

専門教育科目 次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（人文学と対話）」１単位

及び外国学専攻の専門教育科目のうち「専攻言語」８単位以上を含め、計

２１単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 別表１に定める外国学専攻の専門教育科目 

(3) 別表１に定める他の専攻の専門教育科目 

なお、別表１に定める研究科共通の「外国語科目（基礎）」の授業科目の

うち、高度国際性涵養教育科目に区分される科目の単位を修得した場合、

専門教育科目の単位として算入する。 

高度国際性涵養教育科目 次の授業科目のうちから、計２単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定めるすべての高度国際性涵養教育科目 

(2) 他の研究科が高度国際性涵養教育科目として提供する科目で外国学

専攻が指定する科目 

(3) 大学院横断教育科目で外国学専攻が認める科目 

(4) リーディングプログラム科目で外国学専攻が認める科目 

(5) 国際交流科目で外国学専攻が認める科目 
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高度教養教育科目 次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（現代の教養）」１単位を

含め、計１単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定めるすべての高度教養教育科目 

(2) 他の研究科が高度教養教育科目として提供する科目で外国学専攻が

指定する科目 

(3) 大学院横断教育科目で外国学専攻が認める科目 

(4) リーディングプログラム科目で外国学専攻が認める科目 

合計修得単位数 上記の要件をすべて満たしたうえで、専門教育科目、高度国際性涵養教育

科目及び高度教養教育科目の３つの区分の総修得単位数が３０単位以上

とならなければならない。 

 

日本学専攻 

区分 修得単位数等 

専門教育科目 次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（人文学と対話）」１単位

及び日本学専攻の専門教育科目のうち各コースの定めるところにより指

定する授業科目１２単位以上を含め、計２１単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 別表１に定める日本学専攻の専門教育科目 

(3) 別表１に定める他の専攻の専門教育科目 

高度国際性涵養教育科目 次の授業科目のうちから、計２単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定めるすべての高度国際性涵養教育科目 

(2) 他の研究科が高度国際性涵養教育科目として提供する科目で日本学

専攻が指定する科目 

(3) 大学院横断教育科目で日本学専攻が認める科目 

(4) リーディングプログラム科目で日本学専攻が認める科目 

(5) 国際交流科目で日本学専攻が認める科目 

高度教養教育科目 次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（現代の教養）」１単位を

含め、計１単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定めるすべての高度教養教育科目 

(2) 他の研究科が高度教養教育科目として提供する科目で日本学専攻が

指定する科目 

(3) 大学院横断教育科目で日本学専攻が認める科目 

(4) リーディングプログラム科目で日本学専攻が認める科目 

合計修得単位数 上記の要件をすべて満たしたうえで、専門教育科目、高度国際性涵養教育

科目及び高度教養教育科目の３つの区分の総修得単位数が３０単位以上

とならなければならない。 
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芸術学専攻 

区分 修得単位数等 

専門教育科目 次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（人文学と対話）」１単位

を含め、計２１単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 別表１に定める芸術学専攻の専門教育科目 

(3) 別表１に定める他の専攻の専門教育科目 

高度国際性涵養教育科目 次の授業科目のうちから、計２単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定めるすべての高度国際性涵養教育科目 

(2) 他の研究科が高度国際性涵養教育科目として提供する科目で芸術学

専攻が指定する科目 

(3) リーディングプログラム科目で芸術学専攻が認める科目 

(4) 国際交流科目で芸術学専攻が認める科目 

高度教養教育科目 次の授業科目のうちから、必修の「人文学基礎（現代の教養）」１単位を

含め、計１単位以上を修得すること。 

(1) 別表１に定めるすべての高度教養教育科目 

(2) 他の研究科が高度教養教育科目として提供する科目で芸術学専攻が

指定する科目 

(2) 大学院横断教育科目で芸術学専攻が認める科目 

(3) リーディングプログラム科目で芸術学専攻が認める科目 

合計修得単位数 上記の要件をすべて満たしたうえで、専門教育科目、高度国際性涵養教育

科目及び高度教養教育科目の３つの区分の総修得単位数が３０単位以上

とならなければならない。 

 

別表４ 

 

後期課程の履修方法 

 

人文学専攻 

区分 修得単位数等 

専門教育科目 次の授業科目のうちから、人文学専攻の専門教育科目のうち各コースの

定めるところにより指定する各専門分野における「博士論文作成演習」

２単位以上を含め、計８単位以上を修得すること。 

(1) 別表２に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 別表２に定める人文学専攻の専門教育科目 

(3) 別表２に定める他の専攻の専門教育科目 
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言語文化学専攻 

区分 修得単位数等 

専門教育科目 次の授業科目のうちから、言語文化学専攻の専門教育科目８単位を含め、

計８単位以上を修得すること。 

(1) 別表２に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 別表２に定める言語文化学専攻の専門教育科目 

(3) 別表２に定める他の専攻の専門教育科目 

 

外国学専攻 

区分 修得単位数等 

専門教育科目 次の授業科目のうちから、外国学専攻の専門教育科目のうち専攻する言

語圏の授業科目８単位を含め、計８単位以上を修得すること。 

(1) 別表２に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 別表２に定める外国学専攻の専門教育科目 

(3) 別表２に定める他の専攻の専門教育科目 

 

日本学専攻 

区分 修得単位数等 

専門教育科目 基盤日本学コース 

次の授業科目のうちから、日本学専攻の専門教育科目のうちコースの定

めるところにより指定する各専門分野における「博士論文作成演習」２

単位以上を含め、計８単位以上を修得すること。 

(1) 別表２に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 別表２に定める日本学専攻の専門教育科目 

(3) 別表２に定める他の専攻の専門教育科目 

応用日本学コース 

次の授業科目のうちから、日本学専攻の専門教育科目のうちコースの定

めるところにより指定する「特別研究」４単位以上を含め、計８単位以

上を修得すること。 

(1) 別表２に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 別表２に定める日本学専攻の専門教育科目 

(3) 別表２に定める他の専攻の専門教育科目 

 

芸術学専攻 

区分 修得単位数等 

専門教育科目 次の授業科目のうちから、芸術学専攻の専門教育科目のうち各コースの

定めるところにより指定する各専門分野における「博士論文作成演習」
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２単位以上を含め、計８単位以上を修得すること。 

(1) 別表２に定める研究科共通の専門教育科目 

(2) 別表２に定める芸術学専攻の専門教育科目 

(3) 別表２に定める他の専攻の専門教育科目 
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「学生教育研究災害傷害保険」等の各種保険について 
 
 １．学生教育研究災害傷害保険（学研災）  （必須） 

 
学生教育研究災害傷害保険（学研災

がっけんさい

）は、国内外における教育研究活動中に学生が被っ

た「けが」に対して補償を提供するために設立された保険制度です。 
大阪大学では、全ての対象者がこの保険に加入することとしています。加入がまだの方

は、すぐに加入の手続きをとってください。 
 

（１）対象 
学部生、大学院生、研究生、聴講生及び科目等履修生（留学生を含む。） 

（大学施設を単に利用するだけの研修生は対象となりません。ただし日本学術振興会特別

研究員は対象となります。） 
 
（２）保険金の内容 
保険金が支払われる 
事故の範囲 

死亡保険金 後遺障害保険

金 
医療保険金 入院加算金 

正課中(授業、実験実習、

演習等) 
学校行事中 

2,000 万円 程度に応じて 
120 万円 
～3,000 万円 

治療日数１日以上が対象 
3,000 円～30 万円 

１日につき 
4,000 円 

通学中 
学校施設等相互間の移

動中 
大学施設内（課外活動を

除く） 

1,000 万円 程度に応じて 
60 万円 
～1,500 万円 

治療日数 4 日以上が対象 
6,000 円～30 万円 

１日につき 
4,000 円 

公認団体が大学に届け

出た学内外の課外活動

中 

1,000 万円 程度に応じて 
60 万円 
～1,500 万円 

治療日数 14 日以上が対象 
3 万円～30 万円 

１日につき 
4,000 円 

           （平成 30 年 4 月以降） 
（３）加入方法及び請求方法 
《加入方法》 

学部生は入学手続きの際に「学生教育研究災害傷害保険加入者のしおり」とゆうちょ銀

行の払込取扱票を配布しますので、必ず郵便局またはゆうちょ銀行の窓口で通学中等傷害

危険担保特約保険料を含む下記の金額を払い込んでください。大学院生は専用サイト

（https://osaka-univ.coop/welcome/grad-school/grad-school_808.html）より手続きを行い、

コンビニ払いまたはクレジットカード払いで支払いを行ってください。なおいずれも接触

感染予防保険金支払特約には対応していません。 
※ 誤った金額を振り込まれた場合、加入手続きが取れず、この保険の対象となる「け

が」であっても保険金の支払いができません。必ず、所属学部(研究科)及び学年に対応し

た金額を払い込んでください。 
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所
属 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
  
 

学
年 

文・人・外・法・経・理・医（保健）・薬（薬科・創成薬）・工・ 

基礎工・言文・国際公共・情報・高等司法*・連合小児 

学部 
大学院 大学院 

（前期・修士） （後期・博士） 

1 3,300 1,750 2,600 

2 2,600 1,000 1,750 

3 1,750   1,000 

4 1,000     

 

所
属

 
 

 
 

 
   

 
 

 
 

 
 

 

学
年 

医(医・医科）・歯・薬（薬・医療薬） 生命機能 

学部 
大学院 大学院 大学院 

（修士医のみ） （後期・博士） (博士） 

1 4,700 1,750 3,300 4,050 

2 4,050 1,000 2,600 3,300 

3 3,300   1,750 2,600 

4 2,600   1,000 1,750 

5 1,750     1,000 

6 1,000       

＊高等司法は、別途法科賠保険料を上乗せする。 
＊別途振込手数料等がかかりますので、ご留意ください。 
 

《事故の通知》 
保険事故が発生したときは、ただちに事故の日時・場所・状況・傷害の程度を事故

通知ハガキにより保険会社へ通知する必要があります。事故の日から３０日以内に通

知のない場合は、保険金が支払われないことがあります。 
事故通知ハガキは、大学生協の保険窓口に取りに来てください。記入したハガキは、

大学生協の保険窓口から保険会社へ送付します。 
《保険金の請求》 

  請求に必要な書類は大学生協の保険窓口で渡します。記入・作成のうえ、大学生協

の保険窓口に提出してください。 
 
 ２．学研災付帯賠償責任保険（A コース 学生教育研究賠償責任保険）（学研賠） （任意） 

※ B コース：インターン賠（加入不可）、C コース：医学賠（加入不可）、 
L コース：法科賠（法科大学院のみ） 

学研災付帯賠償責任保険（学研賠
がっけんばい

）は、正課・学校行事中やインターンシップ（大学が

承認したものに限る）・介護体験活動・教育実習・保育実習及びその往復中に、他人にケガ

をさせたり、他人の財物を損壊したりしたことによる法律上支払わなければならない損害

賠償金を補償する保険です。 
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学研賠へは、「学研災」へ先に加入していなければ、加入することができません。加入希

望者は必ず「学研災」に加入していることを確認のうえ、学部生は大学生協の保険窓口で

必要書類を受け取り、郵便局で保険料を払い込んでください。大学院生は専用サイト

（https://osaka-univ.coop/welcome/grad-school/grad-school_808.html）より手続きを行い、

コンビニ払いまたはクレジットカード払いで支払いを行ってください。 
 
 ３．学研災付帯学生生活総合保険（付帯学総） （任意）  

 
 学研災付帯学生生活総合保険（付帯学総）は、「学研災」への加入を条件として、学研災

の補償内容に上乗せして補償される保険です。「学研災」ではカバーできない日常生活の病

気やケガ、賠償事故の補償など幅広く補償されます。 
 留学生の方向けの、「インバウンド付帯学総」も用意されています。 
 詳細については、大阪大学ホームページを参照ください。 
 
＜新規来日された留学生の方へ＞ 
 大阪大学で安心安全に学べる環境を整えるために、外国人留学生向け学研災付帯学生生

活総合保険（インバウンド付帯学総）の加入を強くお勧めします。 
 最近、留学生が自転車で走行中、通行人にぶつかってけがを負わせ、多額の賠償金を請

求されたものの保険に入っておらず大きな問題となったケースがありました。個人賠償責

任のほか、示談交渉サービスも付いており、学生生活を幅広くサポートする保険です。 
To all incoming international students, 
In order to provide a secure and safe learning environment at the University of Osaka, 
we strongly recommend that you enroll in Comprehensive Life Insurance 
(Comprehensive Child Coverage), informally known as Comprehensive Insurance for 
Students Lives Coupled with "Gakkensai" (Inbound Comprehensive Insurance). 
Recently, a case where an uninsured international student riding a bicycle collided with 
a pedestrian caused injuries that resulted in a substantial compensation claim against 
the student. The Comprehensive Insurance for Students Lives Coupled with 
"Gakkensai" (Inbound Comprehensive Insurance) includes personal liability coverage 
and provides out-of-court settlement negotiation services if you become liable for such 
claims, effectively supporting many aspects of your life in Japan. 
 
 
 ４．大学生協「CO･OP 学生総合共済」「学生賠償責任保険」 （任意） 

 
大学生協「CO･OP 学生総合共済」は、大学生協（大阪大学生活協同組合）が提供する、

正課中、外を問わず、学生生活においてケガや病気の際、保障する制度です。「学生賠償責

任保険」は、大学生活における様々な「賠償責任事故」に対する保障、一人暮らしの“ も
しも”に備える「一人暮らし特約あり」で、大学生活を強力にサポートする保険です。 
 詳細については、大阪大学ホームページを参照ください。 
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【医学部 保健学科について】 
医学部保健学科では、授業・研究室での実験中の事故、病院実習や学外研

修中の事故への対応のため、原則として何らかの賠償責任保険に加入する

こととしていますので、加入手続きをして下さい。医学部保健学科では、

補償内容、保険料などから大学生協が取り扱う「学生賠償責任保険」加入

を推奨しています。（ただし、他の同等の保険に代わりに加入されること

を妨げるものではありません。） 
 
５．問い合わせ先等  
（１）窓口及び問い合わせ先 
 〇１，２，４の保険関係 

・大阪大学 生活協同組合 総務部（豊中福利会館４階） 06-6841-3326 
・豊中生協事務所 （豊中キャンパス豊中福利会館４階） 

   ・吹田工学部生協事務所 （吹田キャンパスセンテラス２階） 
・箕面生協事務所 （箕面キャンパス外国学研究講義棟３階シャンティショップ内） 

 
  〇３の保険関係 
   ・東京海上日動あんしんコンサルティング株式会社 
     学生生活総合保険相談デスク ０１２０－８１１－８０６ 

 受付 土日祝を除く９：３０～１７：００まで 
（IP 電話からは０３－６６２９－５２５８） 
 

（２）大阪大学ホームページ 
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/life/insurance.html 
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授業料（入学料）の免除等制度について 
 
本学には、学部学生を対象とした高等教育修学支援制度と、高等教育修学支援制度の申

請資格を満たさない一部の学部学生や大学院学生を対象とした大阪大学授業料免除等制

度があります。各制度で定める申請資格に該当する場合は、これらの制度を申請すること
により、授業料等の全部または一部の納入額が免除される（納入期限が猶予される）可能
性があります。経済的理由や家庭の事情等により納入が困難な状況にあるときは、本学の

ホームページに掲載するこれらの制度の案内や情報をよく確認してください。 
なお、授業料（入学料）の免除等制度への申請を希望される場合には、所定の期限まで

に申請手続を行うようにしてください。授業料免除等の申請については、前期（４月から

９月まで）分、後期（１０月から翌年３月まで）分のそれぞれの期の授業料ごとに免除を
決定します。 
 
１．制度概要 
（１）学部学生の授業料（入学料）免除 
  高等教育修学支援制度（「大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律

第八号）」）：学部学生が授業料等免除を希望する場合、原則高等教育修学支援制度

への申請となります。申請前に、下記 URL または QR コードから、高等教育修学

支援制度の支援対象者の要件※に該当するか否かを必ず確認してください。 
日本学生支援機構 「進学後（在学採用）の給付奨学金の申込資格」 
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/about/kyufu/shikaku/zaigaku.html 
 
※要件とは、国籍・在留資格に関する要件又は大学等に進学するまでの期間に関する要件のこと

を指します。 
制度の要点 
・住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯の日本人等※1 学部学生が対象 
・「給付奨学金（返還を要しない奨学金）」の給付と、「入学料・授業料減免」の認定

がセットとなった支援制度※2 
・「給付奨学金」と「入学料・授業料減免」の申請手続を両方とも完了する必要あり。 
********************* 
※1 日本国籍を有する者、法定特別永住者として本邦に在留する者、永住者、日本人の配偶者等、

永住者の配偶者等をもって本邦に在留する者、定住者の在留資格をもって本邦に在留する者で将

来永住する意思があると認められた者、家族滞在の在留資格をもって本邦に在留する者で一定の

要件を満たす者。 
※2 日本学生支援機構給付奨学金に申請し採用され受給される方に対して、大学が入学料・授業

料減免を認定する仕組みです。なお、入学料免除は入学時の一度きりの支援となります（※ただ

し、編入学前の高等教育機関等で高等教育修学支援制度の入学料減免の支援を受けたことがある

方は、本学入学時に入学料減免の支援を受けることはできません）。 
 

注意事項 
本学が定める期限までに所定の申請手続を行っていない場合には、同制度の支援を 
受けられません。支援を希望する場合は期限に余裕をもって保護者等に相談のうえ 
必ず期限までに申請してください。 

 
申請方法等 
下記 URL または QR コードから Web ページにアクセスし、 
申請案内※を確認の上、所定の手続を申請期間内に行ってください。  

（※前期：2 月末 後期：8 月末掲載予定） 
＜高等教育修学支援制度による授業料等免除の申請方法等（申請案内・申請システム）＞ 
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/tuition/remission/koutou/kotosyugaku-appli 
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  大阪大学授業料等免除制度：高等教育修学支援制度の支援対象者の要件※を満たさ

ない方については、大阪大学独自の支援制度として実施する授業料免除に申請でき

る場合があります。詳細は大阪大学ホームページの情報を確認するようにしてくだ

さい。    
※高等教育修学支援制度の申請資格詳細に関しては、前頁 URL『日本学生支援機構 「進学後（在

学採用）の給付奨学金の申込資格」』をご参照ください。 
   申請方法等 

下記 URL または QR コードから Web ページにアクセスし、申請要項※を確認の上、

所定の手続を申請期間内に行ってください。 
（※前期：1 月末 後期：8 月末掲載予定） 
※新入生と在学生の申請期間が異なります。詳しくは大学ホームページをご確認く

ださい。 
＜大阪大学授業料免除等制度の申請方法等（申請要項・申請システム）＞ 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/tuition/remission/system 
※タイトルに【大学院生・外国人留学生等向け】とありますが、高等教育修学支援制度

の支援対象者の要件を満たさない学部生についても案内がありますので、左記ＱＲコー

ドを参照してください。 
 
（２）大学院学生の授業料（入学料）免除 

以下の要件に該当する方は、大阪大学授業料等免除制度に申請することができます。

詳細は大阪大学ホームページの情報を確認するようにしてください。 
① 経済的理由によって納入が困難である場合。 
② 授業料免除については、前後期各期の授業料の納入前 6 ヶ月以内（新入生に限り

納入前１年以内）に、出願者の主たる学資負担者が死亡又は出願者本人もしくは

出願者の主たる学資負担者が風水害等の災害を受けたことにより、授業料の納入

が困難であると認められる方。入学料免除については、入学前 1 年以内において、

出願者の主たる学資負担者が死亡又は出願者本人もしくは出願者の主たる学資負

担者が風水害等の災害を受けたことにより、納入が著しく困難である場合。 
申請方法等 
下記URLまたはQRコードからWebページにアクセスし、申請要項※を確認の上、

所定の手続を申請期間内に行ってください。 
（※前期：1 月末 後期：8 月末掲載予定） 

＜大阪大学授業料免除等制度の申請方法等（申請要項・申請システム）＞ 
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/tuition/remission/system 

 
（３）入学料収納猶予・授業料収納猶予・授業料分納 

大阪大学授業料等免除制度が実施します。詳細は大阪大学ホームページの情報を確認

するようにしてください。 
 
２．問い合わせ先 

吹田学生センター授業料免除担当 (開館時間 平日 8:30～17:00) 
   ☎: 06-6879-7088・7161 ✉gakusei-sien-en1@office.osaka-u.ac.jp 
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日本学生支援機構奨学金（外国人留学生を除く）について 

 

日本学生支援機構（以下、「機構」という）奨学金は、勉学に励む意欲があり、またそれ

にふさわしい能力を持った学生が経済的理由により修学をあきらめることのないように支

援する制度です。貸与奨学金は返還（返済）の義務があり、必ず返還しなければなりません。

給付奨学金は原則として返還の義務はありません。 

 

１. 貸与奨学金について 

（2024 年 12 月時点） 

奨 学 金 の 種 類 貸与月額（「授業料後払い制度」は年額） 

大
学
 
学
部
  

第一種奨学金
（無利子） 

自 宅 通 学 20,000 円、30,000 円、45,000 円から選択 

自 宅 外 通 学 20,000 円、30,000 円、40,000 円、51,000 円から選択 

第二種奨学金
（有利子） 

20,000 円～120,000 円（10,000 円単位）から選択 

大
学
院 

第一種奨学金
（無利子） 

博 士 前 期 
（修士）課程 

50,000 円、88,000 円から選択 

授 業 料 
後払い制度 

年間の授業料相当額（年額 535,800 円上限） 

博 士 後 期 
（博士）課程 

80,000 円、122,000 円から選択 

第二種奨学金
（有利子） 

50,000 円、80,000 円、100,000 円、130,000 円 150,000 円から選択 

（注①）下線付きの月額は、2018 年度以降の入学者のみ選択可能な月額です。2017 年度

以前入学者は選択できません。 

（注②）大学（学部）の四角で囲んだ月額(最高月額)については、機構の審査により希望

する月額で貸与が認められず、最高月額以外での貸与となる場合があります。 

（注③）第二種奨学金は、貸与終了後に利子を附加した額を返還することになります。な

お、貸与終了時に決定した利率を返還完了まで適用する方式と、貸与終了時から

概ね５年ごとに利率を見直す方式のどちらか一方を選択できます。（いずれの方

式も利率の上限は年３％） 

（注④）大学（学部）で、第一種奨学金と次頁の「給付奨学金」の両方の奨学生となる場

合は、給付奨学金の支援区分により第一種奨学金の貸与月額が上表と異なる場合

があります（併給調整；次頁の注⑪） 

（注⑤）大学院において第一種奨学金の貸与を受けた方で、在学中に特に優れた業績を挙

げた方として認定された場合、奨学金の返還が免除される制度があります。 

（注⑥）高等司法研究科の方で第二種奨学金 150,000 円を選択した場合、40,000 円又は

70,000 円の増額貸与を受けることができます。 

（注⑦）授業料後払い制度では、年間の授業料相当額の「授業料支援金」に加えて、月額

20,000 円又は 40,000 円の「生活費奨学金」の貸与を希望することができます。 

 

【募集情報（大阪大学ウェブサイト）】 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/tuition/scholar/jasso/recruit 
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２. 給付奨学金について 

（2024 年 12 月現在） 

奨 学 金 の 種 類 給  付  月  額（注⑨）（注⑩） 

大
学
 
学
部
  

給付奨学金 

支援区分 

通学形態 
第Ⅰ区分 第Ⅱ区分 第Ⅲ区分 

第Ⅳ区分 
【多子世帯該当】 

自宅通学 
29,200 円 

（33,300 円） 
19,500 円 

（22,200 円） 
9,800 円 

（11,100 円） 
7,300 円 

（8,400 円） 

自宅外通学 66,700 円 44,500 円 22,300 円 16,700 円 

（注⑧）給付奨学金は、「学部生」のみが対象です。大学院生は申請できません。 

（注⑨）生活保護世帯（受けている扶助の種類を問いません。）で自宅から通学する人及び

児童養護施設等から通学する人等は、カッコ内の金額となります。 

（注⑩）機構が世帯に関する前年の所得情報を確認したうえで、原則として毎年 10月に支

援区分（第Ⅰ～第Ⅳ区分、及び支援対象外のいずれか）の見直しを行います。 

採用時の支援区分による支援が必ずしも継続されるとは限らないため注意してく

ださい。 

（注⑪）給付奨学金と前頁の「第一種奨学金」の両方の奨学生となる場合は、給付奨学金の

支援区分に応じて第一種奨学金の貸与月額が下表のとおり調整されます。 

    （2024 年 12 月現在） 

奨 学 金 の 種 類 給付奨学金との併給調整が行われた第一種奨学金の貸与月額（注④、注⑨） 

大
学
 
学
部
  

第一種奨学金 
（貸与・無利子） 

支援区分 

通学形態 
第Ⅰ・第Ⅱ区分 第Ⅲ区分 

第Ⅳ区分 
【多子世帯該当】 

自宅通学 0 円 
20,300 円 

（25,000 円） 
26,500 円 

（20,000 円、31,400 円） 

自宅外通学 0 円 13,800 円 23,100 円 

 

（注⑫）給付奨学生は奨学金と併せて学費の減免を受けることができます。ただし、学費

減免を受けるためには別途、「高等教育修学支援制度による授業料等免除」の申請

が必要です。 

 

【募集情報（大阪大学ウェブサイト）】 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/tuition/scholar/kyufu/new_r2 

 

３. 申請方法等について 

必要手続きや期限の詳細は、３月末頃に本学ウェブサイトに掲載します。希望する奨学金

でそれぞれ必要手続きが異なるため、上記「１」「２」に記載した URL または QR コードのペ

ージに掲載される所定の方法により期限までに手続きを行ってください。 

 

４. 問合せ先 

豊中学生センター奨学金担当（豊中キャンパス学生交流棟 2階） 

【問合せフォーム（大阪大学ウェブサイト）】 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/tuition/scholar/jasso/form_recruit 
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地方公共団体及び民間奨学団体奨学金（外国人留学生を除く）について 
 

地方公共団体及び民間奨学団体による奨学金（以下、「各種奨学金」という。）は、学業、

人物ともに優れ、かつ、経済的理由により学資の支弁が困難と認められる方に給与もしく

は貸与される制度です。  
 学生センターで取り扱っている各種奨学金は、「候補者を選考し大学から推薦する奨学

金」と「希望者が直接出願する奨学金」があります。 
「候補者を選考し大学から推薦する奨学金」については、推薦人数に限りがあり、また

それぞれの団体での推薦基準があるため、必ずしも申請者全員が推薦候補者になるとは限

りません。 
 また、奨学生に採用されると、在学中のみならず卒業後も団体との関係は続きます。大

阪大学から推薦されたという自覚を持ち、向学心をさらに高め、交流会、面談、研修会へ

の出席や、生活状況調書、成績表、奨学金受領書の提出など、奨学生としての義務を果た

さなければなりません。これらの義務を怠った場合、辞退や採用取り消しとなる場合もあ

りますので、十分に考慮の上、申請してください。 
１．対象者  

奨学金の種類により異なります。 
２．申請方法 
◆候補者を選考し大学から推薦する奨学金 

大学からの推薦候補者は、登録者から選考します。 
登録要項をダウンロードのうえ、要項で指定している受付期間内に申請してください。 
詳細は、当該期の「民間団体等奨学生推薦候補者登録要項」（以下、「登録要項」）を参

照してください。 
「登録要項」は、１２月下旬から、大阪大学ホームページよりダウンロードできます。 

下記URLまたはQRコードからWebページにアクセスしてください。 
＜地方公共団体及び民間奨学団体の奨学金＞ 
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/tuition/scholar/gov_n_private 

  
 
     

  

１２月下旬～ 「登録要項」ホームページ掲載 

 

 

◆希望者が直接出願する奨学金 
大学に募集案内があった場合、その都度ＫＯＡＮ掲示板にてお知らせします。 
地方公共団体奨学金については、本学に募集案内が来ない場合があるので、直接、出 

身地等の教育委員会等へ照会してください。 
３．問い合わせ先 
    吹田学生センター民間団体等奨学金担当 (開館時間 平日 8:30～17:00) 
     ✉gakusei-sien-en1@office.osaka-u.ac.jp 

推薦までの流れ 

 ２月下旬～ 
３  月 

登録受付期間 
（登録要項にて指定された期間に申請してください。） 

４月～６月 
候補者選考、推薦期間 

（候補者にのみ、吹田学生センターから連絡します。） 
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